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機ցシステム 微小機ց構成学分໺ 1 小野・トアン・チュオイ 研究室
田ށ 2   研究室

  
ナノ界面制御工学分໺ 3 足立 研究室

  4 村ౡ 研究室
  

新エネルギーม׵工学分໺ 5 ౬上 研究室
  6 ਗ਼水 研究室

  
流体エネルギー工学分໺ � ໜ田・ਿ本 研究室

  
熱制御工学分໺ � ඐഀ 研究室

  � ঙ࢘ 研究室
  

表面・界面制御ڧ度信頼性Պ学研究分໺ 10 小川・ᜊ藤・Bernard 研究室
川ࢢ 11   研究室

  
エネルギー॥؀システム研究分໺ 12 ࠤ藤（一）研究室

  
エネルギーࣾڥ؀ձマネδメント分໺ 13 中田・ドラージュ 研究室

  
ަ௨ࣾձマネδメント分໺ 14 長ߐ 研究室

  
分ࢄエネルギーシステム学分໺ 15 川田・山口（実）研究室

  
電࣓機能流動研究分໺ 16 高ಸ 研究室

  
࠲ߨ力ڠ 自વ構造デザイン研究分໺ 1� 鈴木（ҍ）研究室

  
࠲ߨ力ڠ ఻熱制御研究分໺ 1� 小ٶ・ਆ田 研究室

  
࠲ߨ力ڠ 先進流体機ցシステム研究分໺ 1� ҏլ 研究室

  20 Ԭౡ 研究室
  

࠲ߨ力ڠ エネルギー動ଶ研究分໺ 21 ؙ田・৿Ҫ 研究室
  22 中村（寿）研究室

  
࠲ߨ力ڠ 流動・材料システム評価研究分໺ 23 内一・෢田 研究室

  
࠲ߨ力ڠ 体イΦニクス・デバイス研究分໺ 24 Ӎᖒ・木村ݻ 研究室

  25 中村（崇）研究室

ファインメカニクス 知的計測評価学分໺ 2� 祖山・久慈 研究室
  

機ց材料設計学分໺ 30 青柳 研究室
  

破壊予知と破壊制御研究分໺ 31 三浦 研究室
  

ಉ研究෦໳ 32 竹田ڞ 研究室
  

ソフトメカニクス分໺ 33 山口・西 研究室
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00_23(1┠ḟ_ึ[1-4].indd   1 2023/08/09   10:12:43



ਫ਼ີナノ計測学分໺ 34 高 研究室
  35 松隈 研究室

  
材料システム評価学分໺ 36 燈明・木村 研究室

  3� 白須 研究室
  

࠲ߨ力ڠ 分子熱流動研究分໺ 3� 小原・SVrClZs 研究室
  

࠲ߨ力ڠ 分子複合ܥ流動研究分໺ 3� 菊川 研究室
  

量子ナノ流動システム研究分໺ 40 徳増・馬渕・上根 研究室
  

グリーンナノテクノロδー研究分໺ 41 遠藤 研究室
  

࠲ߨ力ڠ 表面物ཧプロセス研究分໺ 42 矢代 研究室
  

材料機能信頼性設計学分໺ 43 鈴木 研究室

ロϘティクス ニューロロϘティクス分໺ 4� ྛ部・۹ᖒ 研究室
  4� 大࿬ 研究室

  
知能機ցデザイン学分໺ 4� 平田・ԧ・サラザル 研究室

  50 田村 研究室
  

イメーδ解ੳ学分໺ 51 Ԭ୩・ੁপ 研究室
  

ਓؒʵロϘοト৘ใ学分໺ 52 田所・大野・多田隈・Ԭ田・渡辺・
小ౡ・Ѩ部・ベゼϋ 研究室

  53 ࠛ陽 研究室
  

分子ロϘティクス分໺ 54 村田・川ຢ 研究室
  55 野村・松ྛ 研究室

  
スマートシステムूੵ学分໺ 56 田中（ल）研究室

  5� ௩本 研究室
  

知能制御システム学分໺ 5� 橋本・千葉・༶ 研究室
  5� 鏡 研究室

  
৘ใナノシステム学分໺ 60 金৿・Ԭ୩ 研究室

  61 ழވ 研究室

Ӊ஦ۭߤ ۭ力設計学分໺ 65 Տ合・ᕆ田 研究室
  66 久୩ 研究室

  
材料・構造スマートシステム学分໺ 6� Ԭ部・川越・ೆӢ・ཾԔ 研究室

  6� 山本 研究室
  

実験ۭؾ力学分໺ 6� 野々村・Ӭ田・ࠤ々木 研究室
  

ਪ進工学分໺ �0 大西・ࠤ藤（৻）研究室
  �1 高橋 研究室

  
Ӊ஦୳ࠪ工学分໺ �2 吉田・レネ 研究室

  �3 ℬ原 研究室
  

Ӊ஦構造物工学分໺ �4 ຘ原 研究室
  �5 大௩ 研究室
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計ࢉ਺ཧՊ学分໺ �6 山本（ޛ）・ٶᖒ 研究室
ᖒݹ ��   研究室

  
アーΩテクチϟ学分໺ �� 小ྛ・小松 研究室

藤ࠤ ��   研究室
  

高性能計ࢉ࿦�0 ࠲ߨ ୌ୔・∁橋（ܛ）研究室
  

࠲ߨ力ڠ Ӊ஦流体工学分໺ �1 大ྛ・焼野ۭߤ 研究室
  

࠲ߨ力ڠ 高଎൓応流研究分໺ �2 早川 研究室
  

࠲ߨ力ڠ Ӊ஦熱流体システム研究分໺ �3 ӬҪ・ҏਆ・常 研究室
  

࠲ߨ力ڠ ࠞ૬流動エネルギー研究分໺ �4 石本・大ౡ 研究室
  

࠲ߨ力ڠ 計ࢉ流体物ཧ研究分໺ �5 ෰部 研究室
  �6 ኍ田 研究室

機ց・ҩ工学 ナノデバイスҩ工学分໺ �� ๕լ・௽Ԭ 研究室
  

ҩ用ナノシステム学分໺ �0 田中（ప）・木野 研究室
  

機ց力学分໺ �1 ෱ౡ 研究室
  

バイΦデバイス工学分໺ �2 西ᖒ・照月 研究室
  

ੜ体流体力学分໺ �3 石川・大৿ 研究室
  �4 菊地 研究室

  
ҩྍ෱ࢱ工学分໺ �5 田中（真）研究室

  �6 Ԟ山 研究室
  

ライフサポート工学分໺ �� 山口 研究室
  

࠲ߨ力ڠ ༥合計ࢉҩ工学研究分໺ �� ધ本 研究室
  

࠲ߨ力ڠ ੜ体流動μイナミクス研究分໺ �� 太田・安西 研究室
  

࠲ߨ力ڠ ੜ体ナノ൓応流研究分໺ 100 ࠤ藤（ַ）・ཱུ 研究室
  

࠲ߨ力ڠ マニュファクチϟリングプロセス分໺ 101 水୩ 研究室

エネルギーڠ ڥ؀力࠲ߨɹ஍֪ڥ؀エネルギー研究分໺ 105 ҏ藤・ໆ平 研究室
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教　授
小野　崇人

特任助教
グエン　チュオイ

准教授
グエン　バン　トアン

機械システムコース
機械機能創成専攻

小໺・トアン・チュΦイ 研究室

機能システム学講座
微小機械構成学分野
https://www.nme.mech.tohoku.ac.jp/

ナノ機ց ナ̫ノテクノロδーによる超センシングとͦの応用技術に関する研究
　本研究室では、ナノ電気機械システム（NEMS）技術とナノテクノロジーの融合技術による、超高感度センサ・システムの開発を進めてい
る。極限の感度をもつ超センシング・センサを創成し、ブレークスルーが期待されているヘルスケア・生体、環境・エネルギー、情報・通信
など様々な分野において役立つシステムを創出することを目指している。ナノメカニカルセンサは、重さ、᫔射といった種々の物理量を高
感度に検出することができ、かつ小型・集積化が可能である。ナノスケールでの機械特性に関する基ૅ研究や、新しい原理のセンサ、材料、
集積化システムなど、基ૅから応用まで展開している。非侵ऻに生体情報を取得する超高感度センサ、高度情報社会で必要とされる IoT セ
ンサシステム、また、これらのセンサに電力を供給するための発電デバイス / 蓄電デバイスなどの開発を進めている。

高感度・極限センシングシステム
　力や電࣓波などの物理量や分子などを高感度に計測する NEMS・
センシングシステムを開発し、科学計測や産業応用を見ਾえた研究
を進めている。センサをナノスケールに小型化することで、熱ノイ
ズの影響を低減することができ、高感度化が可能になる。このため
のナノ加工技術を開発し、ナノメカニカル機械構造による超高感度
センシングシステムを研究している。

IoT応用デバイス
　ナノ材料を含有させることで高性能化した熱電材料をデバイス
化するプロセスを開発している。排熱や温度༳らぎからの環境エ
ネルギーで動作するシステムの研究を進めている。また、発電した
エネルギーを蓄電するオンチップ・蓄電素子も同時に開発してい
る。これらの技術を利用し、環境モニタリングなどの分野でバッテ
リーがなくても動作する IoT センサへの展開を進めている。

スマート材料・プロセス技術
　高機能マイクロシステムに応用するため、機械的、電気的、熱的
に高機能な特性をもつスマート材料とそのプロセス技術の開発を
行っている。ナノカーボンやナノ粒子等の複合材料、熱電発電のた
めのナノ複合材料とプロセス技術、マイクロ蓄電素子のためのイオ
ニクス技術、スピントロニクスʷ࣓歪による新規アクチュエータを
新たに開発し、新規ナノ電気機械システムへの展開を進めている。

ヘルスケア・生体センサ
　高感度・高機能センサ技術をヘルスケアや生体センシングに応用
するための基ૅ研究を進めている。体内の成分を非侵ऻで測定す
るため、高感度音波センサを開発し、レーザー光がターゲット物質
に吸ऩされる際の音波を検出する（光音響）ことで非侵ऻ計測を実
現することを目指している。また、೘などの成分を自୐で簡қに測
定できる高感度バイオ化学センサを開発している。

1OPEN 2023
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准教授
田　խ也ށ

単一細๔計測のためのマイクロ流路の開発 
　生きた細๔は常に動いているため単一細๔の精密検査には、細๔
を೗何に生きたままัらえるかが課題である。本研究では、流路内
トラップ構造を用いて細๔を生きたままัらえ、真空環境で長時間
観察できるような Si 薄膜૭を有するマイクロ流路を開発した。単
一細๔の挙動やݸ性、細๔間の繋がり、ガン化細๔の࢓分け、一分
子タンパク質の検出などを目指して研究開発に取り組んでいる。

ダイヤモンドセンサを使った応力センシング
　஠素欠陥のあるダイヤモンドには、特有の࣓気光学的性質があ
り、スピントロニクスの分野では盛んに研究されている材料であ
る。このナノダイヤモンドを振動センサ上ຒめ込むことで、ҹ加応
力とダイヤモンドが発するܬ光強度の関係調べ応力計測応用への
可能性を検証した。஠素欠陥を有するダイヤモンドを用いた振動
子はにより、応力の向きを同定するなど精密な応力センサが実現で
きる。

ミニチュアMRIのための3次元スキャナ
　ナノメートルの分解能を維持した数十マイクロメートルの3次
元走査は、ドリフトやヒステリシスの問題があり、長時間の計測は
困難である。本研究室では、シリコン製の2次元スキャナと1次元
スキャナを組み合わせ、低温でも劣化無く長距離動作するような
3D スキャナを開発している。静電駆動型で、室温でも極低温下で
もヒステリシスが少なく長距離動作させることに成功している。

超高感度な࣓気センサ
　࣓気共鳴イメージング（MRI）技術をナノ機械を用いて小型化し
たものが࣓気共鳴力顕微鏡である。MRI の対象をより小さな半導
体素子や単一細๔にし、半導体プロセスのダメージ評価や細๔診断
の新技術開発を進めている。高感度に࣓気共鳴現象を観測するた
めのナノワイヤープローブの開発やܬ光強度から࣓場計測が可能
な஠素欠陥（N7）センターを有するプローブの開発を行っている。

微小機ցのݶۃ計測への応用・新技術の創成
　本研究室では、微細加工技術を用いてナノスケールの微小機械を作製し、今まで見ることの出来なかった微細な世界を、熱や光、力とい
う物理量で高感度に計測し、精密に観察するための技術開発をしている。そのために、高感度な࣓気センサや熱センサを作製し、液中の試
料を真空中で計測するのためのマイクロ流路や極低温でも劣化なく動作する XY; スキャニングステージを作製し、またそれらを組み合わ
て機能のシステム化を目指している。ย持ち梁構造のプローブを作製し、その変位を計測することで、アトニュートンの力感度で࣓気力の
変化や局所的な熱をモニタするセンサデバイスを開発している。計測システム系のシミュレーションやը像処理技術の開発なども行い、生
体試料や半導体試料を非破壊で高精度に3次元イメージングできる࣓気共鳴力顕微鏡の開発している。

http://www.nme.mech.tohoku.ac.jp/

機能システム学講座
微小機械構成学分野

田 研究室ށ

機械システムコース
機械機能創成専攻

2 OPEN 2023
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教　授
足立　ࢤ޾

高機能ナノ界面新規評価法の開発 
ʙ その場摩擦摩໣解析プラットϗームの研究開発 ʙ

摩擦中に自己形成、自己修෮する高機能ナノ界面の形成機構、そ
れによる超低摩擦機構の解明が低摩擦技術開発には不可欠である。
これに対し、走査電子顕微鏡、環境制御型走査電子顕微鏡、ラマン
分光装置、X 線光電子分光装置と摩擦試験機を組み合わせたその場
摩擦摩໣解析プラットϗームおよび摩擦面広域における微小領域の
特性（硬度、表面自由エネルギー）分布解析法の開発を行っている。

高摩擦・耐摩໣のためのナノ界面最適化技術 
ʙ 高機能摩擦駆動アクチュエータの研究開発 ʙ
　小型化、軽量化、簡素化、高速化、高精度化を可能にする摩擦駆
動アクチュエータ（超音波モータ及び表面弾性波モータ）の開発を
行っている。高精度の位置決めには、滑りを制御するための高摩擦
と同じ表面であり続けるための耐摩໣性が鍵となる。現在、これら
を両立するナノ界面創成のために、ナノ構造制御技術及びナノ形状
制御技術を駆使した最適化技術の研究開発を行っている。

超低摩擦発現のためのトライボ化学反応を制御した 
ナノ界面創成　ʙ なじみの科学となじみの技術 ʙ

稼働開࢝時に高く不安定であった摩擦がঃ々に減少し、一定期間
の後に低く安定した摩擦を示す定常状態となる。この期間を「なじ
み」と呼Ϳ。このなじみ期間の摩擦によって自己形成され超低摩擦
を発現するナノ界面に着目し、機械に加え材料、化学、物理の視点か
ら摩擦により誘起されるトライボ化学反応を解明し制御することに
よる半Ӭ久寿命を有する超低摩擦システムの創成を目指している。

超低摩擦のためのナノ界面最適化技術 
ʙ 低環境負荷機械システムの研究開発 ʙ
　ナノ構造を制御した炭素系硬質膜は大気中無५滑下で0.003の
低摩擦係数を発生し、ナノ・マイクロテクスチャを施したセラミッ
クスは水中において0.0001の低摩擦係数を発生する。大気中、水
中に加え自動車エンジンに代表される油中を対象に、テクスチャ技
術、コーティング技術を中心に実用化を目指した信頼性の高い低摩
擦発生のためのナノ界面の設計と創成の研究開発を行っている。

高機能ナノ界面による機ցシステムイノベーション
　機械がその機能を果たすべく稼働する時、動く部分において必ず摩擦が発生し、物がすり減る摩໣が生じる。それらは、機械における大
きなエネルギー損ࣦとなり、不具合、寿命の主原因となる。また、それらは高度な機械の機能と性能の限界を支配する。本研究室では、そ
のような接触面で発生する現象の制御を可能にする高機能ナノ界面を創成するための最適化技術を開発し、それらの機能制御を実現した高
度な機械機器の創成により低炭素社会・持続可能な社会・安全安心な社会の構築に貢献することを目指している。また接触面での現象の原
子・分子レベルでの物理・化学的解明とナノテクノロジーが可能にするものづくりを融合させた「高機能機械機器のためのナノ界面層から
のボトムアップ型設計（TriColoHiDallZ-Cased MaDIine DesiHn）」の構築を目指している。

http://www.tribo.mech.tohoku.ac.jp/

機能システム学講座
ナノ界面制御工学分野

଍立 研究室

機械システムコース
機械機能創成専攻
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准教授
村ౡ　基೭

表面機能のڥ؀に応͡た能動的制御による機ց表面の高機能Խ
　物体には必ず z 表面 z が存在しています。この表面が示す特性は、材料内部の特性とは大きく異なることが知られています。機械におい
ては最終製品の表面だけでなく、構成する部品一つ一つの表面機能を目的に合わせて作り込んでいくことが必要とされています。私たちの
研究室では表面同士が接触や相対運動することで生じる、摩擦・摩໣・吸着などの現象に着目して研究を進めています。これらを最適化す
ることは、長寿命・高信頼性・高効率特性を有する機械を作るために重要です。さらに、近年は多様な環境でも効率的に࢓事をする機械やݸ々
人の身体的特徴・ᅂ޷に寄りఴった機械が求められています。このような機械の実現のために私たちは、能動的に表面機能性を制御する技
術の開発を日々続けいています。

変形表面を用いた摩擦制御技術の開発
　私たちは3D プリンタや金属薄膜を用いることでತやԜ形状に変
形する表面を新しく開発しました。この表面は、例えばブレーキが
必要な状態では大きな摩擦となる形状、損ࣦを低減したい状態では
小さな摩擦となる形状に任意のタイミングで変形が可能です。開
発された変形表面は、これまでブレーキと低摩擦軸受けという二つ
の機械要素が୲っていた役割を両立することを可能にします。

表面損傷の発生時にも安定的摩擦の維持を 
可能とするAIを活用した接触点制御技術の開発
　機械の摩擦面は、荷重を支えつつ滑り運動をするという過酷な環
境にさらされます。そのため、疲労や異物のかみこみにより摩擦面
が損傷してしまい、機械の振動、摩擦係数の大幅な上ঢなどが引き
起こされてしまいます。私たちの研究室では変形表面の変形を人
工知能（AI）を用いて制御することで、損傷部を回ආしながら安定
的な摩擦を実現する新しい技術を開発しています。

有機५滑物質を用いた超低摩擦技術の開発
　機械しΎう動面の摩擦係数は५滑油を用いた場合でも0.01であ
り、これより摩擦損ࣦが小さい状態は超低摩擦と呼ばれます。私た
ちの研究室ではダイヤモンドライクカーボン膜と有機५滑物質を
用いることで、水溶液中でも超低摩擦が実現されることを示しまし
た。この研究は次世代の५滑技術開発につながるとともに、現象の
解明により既存५滑剤の改良にもつながるものと期待されていま
す。

誘電体バリア放電を用いた५滑剤の 
地産地消技術開発
　摩擦面の安定的な滑りを実現するために、機械には५滑油が多く
使用されます。一方で、५滑油は石油から生成される材料であり、
環境保ޢ・持続型社会の実現に向けてはこれに代わる५滑技術が必
要とされています。私たちの研究室では、炭素系材料表面に誘電体
バリア放電を照射することで५滑剤が表面に自己形成され、これが
優れた低摩擦効果を有することを新たに発見しました。

機能システム学講座
ナノ界面制御工学分野
http://www.tribo.mech.tohoku.ac.jp/

機械システムコース
機械機能創成専攻

村ౡ 研究室
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特任准教授（工学研究Ӄ）
須藤　༞子

教　授
౬上　ߒ༤

原子層堆積૷ஔʢテΫノファインࣾ製ʣを用いͯ作製 れ͞た微細
構造ʵ多層ບϋイϒリッドܕଠཅ光બ୒ٵऩ材料

高分子薄膜を用いた 
熱᫔射のスペクトル特性・放射角度特性制御
　高分子膜を反射基板上へ形成することで分子振動由来の熱᫔射
が薄膜導波路で増幅され強い放射（吸ऩ）ピークとして現れます。
我々は高分子薄膜の膜厚や材料物性を制御することで熱放射波長
域の制御および放射指向性の制御技術を実現しました。これによ
り従来にない熱輸送制御方法の実現が可能となります。

固体酸化物型燃料電池（SOFC）の実用化、ক来研究
　小型で高効率なエネルギー変換デバイスである固体酸化物型燃
料電池（SOFC）や水蒸気電解器（SOEC）による、分散型エネルギー
源とそれに基づく負荷平準機能等を取り入れた、環境負荷が低くエ
ネルギー使用効率の高い新しいエネルギー供給システムの実現に
向け、高温プロトン導電体等を用いた固体イオニクスに関する研究
開発を行っています。

太陽熱利用システム高効率化のための
高温用太陽光બ୒吸ऩ材料
　近年、注目されている集光型太陽熱発電では太陽エネルギーを高
効率で吸ऩする太陽光のબ୒吸ऩ特性が重要な要素技術の一つで
す。我々は、太陽熱利用システムのߋなる高温化に対応可能な、多
層膜構造を用いた高効率太陽光બ୒吸ऩ材料の開発や、Ni 基超合
金における自己組織化を用いた微細構造作製技術を用いた大面積
作製技術の開発を行っています。

高温フォトニクスによる
高効率ソーラーTP7システムの実現
　我々は高温フォトニクスと呼ばれる高温の熱;く射スペクトル制
御技術を用いた太陽エネルギー高効率利用のためのソーラー熱光
起電力発電（TP7）を提案しています。ソーラー TP7 は太陽光を熱
として吸ऩし、P7 セル感度波長と整合した熱放射光へ変換するた
め、単接合セルでも50� 以上の高い効率が期待でき、これまで本
システムにおける世界トップレベルの効率実現に成功しています。

～ੜ可能エネルギーͰ開くະདྷʂɹ～高ԹフΥトニクス࠶
　産業ֵ命から続く工業、産業の発展や西༸文明の拡大により我々の生活はඈ༂的に向上しました。しかしエネルギー特に化石燃料消費量
の増大により、地球規模の環境破壊やক来的なエネルギー不足という大きな問題に直面しています。これらの問題を解決し、׌つ今後も発
展を続ける社会を成立させるためには、太陽エネルギーなどの再生可能なクリーンエネルギーの利用や、限られた化石燃料の高効率利用に
基づく持続的発展可能なエネルギーシステムの構築が必要です。そのために、我々は高温フォトニクス技術に基づき太陽エネルギーを高効
率で利用できる新しいエネルギー変換デバイスなどの研究に取り組んでいます。また、今後やってくる厳しい環境制໿の下でも、物質的に
も精ਆ的にも๛かに฻らすことができるライフスタイルをඳき、その実現に必要な技術を創出していく手法研究も行っています。

開発したιーラー517発電ݧࢼシステムɻ
ૠೖਤ͸࢖用͞ れͯいる熱;くࣹ スϖΫトル制御材料

https://www.renewable.energy.mech.tohoku.ac.jp/

エネルギー学講座
新エネルギー変換工学分野

౬上 研究室

機械システムコース
機械機能創成専攻
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౰研究ࣨで࣮ࢪしͯ いるίώーレント᫔ࣹ熱工学の֓ཁͱそのԠ用ྫ

准教授
ਗ਼水　信

᫔ࣹ熱༌ૹ制御による先進熱マネδメントɹ～ίώーレント᫔ࣹ熱工学～
　これまで人類社会は化石燃料由来のエネルギーに支えられ発展を਱げてきました。しかし今、そのฐ害が CO2排出量増加に伴う地球温
暖化という形で顕れ࢝めています。したがって CO2排出を伴わない人類社会の発展、すなわちグリーン成長社会実現を推進するための大
きな社会構造変ֵが必要とされています。そのための重要な߲目の一つはエネルギー消費形態において大きな割合を઎める「熱」の最適利
用であり、我々は特に熱᫔射に注目した先進熱マネジメント技術の研究を行っています。従来の熱工学では᫔射伝熱を他の2つの形態（伝
導、対流）同様、熱量の移動として考えますが、スペクトル特性や指向性といった熱᫔射の波動的特性を制御、利用することで従来にはない
方法での熱輸送制御や、エネルギーシステムの省エネルギー化、さらには新たな高効率エネルギー変換技術の実現を目指しています。

熱᫔射の波動性に基づく電力変換技術の実現
　太陽光発電に代表される光の粒子性に基づく光電変換技術に対
し、光アンテナとダイオードをซせたデバイス（光レクテナ）によっ
て光の電場波動を直流電力へ変換することで変換損ࣦが極めて低
く、׌つ感度波長域の制໿がない光電変換システムの構築が期待で
き、中・低温熱の電力変換への応用が可能となります。ক来的には
超高効率太陽エネルギー変換への応用を目指しています。

熱光起電力発電による排熱の電力変換技術
　熱光起電力発電（TP7）は熱源からの熱᫔射を中間体によって
P7 セル感度波長と整合した熱᫔射へ変換し電力変換する高効率な
発電技術です。高温物体からの熱放射エネルギー密度は大きく高
い発電密度も期待できます。従来のボイラータービン型排熱利用
の適用が難しい中・小規模の工業炉や焼却炉における排熱の電力利
用が期待でき、現在、実用を目指した研究を行っています。

熱᫔射スペクトル制御による 
樹脂෧止された電子機器の放熱ଅ進
　電子機器発熱密度増大に伴い、熱設計の重要性は益々高まってお
り、冷却にエネルギーを要しない受動型冷却技術が必要とされてい
ます。我々は電子機器を෴う樹脂において吸ऩ係数の小さい૭波
長域に注目し、熱源からの熱᫔射を樹脂の૭からબ୒的に放射する
新規放熱技術を提案し、効果の実証に成功しました。ߋなる放熱性
能向上、適用性拡大を目指し、引き続き研究を行っています。

合金の自己組織化現象に基づく 
熱᫔射スペクトル制御デバイスの大面積化技術
　熱᫔射波長と同程度の構造を金属表面へ形成することで特定波
長域における熱放射（吸ऩ）の増大が可能です。高温で利用するた
めに耐熱性金属への構造形成が必要ですが耐熱性金属は難加工材
料が多く大面積作製は困難です。我々はニッケル基合金の自己組
織化に基づく微細構造大面積作製技術をこれまでに実現していま
す。さらに構造の配列制御による性能向上を目指した研究を行っ
ています。

機械システムコース
機械機能創成専攻

ਗ਼ਫ 研究室

エネルギー学講座
新エネルギー変換工学分野
https://www.renewable.energy.mech.tohoku.ac.jp/
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教　授
ໜ田　正哉

助　教
ਿ本　　真

プラズマ－非電離気体－ナノ粒子群共存系の 
数理モデルとシミュレーションアルゴリズムの構築
　ナノ粒子群の集ஂ形成と輸送をともなうプラズマ－非電離気体
共存系の数値解析的な解明を目的としている。そのために、流体の
物性や化学反応性を決定づける室温ʙ 1ສ度超という温度の時空
間変化とマルチスケール性を考慮した数理モデルを組み上げ、さら
に物理的な不安定性（Ӕ運動）のั捉と数値的に安定な長時間計算
を両立できるシミュレーションアルゴリズムの構築に取り組んで
いる。

超高温材料加工プロセスにおける 
熱流動現象の実験的可視化診断法の研究
　ナノ粒子量産や高速溶接に用いられるプラズマは1ສ度を超える
強発光の流体であり接触型の計測が困難であるが、プラズマ物理学
にもとづき発光スペクトルをフィルタリング処理・解析することで
プラズマ内の温度・物質分布や溶融金属の挙動を可視化診断する方
法を研究している。例えば、アークプラズマ内を高速流に逆らって
イオンが૎上して停଺し続けるメカニズムの解明等に至っている。

溶接における溶融金属流動と
熱エネルギー輸送を捉える粒子法シミュレーターの開発
　わずか1立方センチメートルに固・液・気・プラズマの4相が共
存するアーク溶接における熱エネルギー輸送現象の解明を目的と
して、実測できない情報（溶融金属内の温度や流速、電࣓気力など）
を可視化・解析できるシミュレーターを開発している。流体工学を
専門としない研究者やエンジニアにとっても使いやすいπールに
することを意図して、直感的にわかりやすい粒子法を基盤としてい
る。

新たな高エネルギー流体プロセスの創成
　難分解性有害物質の安全な分解、災害・事故時の電流ः断による
二次災害防止といった環境改善・安全化にプラズマの解離性・ཚ流
現象・太陽光との相互作用を利用する新たな高エネルギー流体プロ
セスの研究も進めている。また、医用材料合成プロセスの開発を意
図した超ྟ界流体中のプラズマ流動特性の研究などの未౿領域の
開拓にも着手している。

ものをつくる流体プロセスの୳究
　1ສ度を超えるプラズマの流れを利用した新材料の創製や加工、有害な難分解性物質の無害化処理などの高エネルギー流体プロセスの研
究に取り組んでいる。これらは、電࣓気的エネルギーを流体の熱エネルギーと運動エネルギーに変換し、それらをさらに化学反応・材料形
成といった物質の変化（物質の保有エネルギーの変化）につなげるという、l ものづくりを意図した多ஈ֊のエネルギー変換・制御プロセス z
とみなすこともできる。いずれも複雑なマルチフィジックスシステムであること、高温で直視できない΄どの強発光をともなうことから、
従来のシミュレーション手法や計測手法が適用できない。そこで新たな手法をつくり、不可視の現象を「視る・観る・診る」ことによって解明、
得られた知見をもとに問題を解決し、新しい熱流体プロセスを創成することを目指している。

機械システムコース
機械機能創成専攻

ໜ田・ਿຊ 研究室

エネルギー学講座
流体エネルギー工学分野
http://www.quid.mech.tohoku.ac.jp/
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教　授
ඐഀ　఩ࢤ

http://www.amsd.mech.tohoku.ac.jp/

エネルギー学講座
熱制御工学分野

ඐഀ 研究室

機械システムコース
機械機能創成専攻

Ի೾をͬ࢖た新しい熱機関のཧ解と応用
　熱音響現象を利用した可動部の無い熱機関「熱音響デバイス」の理解と応用を目指しています。気ப管の一端を加熱することで発生する
強い気ப振動を使って動力を音波として発生する「音波エンジン」を作成しています。また、音波を使って冷却する「音波クーラー」を作る
ことも可能です。これらの熱音響デバイスは固体ピストンの代わりに音波を使う点で通常の熱機関とは大きく異なります。そのため、本質
的に可動部を必要としないことや、少数の配管パーπで構成されるஶしく簡単な構造という特徴が熱音響デバイスにはあります。作動流体
には不活性ガスを用いることができるため、フロンなどの冷媒を必要としません。また外燃機関であるために産業排熱や太陽光などの利用
が期待できます。熱音響デバイスを発展させるための基ૅと応用に関する研究を行っています。

エネルギー変換機構の解明
　熱音響デバイス内でどのようにしてエネルギー変換が行われる
のかを解明することは、効率がよく出力の大きな音波エンジン・音
波クーラーの開発には不可欠です。流体要素に関わる圧力、流速、
温度の3つの振動量を同時に計測することでエネルギー流やエン
トロピー流を観測し、エネルギー変換の実験的観測を行っていま
す。物理量の計測による熱音響現象の実験的な理解を目指してい
ます。

新たな熱制御デバイスの実現
　音波エンジンと音波クーラーを組み合わせた熱駆動型クーラー
や低温度差で動作可能な音波エンジン発電機、気பと液பピストン
を組み合わせたタイプのエンジン・クーラーに加えて、最近では相
変化を利用した熱制御デバイスの開発にも取り組んでいます。可
動部品を持たないエネルギー変換システムと可動部品と組み合わ
せたϋイブリッドデバイスの発展を目指しています。

基盤実験技術の確立
　エネルギー変換機構の解明には流体要素に関わる基盤実験技術
の確立が不可欠です。レーザードップラー流速計、tXo-sensor 法、
極細熱電対による温度計測技術を組み合わせ、流体要素に関わる流
速、圧力、温度の3つの振動量を同時に計測することでエネルギー
流やエントロピー流を観測しています。物理量の計測を通じた熱
音響現象の実験的な理解を目指しています。

新たな非線形振動熱音響現象の発見と応用
　熱音響振動はయ型的な非線形現象です。これまでに熱音響িܸ
波や熱音響カオス、熱音響自ྭ振動子の同期などの非線形熱音響現
象を観察してきました。これらの発見は熱音響現象の理解だけで
はなく、熱音響を通じた非線形振動の理解へもつながります。これ
ら非線形熱音響の知見を基に、最近はごく単७な方法で「燃焼振動
を抑制」することにも取り組んでいます。

8 OPEN 2023
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准教授
ঙ࢘　衛太

精密光計測技術の開発
　多様な熱・物質輸送の精密観測を実現すべく、従来のエリプソ
メータおよび光干渉計の課題をࠀ෰した新たな光計測技術の研究
開発を行ってきました。これまでに、ナノスケールの膜厚を有する
液膜の動的変化を観測可能な位相シフトエリプソメータ、独自の光
学プリズムの導入により高速な熱・物質輸送の観測可能な高速位相
シフト光干渉計などを開発しました。

微小流体要素のサイクルに着目した分離機能の開拓
　振動する流れの微小流体要素に、ある種の熱力学的サイクルを形
成・制御・連鎖させると新たな機能が発現します。当研究室では、
このサイクルを利用した分離効果の発現を目的に研究を進めてい
ます。本研究を通じ、微小流体要素のサイクルに着目した新たな工
学分野を開拓するとともに、未利用熱利用・低コスト・低環境負荷・
長寿命を兼Ͷඋえた分離技術の実現を目指しています。

機能性流体材料の流動・ೞれ現象の理解
　コロイド分散系、界面活性剤、高分子といった複雑流体（あるい
はソフトマター）は、ソフトな力学的性質を有する物質群であり、
その流動は自然界や我々の生活において重要な役割を果たしてい
ます。しかし、これら材料は内แする多֊層性によって特有の流動
を示し、その現象理解は容қではありません。当研究室では、独自
の光計測手法を軸に、これら現象理解を目指しています。

各種材料の熱物性計測
　熱・物質輸送の現象理解には、対象材料の熱物性が不可欠です。
しかし、日々新しく開発される材料には未知の熱物性が数多くあり
ます。また、ೞれ現象など界面を有する系では材料自身の熱物性に
加え、界面張力など材料の組み合わせに依存した熱物性も必要とな
ります。当研究室では、各種現象において鍵となる未知の熱物性値
の取得に取り組んでいます。

熱・物質༌ૹのਫ਼ີ؍測にجづくɺものづくりプロセスのཧ解・制御・創成
　工学プロセス内の熱・物質輸送の現象理解を通じて、新たな制御方法の提案や新規工学プロセスの創成に関わる研究を進めています。具
体的には、ナノ材料を࢝めとした複雑流体の流動やೞれ、あるいは音波などの振動流を対象に、ݸ々の現象に応じた光計測手法を開発する
ことで、従来法では測れない輸送現象を非接触かつ高精度に観測しています。さらに、独自の光計測技術を既存の計測技術と組み合わせる
ことで、現象の多元的な理解を進めています。これら熱・物質輸送の精密観測を軸に、ニュートン流体や一方向流動では顕れなかった現象
や機能を発見するとともに、その理解および制御、さらには新たな工学プロセスの創成を目指しています。

機械システムコース
機械機能創成専攻

ঙ࢘ 研究室

エネルギー学講座
熱制御工学分野
http://www.amsd.mech.tohoku.ac.jp/index.html
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助　教
CIrZstelle
Bernard

教　授
小川　和༸

助　教
ᜊ藤　޺輝
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多種多様な材料の厚膜成型

実験ならびに数値解析を利用した
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コールドスプレー技術

高温酸化物の生成・成長挙動の制御による 
経年劣化しないः熱コーティングの開発
　ガスタービン動静ཌྷ等で必要不可欠な技術となっているः熱
コーティング（TBC）は、これまで高温酸化の発生を抑制し、ঢ温
降温時の熱応力を軽減させてはく離等の損傷が生じないよう開発
が進められてきました。本研究では、逆転の発想で高温酸化を積極
的に発生させ、酸化物内に微細なॎ割れを生じさせることで熱応力
を解放し、経年劣化し難い TBC の開発を進めています。

酸化反応を利用した異種材料未溶融接合技術の開発
　ぜい性材料であるセラミックスとԆ性材料である金属材料との
組み合わせによるマルチマテリアル化はそれͧれの欠点をิい、優
れた特性を発شさせることが可能です。現在、これらの新しい接合
方法として、酸化物系セラミック基板上で活性な金属を積極的に酸
化させることにより、金属／セラミック異種材料の接合を可能にす
る技術の確立に挑戦しています。

熱影響部が発生しないバルク金属材料の 
常温拡散接合技術
　材料表面を高速原子ビームで活性化させることにより、バルク金
属材料を接合させる技術の開発とその強度特性評価を行っていま
す。この手法は、一切加熱プロセスを必要としないため、機器構造
物の経年劣化の起点となり得る熱影響部が全く存在しない接合部
を得ることが可能となります。現在は、真空チャンバー内で接合さ
せていますが、ক来的には大気下での接合を目指しています。

コールドスプレー法による金属・セラミックス・ポリマー
材料のֵ新的コーティング技術の開発
　コールドスプレー法を用いたֵ新的なิ修並びにコーティング技
術の確立と同法により得られた付着層の健全性評価を実施していま
す。また、付着メカニズムおよび科学的な根ڌの基づく基材／粒子
間の相性を評価する目的で、ミクロ／ナノ組織観察および粒子法等
による数値解析を実施しています。また、コールドスプレー法によ
る厚膜を利用したֵ新的ิ修・接合技術の開発も進めています。

エネルギー・ڥ؀材料ڧ度信頼性Պ学研究のਪ進
　当研究室においては、エネルギー・環境材料開発の基盤技術として、界面ミクロ・ナノ組織制御ならびに界面接合強度に着目した材料・構
造物の安全性・信頼性研究を推進しています。特に、Ni 基超合金やः熱コーティング等の構造材料において生ずる経年的劣化・損傷機構の
解明を通して破壊の物理化学を明らかにし、その体系化を通して社会的要請の高いエネルギー変換設උのඈ༂的効率向上を実現し環境負荷
の低減に貢献していきます。また、新しいコーティング手法であるコールドスプレー法の応用による各種構造部材劣化・損傷部のิ修技術
の確立に関する研究や材料表面を活性化させてバルク材を常温で接合させる技術の開発を実施しています。これらの手法は、経年劣化・損
傷を引き起こす可能性がある熱影響部が発生せず、次世代のิ修技術・バルク材料用接合技術として期待されます。

http://www.ogawa.rift.mech.tohoku.ac.jp/

エネルギー・環境材料強度信頼性科学研究部門
表面・界面制御強度信頼性科学研究分野

小川・ᜊ藤・#ernarE 研究室

機械システムコース
先端材料強度科学研究センター
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准教授
川　༟士ࢢ

超খݧࢼܕยによるہ所ք面強度評価オーδΣ電子分光分析を用いͯ ら໌かͱなͬ たք面構造

マルチスケールなアプローチによる
新しい界面強度評価技術の開発
　新しい固相接合技術で作られた材料の強度、特にその界面強度を知
ることはその信頼性を୲保するためにも非常に重要です。そして、固
相接合現象の理解にも繋がる重要なテーマでもあります。そこで、本
研究室ではその破壊現象の素過程を理解するために集ଋイオンビー
ム加工観察装置（FIB）を援用した数 µm サイズの超小型試験ยを࠾取
し微視的界面強度評価技術を開発しています。また、実際の構造物の
界面強度を簡便評価するためにレーザーিܸ波を用いた巨視的な界
面強度評価技術の開発も進めています。
　これらのマルチスケールなアプローチにより微視的強度と巨視的
強度の関係を評価し破壊現象の統一的な理解、そして固相接合現象の
理解を目指します。

先進的な実験技術による固相接合現象の解明
　固相接合現象を理解するために最も重要なアプローチは、その新
しい界面を観察し、構造を知ることです。しかしながら、試料準උ
の困難さから、これまでは生成された界面をそのままで見ることが
困難でした。そこで本研究室ではオージェ電子分光分析装置内の
超高真空環境下で引張試験を行うというը期的な手法により、生成
された界面の本来の姿を観察することに成功しました。また、高速
で粒子がিಥし変形する素過程を再現し、より深く理解するための
িܸナノインデンテーション試験など新しい実験技術の確立にも
注力しています。

材料力学・材料ڧ度学のࢹ఺に立ͬたݻ૬઀合材料プロセスの実現
　コールドスプレー法に代表される溶融を伴わない粒子のিಥ積層、すなわち固相接合現象による新しい材料創成技術を中心に研究を進め
ています。この技術は従来の溶射技術などに代表される積層によるコーティング・表面改質を深化させ、そしてアディティブマニュファク
チャリングなど新しい材料プロセスへの応用が期待されています。
　固相接合現象を理解し技術としてさらに発展させるためには材料力学・材料強度学をはじめとする機械工学が取りѻってきた知ࣝと経験
が必要不可欠です。材料強度学は材料の強度信頼性をٞ論するための学術体系であることは言うまでもありませんが、材料がその姿や形を
変えることをٞ論する学問でもあります。材料の予期せ͵変形は破壊・損傷としてࠀ෰すべき問題となりますが、それをうまく活用し任意
の形状に制御することは材料プロセスであるとも言い換えられます。材料強度学でѻう破壊の本質はき裂の進展、すなわちき裂先端の新生
面の生成です。固相接合現象も本質的には非平衡な新生面の生成とそれらの接触による新しい界面の創成こそがその本質であり、実は材料
力学・材料強度学と同じものと考えることができます。このような視点に立ち、実学としての新しい材料プロセスの実現、そして学術とし
ての材料力学・材料強度学を発展させるべく研究を進めています。

http://www.rift.mech.tohoku.ac.jp/

エネルギー・環境材料強度信頼性科学研究部門
表面・界面制御強度信頼性科学研究分野

川 研究室ࢢ

機械システムコース
先端材料強度科学研究センター
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准教授
藤　一Ӭࠤ

低温成膜法によるフレキシブル全固体電池の創成
　現在の全固体電池はセラミックス材料が主な構成材料であり、成
膜には超高温（1000ˆ以上）の高温プロセスが必要である。信頼
性・耐久性を高めるために金属とセラミックスのϋイブリット電池
の創成を目指している。そこで、600ˆ以下の低温プロセスでセラ
ミックス膜を成膜し、曲げても壊れないը期的な電池を創成する手
法を開発している。

ひずみを活用したイオン・電子輸送現象制御
電気化学積層デバイスの界面近傍に発生するひずみに注目してイ

オン・電子輸送機構の解明ならびに制御を行っている。実験では、ひ
ずみ負荷環境中での電気化学特性評価ならびに価数、欠陥濃度、電子
構造等の評価を行い、数値計算では、分子動力学やୈ一原理計算を用
いたイオン・電子輸送現象の可視化に注力しており、全ての材料で適
用できれば性能と信頼性を兼Ͷඋえたデバイスが設計できる。

機能性酸化物の高靭性化へ向けた研究
　全固体電池は全て脆性特性を示すセラミックス材料が用いられ
ており、その長期信頼性が問題となっている。そこで、セラミック
ス材料でありながら環境に応じて機械的特性が変化する材料を探
索・評価している。特に、還元・酸化環境で変化する材料の機構を
解明することで電池以外の分野でも応用できる材料を見出す研究
を行っている。

その場観察手法と高度情報処理技術をซ用した
デバイスの信頼性評価
　信頼性・耐久性向上に向けて電気化学デバイスの劣化をその場で
評価する技術の開発が求められている。そこで、超音波やテラヘル
π波等のその場観察手法を用いて、得られたビックデータを観察し
ながらその場で解析する手法の開発に取り組んでいる。今後、高度
情報処理技術をซ用することにより、研究・開発。製造者への援用
や知ࣝデータベースの構築に役立てる。また、本手法は医療・経済・
人文をはじめとする多くの分野での活用が期待できる。

機ց・材料・電ؾԽ学・৘ใの༥合Ͱ実現する׬શݻ体ܕエネルギーม׵機器
　電気エネルギーを効率的かつ長期間安定的（10年以上）に製造し、貯蔵することはサステナブル社会の実現に向けて極めて重要な役割を
果たす。そこで、機能性酸化物をベースとした完全固体型の燃料電池やリチウムイオン電池等の2次電池開発に向けた以下の基ૅ・応用研
究を推進している。材料物性評価や設計ஈ֊において機械・電気化学相互作用効果を考慮した実験ならびに数値計算を行うことで、性能と
信頼性・耐久性を両立したデバイスを提案することが可能となる。また、非破壊評価手法と高度情報処理技術をซ用したデバイスの信頼性・
耐久性評価を行うことで、研究から開発への変ભ過程で増え続ける情報を解析・可視化し、研究・開発・製造者の援用を行う。

http://www.ecslab.rift.mech.tohoku.ac.jp/

エネルギー循環システム研究分野

藤ʢҰʣ 研究室ࠤ

機械システムデザインコース
先端材料強度科学研究センター
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バイオマス資源のサプライチェーン分析
　地域内外にො存するバイオマス資源、特に木質バイオマスを対象
とし、持続可能な資源利用を目的としたサプライチェーンを設計し
ます。バイオマス資源のെ࠾、ऩ集、輸送、貯蔵、加工の各工程を
考慮した施設配置と輸送経路を最適化する数理モデルを開発しま
す。また資源・エネルギー消費、廃غ物の排出、生産性、社会的条
件等の観点からサプライチェーンの持続可能性について分析を行
います。

リアルデータに基づくシステムダイナミクス分析と
モデリング
　エネルギーシステムとは非線形の振る舞いをみせる複雑なシス
テムです。このエネルギーシステムについてより深く理解し、最適
化されたシステムを提案するためエネルギーシステムの根底とな
るダイナミクスについて研究を行っています。実際のデータに対
して、信߸処理、データマイニング、機械学शなどのさまざまな分
析πールを適用することで分析を行います。

教　授
中田　ढ़彦

助　教
DelaHe Remi

エネルギー需給の地域分散とセクターカップリング
　エネルギー需給構造は、国内各地にて大きな偏在があります。燃
料供給では、ガスパイプラインの有無によってガス供給価格差は5
ഒに拡がり、需要ଆでは外気温度によって空調・給౬エネルギー消
費量に2ഒ以上の差があります。国内を均一にѻうのではなく、国
内各地域のエネルギー需給データを客観的に分析し、持続可能なエ
ネルギーシステム設計のために重要なエビデンスを整උします。

地域のエネルギー需給フローの可視化
　地域のエネルギー需給の現況を、エネルギーフロー図を作成して
明らかにします。過ڈから現在に至るフロー構成の変ભを可視化
して、現在のエネルギー需給構造の課題を明らかにします。化石燃
料への依存度、エネルギー利用効率、有効利用されていない排熱、
地域再生可能エネルギー資源の未活用量と質などを、៛密なデータ
分析に基づいて明らかにします。

࣋ଓ可能なエネルギーシステムの౷合デザインと分ੳ
　持続可能なエネルギーシステムを地域社会に実装することをめざします。過ڈから現在、未来に至る「時間軸」、地域社会のエネルギー需
給の特徴や偏在を明らかにする「空間軸」。この基軸に、エネルギー効率、CO2排出量等の「技術指標」と、脱炭素、๛かさ、経済性、セキュ
リティ、レジリエンス等の「価値指標」、さらにエネルギーシステムの「資源」「変換技術」「需要部門」のセクターカップリングを加えた、統
合最適化手法を開発して、地域社会に;さわしいエネルギーシステムをデザインします。

先端社会工学講座
エネルギー環境社会マネジメント分野

த田・υラーδュ 研究室

機械システムコース
技術社会システム専攻

www.e⒎.most.tohoku.ac.jp
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准教授
長ߐ　剛ࢤ

ਆށಓ࿏ネットϫーΫの଱਒化ઓུのྫ

Link with no bridge

Link with unbreakable bridges

Link with the efficient bridges

Link with the exposed bridges

Link with reinforced bridges

Figure 10: The optimal reduced ASR strategy

the fragility function for each type of transportation facility with and without disaster prevention.1

A few further remarks are in order: Firstly, the present method uses the (static) UE/ED traf-2

fic assignment model to calculate the transportation disutility. However, we have not examined3

whether or not such a static/equilibrium-based assignment is suitable for representing the actual4

traffic flows on a malfunctioning network after the earthquake. This emphasizes the importance5

and necessity of further analyses and modeling of post-disaster traffic flows. Secondly, it should6

be noted that the present method merely finds the optimal ASR strategy among the reduced alter-7

natives obtained by the most likely approximation and the all-or-nothing policy. This means that8

the accuracy and efficiency of the present method depend on those of these reduction techniques,9

for which rigorous analyses would be interesting future work. Finally and perhaps most impor-10

tantly, how reasonable the present method is inevitably depends on the accuracy of all the inputs,11

i.e. the fragility and location of each bridge, the seismic intensity distribution of each earthquake12

scenario and the transportation demand function for each O-D pair, all of which could vary. In13

other words, there might be no merit in discussing the details of some specific elements, without14

considering the balance of accuracy among all the parameters.15

26

ઋ୆ࢢのฏ೔ேのަ௨流量ͱີ度

費用対効果を考慮した道路ネットワークの耐਒化戦ུ
　大規模地਒などによる道路施設の面的な損傷は、一部のަ通集中
による混雑や集མのݽ立化などの社会的不便益を発生させます。こ
うした不便益は道路施設の耐਒化によって軽減できますが、その費
用の୲い手もまた社会に他なりません。そこで、本研究では、費用
対効果をצ案しながら「どの施設を耐਒化させるか」を具体的に決
定するための手法を、確率的最適化手法を用いて構築します。

ަ通流の工学的特性と動学的不確実性を考慮した 
リスクӶහ的な信߸制御手法
　道路のौ଺現象は、車両がダンゴになっている（密度の高い部分）が車列の中
を移動する「ૄ密波」に他なりません。近年のަ通工学の理論の進展により、信
߸ަ差点への車両の౸着パターンと赤信߸のタイミングに応じてこのૄ密波が
どのように道路۠間上を伝搬し஗れ時間がどの程度になるか、をかなり正確に
求められるようになりました。しかしその多くは確定的な࿮組にཹまっており、

「同じ信߸ަ差点で普ஈは5分で通過できるんだけど、時々 20分かかる」とい
うリスクを考慮できません。そこで、本研究では、車両の౸着が時々刻々不確
実に変動する状況で、こうしたリスクを考慮した信߸制御手法を開発します。

ビッグデータを活用した౎ݍࢢ道路ネットワークの 
巨視的状態の分析
　最近の情報技術の進展は、信߸や道路۠間単位のަ通量や所要時
間の高ස度（例えば5分おき）な観測・ऩ集・蓄積を可能にしました。
本研究では、こうした๲大な情報を、ある程度の広さを持つエリア
単位で集໿した「巨視的」な状態をந出・分析し、観光客やि຤ドラ
イバーのような౔地ؑに๡しい利用者にも理解しқい情報提供を
行なうための方法論を構築します。

効率的なモビリティ・シェアのためのメカニズム設計
　近年、多くの౎ࢢで৐用車や自転車などの移動手ஈ（モビリティ）
をシェアするサービスが導入されています。特に、あるポートから
आりた機材をผのポートへฦ却できる৐りࣺて型システムは一回
あたりの利用時間が短く、限られた機材の高効率に利用できます。
本研究では、ࢢ場メカニズムを活用することで、どのポートでもି
出数とฦ却数がバランスするような新しい運用方法を開発します。

࣋ଓ可能なࣾձのための次世代ަ௨システムとͦの؅ཧ・運用ํ๏の設計
　長ߐ研究室では、環境・経済・人間のいずれのଆ面においても持続可能で、自然災害などの低ස度・大規模なリスクにも、日々の所要時間
変動などの高ස度・小規模なリスクにも強く、信頼性の高いަ通と社会のあり方を探求します。そのために、ަ 通工学、金融工学、システム
制御理論、経済学、数理計ըといった様々な理論・手法を分野横断的に活用します。1）災害に強く信頼性の高いަ通ネットワークの実現 �
2）利用しやすく運用しやすいスマートな次世代 ެ共ަ通システムの提案 � 3）効率的なモビリティ・シェアリングのための利用価格・費用
分୲スキームの開発 � 4）知的なݸ人の集合体としての社会経済システムの動学分析 � 5）ަ通ビッグデータを活用したौ଺の時空間進展メ
カニズムの解明と制御 � 6）動学的不確実性下でのプロジェクトのマネジメントとࡒ຿価格評価

http://www.most.tohoku.ac.jp/ftss

先端社会工学講座
ަ通社会マネジメント分野

௕ߐ 研究室

機械システムコース
技術社会システム専攻

14 OPEN 2023

01_ᶵᲔࢩス࣒ࢸコース_反転_㈐[5-32].indd   14 2023/08/21   14:11:48



実環境下での電気化学的特性評価

耐久性・信頼性の向上新たなる発見・高性能化

実環境下での界面
エンジニアリング

イオン導電現象の解明

実環境下での機械的特性評価

明

材料の基礎データ収集

実際のSOFCシステムの
劣化機構の解明

高性能電気化学デバイスを用いた分散エネルギーシステム
の実現による環境負荷軽減

固体酸化物形燃料電池(SOFC)の
長期・高効率作動の実現

固体酸化物形燃料電池（SOFC）

実
エ

イ

固体イオニクス材料を用いた電気
化学デバイスの高性能化

エネルギーキャリア製造

固体イオニクス材料の創製

電気化学デバイスを用いた
エネルギーキャリア合成技術の確立
　ミライなどの燃料電池自動車の本格的実証運用が進む中、水素製
造技術および、水素輸送・貯蔵・供給のためのエネルギーキャリア
技術の重要性が高まっています。当研究室では、高効率が期待でき
る水蒸気電解による水素製造技術や、メタンなどのエネルギーキャ
リアの原料である合成ガスの高温電気化学合成技術の研究・開発を
推進しています。

固体イオニクス材料の導電・反応機構の解明と創製
　当研究室では、ある特定の異種イオン導電性電極材料の界面にお
いて、高い電極反応性がある事を発見しました。現在、この発見は
国際的に注目され、世界の研究機関がその機構解明および、実用電
極への応用が幅広く検討されています。このような固体イオニク
ス材料における新規導電・反応機構を解明するとともに、それらの
知見に基づいた材料創製を行っています。

SOFCの耐久性・信頼性の向上
　当研究室では、新エネルギー産業技術総合開発機構（NEDO）の

「固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発事業」に学内の複数
の研究室とともにࢀըして、SOFC の機械的な信頼性に関する総
合的な研究を行っています。ຽ間ا業、大学、国立研究機関などと
の共同研究を通じて、構成材料の基ૅデータのऩ集や SOFC シス
テムの劣化機構の解明、試験方法の開発を推進しています。

実環境計測に基づく高温電極の
界面領域エンジニアリング
　SOFC などの電気化学デバイスの高性能化には、電極反応をଅ
進するための電極界面の最適化が重要です。しかし、高温での複雑
な界面現象の素過程を把握することは、そのままではとても困難で
す。そこで当研究室では、高温において、固体イオニクス材料で生
じている現象を、実作動条件下、एしくはそれに近い環境下で測定
するための計測・評価手法を開発しています。

Խ学デバイスとイΦニクス材料ؾ೩料電池なͲの高効率電ܗԽ物ࢎ体ݻ
　固体酸化物形燃料電池（Solid OYide FVel Cell
 SOFC）は、他の燃料電池よりも高効率であり、排熱も利用しやすいため、熱と電気を供
給する高性能コジェネレーションシステムとして期待されています。すでにՈఉ用は昨年ळから実用化が࢝まっており、東日本大਒災以降、
エネルギーに対する社会的な意ࣝの変化もあり、今後、急速に普及することが予測されます。このような SOFC には、固体内をイオンが導
電する固体イオニクス材料が用いられており、SOFC の΄か、二次電池、センサーなど、環境負荷軽減のために重要な電気化学デバイスに
数多く応用されています。当研究室では、SOFC および、固体イオニクス材料の基盤研究を推進し、材料内部および、表面・界面で生じて
いる現象を解明することで、より高性能な電気化学デバイスの実現を目指しています。

教　授
川田　達也

准教授（環境科学研究科）
ീ代　圭࢘

助教（環境科学研究科）
BVdiman RiZan

ADImad

助　教
山口　実ಸ

http://www.ee.mech.tohoku.ac.jp/

エネルギー資源学講座
分散エネルギーシステム学分野

川田・山口ʢ実ʣ 研究室

機械システムコース
環境科学研究科 先進社会環境学専攻
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教　授
高ಸ　लڡ

イオンӷ体੩電෾ໄによるೋࢎ化୸素分཭・ٵऩの高性能化

セルϩース୯ણҡ創製用電場ҹ加ܕフϩーチャネルͱ഑޲度計測のための光学系

ナノύルス༠電体バリア์電ʢ%#%ʣによる生成ラδΧルೱ度場およびプラζマணՐଅ進ޮՌ

ナノ秒パルス放電による内燃機関での着火ଅ進
　ナノ秒パルス放電などにより生成される非平衡プラズマは、プラ
ズマ中における高エネルギー電子のিಥによりラジカルなどの反
応性化学種を低温で高効率に生成することができることから、燃焼
ଅ進や排ガスড়化など幅広く用いられています。本研究室では、特
にプラズマ燃焼ଅ進のための基ૅ研究として、高温・高圧下におけ
る空気－メタン混合プラズマ流に関して反応流動モデリングを構
築し、数値シミュレーションによりナノ時間スケールでの活性種生
成特性やストリーマ進展過程を明らかにするとともに活性種の寿
命評価を行っています。

自然エネルギー高度利用を目指した 
電࣓制御装置の開発と高性能化
　本研究では、余৒෩力からのエネルギー回ऩによる෩力エネル
ギーのさらなる高度利用を目指し、電࣓相互作用により液体金属
中に生じるローレンπ力を活用した軸回転トルク制御機構を新規
に開発し、その性能特性を評価しています。本装置を෩車軸に直結
することにより、余৒෩力エネルギーを電気エネルギーに変換しつ
つ、軸回転数もしくは軸トルクを一定に保つことが可能となりま
す。

イΦンӷ体を活用した先進エネルギー・ڥ؀分໺への応用ల開
　イオン液体は液体でありながら、陽イオンとӄイオンのみで構成される液体で、「水」、「油」に続くୈ3の液体と呼ばれています。また、
融点が低く、常温で「Ԙ」として存在することから「常温溶融Ԙ」とも呼ばれています。イオン液体は、蒸気圧が極めて低いことや高い電気
伝導性を有していることなどから、電解質や反応溶媒、アクチュエータとして応用されてきました。本研究室では、イオン液体の新たな応
用として、電気二重層現象を活用した電気二重層キャパシタや宇宙推進機などの先進エネルギーデバイスの開発、さらには、イオン液体静
電෾ໄを利用した高性能二酸化炭素分離・吸ऩシステムの構築を数値シミュレーションと実験の両面から目指しています。

ナノ繊維静電配向制御によるֵ新的セルロース新素材創製プロセス
　近年、木材繊維を化学的、機械的にナノサイズにまで解き΄ぐしたセルロースナノファイバー（CNF）というバイオマス素材が世界的に
注目を集めています。CNF は30-40本のセルロース分子が水素結合によってଋとなった幅数十 nm、長さ数 µm の高アスペクト比を有
する高結晶性微細繊維であり、軽量、および高強度、低熱๲張などの優れた物理的特性を有しています。このようなセルロース本来の優れ
た特性を得るためには、CNF の繊維配向を制御し、一方向にଗえることが必要不可欠であることが明らかとなっています。本研究では、
CNF の繊維配向を制御する方法として、静電場を利用した CNF 静電流動配向法を新規に提案し、高強度のセルロース単繊維創製を目指し
ています。

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/takana/japanese.html

協力講座
電࣓機能流動研究分野

高ಸ 研究室

機械システムコース
流体科学研究所

˞খݪ୓ڭत݉຿
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准教授
鈴木　ҍಸ 協力講座

自然構造デザイン研究分野

3Dプリンタやマイクロ流路を活用した流動実験
　構造を制御することのできる3D プリンタやマイクロ流路を用い
て流動実験を行うことによって、複雑な構造内の流動現象の見える
化し、水や熱の流れ、化学反応を伴う流れなど、様々な現象の新し
いモデルの開発を行なっています。特に、小さな粒子を用いて地下
から新しい情報をऩ集する粒子トレーサーの開発を行うことで、新
しい地下構造推定技術の提案を目指します。

社会の中の対࿩と合意形成支援
　地域資源の利活用などの様々な人たちが関わる開発の設計プロ
セスにおいて、開発者の計ըをどれだけ論理的に࿩しても、地域ॅ
ຽに受け入れられないことがあります。本研究では、開発の設計プ
ロセスにおいて、お互いの価値観の内省や相互理解を支援するプロ
グラムを開発することで、ԁ滑な対࿩の場の形成、意ࢥ決定、合意
形成のଅ進を目指します。

地熱エネルギーを持続的に利用するための設計
　地熱開発の設計に用いられてきた数値モデルは、これまで人が経
験に頼り、長い時間をかけながら試行ࡨ誤構築してきました。こ
れまでの手法を自動化させるために、機械学श・深層学शによって
計測データから地下を推定する解析プログラムを作成しています。
業と連携することで、実フィールドへの応用展開をおこなっていا
ます。

数学を活かした複雑な構造-流れの記述の探求
　複雑な構造は流れを支配しますが、複雑なものを複雑なままに表
そうとしても限界があります。本研究では、応用数学を活かして、
複雑な構造と流れとの関係の新たな表現方法を探っています。応
用数学分野の専門Ոとともに、ؠ石構造だけでなく、固体燃料電池
や骨の中の流れなど他分野へ応用展開しています。

਺ཧ・৘ใՊ学を活かした஍熱ݯࢿ利用と஍Ҭڞ創デザイン
　持続的な社会にするために、自然を理解すること、人間が自然と共に生きるシステムを設計することが、私たちの研究分野の目標です。
७国産エネルギーである地熱エネルギーを活かすためには、自然の構造と流れとの関係を理解しながら、環境調和型の持続的なシステムの
設計が必要です。本研究では、数理・情報科学を活かし、計測したデータに基づきながら、自然のシステムを推定・予測、そして、最適に設
計することを目指します。また、新しい科学技術を社会の中でどのように活かしていくべきか、環境調和型の社会とはそもそもどのような
社会にするべきなのか、社会の中の意ࢥ決定にも着目しながら、多様なഎܠの人々がいる地域の中から、共に価値を生み出すための地域共
創デザインを目指しています。

https://www.desfelab.com/

鈴木ʢҍʣ 研究室

機械システムコース
流体科学研究所
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教　授
小ٶ　ರ樹

助　教
ਆ田　༤و

超ྟ界流体中における熱・物質輸送現象の可視化
　超ྟ界流体を用いた高効率低環境負荷のԚછ౔৕改質手法の実
現を目指し、超ྟ界流体中における特異な熱・物質移動現象の理解
に向けた研究を行っています。本研究では独自の光干渉計や数値
計算を用いて有機物の超ྟ界二酸化炭素中への溶解現象を評価し
ています。本研究が提案するԚછ౔৕改質技術の確立は、国連の目
標としている SDGs にも大きく寄与するものになります。

流れによる熱・物質輸送の評価
　サブミクロンオーダーの熱・物質輸送現象を可視化する技術をと
同じ原理を使って、比較的大きな熱・物質輸送現象である自然対流
のཚ流ભ移現象や一様流中に形成される温度境界層・濃度境界層を
観察し、伝熱ଅ進・制御に向けた研究を進めています。流れのભ移
を観察するため大型干渉計を製作し、温度場濃度場を高精度測定す
ることで、移流による熱・物質伝達機構の解明を目指しています。

気液界面で生じる熱・物質輸送現象の計測・評価
　気液界面での液相への二酸化炭素吸ऩ現象を干渉計でリアルタ
イム可視化し、二酸化炭素吸ऩଅ進および分離技術の確立に向けた
実験的研究を行っています。また、表面張力の温度依存性により生
じるマランゴニ対流（表面張力流）の流動様相および振動流ભ移メ
カニズムに関する研究を、+AXA との共同研究のもと進めていま
す。「気液界面」をキーワードとした研究です。

生体内環境におけるタンパク質の物質輸送特性
　生体内などの複雑環境下におけるタンパク質の物質輸送現象の
研究を行っています。本研究室では、独自に開発した位相シフト干
渉計を用いて微小領域の濃度場を高精度計測することにより、生体
内環境および生体膜がタンパク質の物質輸送現象にどのような影
響を及ぼすか、また制御は可能かという点に着目し研究していま
す。フランスの INSA-LZon との共同研究として進めています。

光をͯͬ࢖ɺミクロな世界の熱・物質༌ૹ現象を؍るɺ制御する
　通常は直接目で観ることのできない熱・物質移動現象をレーザー光を使って l 可視化 z し、生体内や高温・高圧環境といった極限環境下
における熱・物質輸送現象を研究しています。光の干渉を利用した干渉法と呼ばれる技術を用いて、サブミクロン領域で起こる輸送現象を
高精度に可視化できるシステムを開発しています。位相シフト技術を導入することで、信頼性の高い可視化技術を確立し、気液界面でのガ
ス吸ऩ過程やタンパク質の非定常拡散場、または෸ಅ・ڽ縮などの相変化現象といった熱・物質輸送現象を可視化しています。ซせて、自
然対流や強制対流による熱・物質輸送現象のଅ進・制御も、この高精度可視化システムを使ってチャレンジしています。これら光を使った
技術で、複雑系物質輸送過程を定量的に評価し、さらにはそれら輸送現象を能動的に制御する技術開発を進めています。

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/_komiya/

協力講座
伝熱制御研究分野

小ٶ・ਆ田 研究室

機械システムコース
流体科学研究所
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教　授
ҏլ　由Ղ

C  JAXA

© JAXA

高速ؾӷೋ૬流動現象の解໌ͱ先進流体機ցシステム΁のԠ用

水素キャビテーション内部温度の高精度計測
キャビテーションの熱力学的抑制効果の発現の程度は、蒸発潜熱

によるキャビティ内部の温度低下と熱伝達による温度回෮の差し引
きで決まるため、抑制効果の解明と利用のためにはキャビティ内部
温度の計測が鍵となります。そこで、ロケット推進剤である液体水
素に発生するキャビテーションに対して、1��3年 NASA 以来、世
界で2例目の温度計測に、Ԭౡ研究室と共同で挑戦しています。

キャビテーション数値解析モデルの高度化と 
スーパーコンピューテイング
　キャビテーションの数値解析の分野では、これまでにいくつかの
モデルや解析手法が開発され、最近ではそれらを実装した汎用ソフ
トウェアも手に入るようになっています。しかし、単७な単独ཌྷま
わりの流れであっても、特に高迎角のભ移キャビテーション状態で
は、時間平均༲力すら予測できないのが現状です。そこで本研究室
では、キャビテーション数値解析モデルの改良に取り組んでいます。

高温水キャビテーションの熱力学的抑制効果の解明
　ロケットの推進剤である液体水素、酸素で発生するキャビテー
ションでは、蒸発潜熱による温度低下の影響で、その体積が抑制さ
れることが知られていますが、ロケットポンプの設計ஈ֊で抑制効
果の発現の程度を予測することは困難となっています。そこで、推
進剤と同程度の抑制効果を有するとされている高温水で実験を行
い、キャビテーションの熱力学的抑制効果の解明を試みています。

気体性キャビテーションの発生メカニズムの解明
ロケットポンプの開発では、安全のため、水ˠ液体஠素ˠ推進剤の

ॱに作動流体を変えて試験を行います。ここで、水は、液体஠素や推
進剤には含まれない溶存気体を多く含み、通常の蒸発による蒸気性
キャビテーションだけでなく、溶存気体の析出による気体性キャビ
テーションも発生します。その発生と流れ場の流動ܹࢗとの関係を
解明するため、作動油を用いた析出実験を行っています。

ӷ体ロケοトλーϘポンプに発ੜするΩϟϏテーションෆ҆ఆ現象の཈制ख๏の開発
　液体ロケットエンジンのターボポンプ入口にあるインデューサと呼ばれる軸流Ӌ根車では、キャビテーション不安定現象と呼ばれる振動
現象が発生することがあります。これは、キャビテーションサージや旋回キャビテーションと呼ばれ、推進剤流量の຺動や、回転非同期の
軸振動、ポンプ性能の低下を引き起こし、さらには実際に重大事故の原因となった例も報ࠂされています。特に超同期旋回キャビテーショ
ンは、通常のポンプで発生する旋回不安定とは逆向きに伝೻するロケットポンプ特有の不安定現象で、発生メカニズムが解明されておらず
大変興味深い現象です。本研究室では、このキャビテーション不安定現象の発生予測、抑制・制御手法の開発、ભ移メカニズムの解明などを、
+AXA 角田宇宙センターでのインデューサ実験および流体科学研究所でのスーパーコンピューティングを通じて行っています。

機械システムコース
流体科学研究所

協力講座
先進流体機械システム研究分野

ҏլ 研究室

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/cfs/
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准教授
Ԭౡ　३೭介

૬มԽを൐うࠞ૬熱流動現象の解明とྫྷ٫への応用
　෸ಅ・ڽ縮やキャビテーションといった相変化を伴う気液二相流は身の回りから様々な産業においてよく見られる現象であり、電気自動
車の電力制御システム・スーパーコンピュータ・高速通信デバイスの冷却や液化天然ガス・液体水素の大容量輸送システムにおいて重要で
す。特に熱輸送の観点では、相変化の潜熱を活用することで高い冷却効果を得ることが期待されています。本研究室では、熱輸送の根幹と
なる固体壁面での相変化を伴うೞれ現象や、気液界面での熱・物質輸送と流れ場の相互作用のモデル化を推進することで、数値シミュレー
ションによる෸ಅ・ڽ縮現象の理解を進め、次世代の高性能冷却機構の実現を目指すとともに、相変化熱輸送現象を用いた熱流体機器の高
性能・高機能化に理論・数値解析を基盤として貢献します。

固気液接触領域の蒸発モデルと 
෸ಅのシミュレーション
　෸ಅ現象では固体壁面上の蒸発を伴うೞれ現象が巨視的な熱流
動場に大きな影響を与えますが、このマルチスケール性を適切にモ
デル化した数値シミュレーションは未だ発展途上です。微細管内
の蒸気気๐๲張による液膜形成や流れ場中の単一気๐の෸ಅのシ
ミュレーションを通じて、固気液接触領域の蒸発現象のモデル化を
進め、෸ಅ現象の大規模数値計算の実現を目指します。

高速流動場における相変化流れの熱流体特性の研究
　流体内で気液相変化が生じる際、駆動力の違いから෸ಅとキャビ
テーションが分類されます。しかし、加熱物体まわりの流れ場では
両者の۠ผは困難です。加熱物体まわりのキャビテーションおよ
び高速サブクール෸ಅの研究を通じて、両者の統一的理解を目指し
ています。また、ҏլ研究室と共同で、水素システムでの熱力学的
抑制効果活用のため、液体水素キャビテーションの内部温度計測に
挑戦しております。

液体水素෸ಅ現象における熱伝達機構の解明
　カーボンニュートラル燃料の一つである液体水素の大量利用に
むけて、貯蔵・輸送・利用の各ஈにおける水素の気液二相流の理解
と制御が求められています。しかし、二相流発生のきっかけとなる
水素の֩෸ಅ、特にその可視化は実験例が΄とんどありません。本
研究では、+AXA と共同で本現象の実験的解明を目指すとともに、
数値シミュレーションによる熱伝達機構の理解を目指しています。

次世代パワー半導体デバイス冷却のための 
高熱流ଋ冷却システム
　SiC、GaN、Ga2O3などの次世代パワー半導体を用いたパワー
デバイスは小型化・高性能化が期待できる一方で、発熱密度が非常
に高く、高性能な冷却システムが求められています。金属多孔質体
を利用し、熱と流体の流動方向を制御したトップヒート型冷却構造
体の研究を通じ、冷却デバイスの高性能化を目指しております。

機械システムコース
流体科学研究所

Ԭౡ 研究室

協力講座
先進流体機械システム研究分野
http://www.ifs.tohoku.ac.jp/cfs/
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教　授
ؙ田　܆

助　教
৿Ҫ　༤ඈ

反応性数値流体解析を用いた基ૅ研究
　化学反応に対する高速積分法である MAC,S を開発することで、
反応性数値流体解析における解析負荷を大幅に低減することに成
功しました。新規開発した MAC,S を利用することで、ガソリン・
エンジン高効率化の最大્害要因として知られるノッキングの定
量予測に世界でॳめて成功しました。現在、DNS によって得られ
たৄ細な情報をもとに、ノッキングの抑制に向けた研究を進めてい
ます。また、反応性数値流体解析の解析負荷の低減に向けたより高
速な計算手法を開発する研究も進めています。

高温酸素燃焼技術の研究開発
　工業炉のためのֵ新燃焼技術として世界的に普及しつつある高
温空気燃焼は、排熱回ऩにより空気を予熱（�00ˆ以上）する燃焼
技術で、2000年代に技術が確立されました。工業炉において従来
燃焼法に比べ໿3割の省エネ、低 NOY 化、静音化を同時達成して
います。本研究室ではこれをさらに改良するため、排熱回ऩに加え
て空気の代わりに७酸素と再循環燃焼ガスを用いる「高温酸素燃焼
技術」の研究開発を実施、さらに効率2割上ঢの可能性、NOY 排出
10QQm 以下、CO2回ऩとの高い親和性を実現しました。現在、実
用化に向けた産学連携研究により用途探索や FS を行っています。

燃焼限界の統一理論構築に向けた
国際宇宙ステーションにおける燃焼の宇宙実験
　高効率燃焼機器の開発に不可欠な、燃焼限界に関する統一理論の
構築を目指しています。宇宙（� 微小重力場）で実験を行うことで、
通常重力場では極めて困難な燃焼限界の支配因子の解明が可能とな
ります。本研究は国際宇宙ステーションでの宇宙実験テーマにબ定
されており2024年度の宇宙実験を目指して準උを進めています。
先行して行った航空機のパラボリックフライトによる予උ実験と数
値的手法による解析を通じて、宇宙実験への準උを進めています。

超希薄条件下での着火・火Ԍ伝೻の基ૅ研究
　自動車エンジンの熱効率の向上に向けた燃料希薄条件における
着火の研究を実施しています。燃料希薄条件は利点が多いのです
が、実用条件では高ཚ流場で着火させる必要があり、高ཚ流場では
着火から火Ԍ伝೻へのભ移が困難であることが知られています。
そこで、ֵ 新的な着火技術として、ナノ秒パルス放電プラズマの利
用に着目し、高ཚ流条件下における着火を実験を用いて研究をして
います。また、プラズマ現象はॠ間的かつڱい空間で起きる現象で
あるҝ、数値解析を用いた研究も実施しています。

マイクロ೩মɹʵマイクロίンバスλからマイクロフローリアクλへʵ
スイスロールバーナを用いてప底的に熱循環を行うことにより、微小スケール下で安定な燃焼を実現するマイクロコンバスタの開発に成功

しました。電気ヒータ並みの温度制御性と、電気ヒータの2ഒを越える省エネルギー性能とを兼උしています。燃焼器の小型化は一ԁۄと同サ
イズのものまで、また工業加熱用途では、৯品焼成炉の効率を50� 改善する技術として実用化を目લにしています。さらにスイスロールバー
ナの基ૅ研究として開࢝した定常温度勾配を有する微小径リアクタを応用することで、あらゆる気体・液体燃料の着火・燃焼特性の特定が可能
となりました。ৄ細化学反応過程の検証・改良、燃料の反応性評価やすす生成特性評価へも展開を図っています。リアクタ装置は計測機器とし
て実用化され、自動車会社の研究開発部門へ導入実੷があります。新概念燃焼法や新規燃料の開発においても貢献できると考えています。

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/enerdyn/

協力講座
エネルギー動態研究分野

ؙ田・৿Ҫ 研究室

機械システムコース
流体科学研究所

ཚ流ணՐݧࢼ૷ஔ ఆ༰༰ثノッキング࣮ݧに対͢る௚઀਺஋計ࢉマイΫϩίンバスλͱマイΫϩフϩーリアΫλ
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准教授
中村　寿

ディーゼル
ジェット燃料

化石燃料

環境・防災

窒素酸化物（NOx）
粒子状物質（PM）
バッテリー電解液
塩化物

さまざまな燃料・化学物質の反応素過程の解明
高効率・低エミッション燃焼技術の創出
エネルギー機器の発火抑制

カーボンフリー燃料

バイオ燃料
ヒドラジン
過酸化水素

水素
アンモニア

天然ガス
LPガス
ガソリン

೩মԽ学にجづく高効率・低エミοション೩ম技術の創ग़とエネルギー機器の発Ր཈制
燃焼によるエネルギー利用は、良޷な負荷変動特性と大きさ・重量あたりの出力が高いという特徴から、社会のあらゆるとこΖで利用されていま

す。一方で、CO2・NOY・PM 等のエミッションを極限まで低下させることが喫緊の課題です。解決法として、従来は燃焼利用できないと考えられ
ていた燃料や極限条件（超希薄、超過濃等）が考えられています。このような新燃料・新条件に適合する燃焼器の設計開発には、反応素過程の知見が
必要不可欠です。本研究グループでは、反応過程の分離・可視化ができる独自のマイクロリアクタを利用し、反応素過程の解明とモデル化を進めて
います。また、発火抑制を目的としてバッテリー電解液等の燃焼反応も調べています。このように、燃焼化学反応に関する基ૅ研究を中֩に、新し
い燃焼技術の創出と安全なエネルギー利用を目指して研究を進めています。ʻ中村研究室はؙ田・৿Ҫ研究室と一体運Ӧしております。ʼ

天然ガス・バイオ燃料のPM生成予測
　CO2排出が小さい天然ガス・バイオ燃料の利用が拡大しています
が、PM 生成が熱効率の上限を཯速することがあります。天然ガス・
バイオ燃料は、それͧれ水素・酸素原子の含有率が高いことから、
PM を生成しにくいというのが定આでしたが、条件によってはこの
定આが成立しないことを明らかにしました。このৄ細メカニズム
を解明するために、PM 生成のॳ期ஈ֊であるલ駆体生成過程を
調べています。

バッテリー電解液の反応性評価
　リチウムイオン電池をはじめとしたバッテリーの高出力化・高密
度化および利用拡大に伴い、バッテリーの発火防止が重要な技術課
題になっています。多くのバッテリー電解液には有機溶媒が使用
されていることから、その着火限界メカニズムを解明し、予測モデ
ル構築を進めています。また、「燃えない」とশされる電解液も、試
験方法に依存することがあり、燃焼学的知見から反応性評価を進め
ています。

シリンダ内改質・ガスディーゼルエンジンの研究開発
　トラック・ધഫなどの大型ディーゼルは、高効率・高出力という
特徴をさらに৳ばしつつ、NOY・PM 排出の大幅削減が求められ
ています。これを実現する新しいエンジンとして、シリンダ内改質
ガスディーゼルを研究開発しています。本エンジンでは、従来にな
い超過濃条件・改質ガス組成の燃焼反応を利用するため、反応解析
およびモデル化により、開発中の課題解決とエンジン性能の予測を
進めています。

アンモニア燃焼－஠素と水だけが排出される究極の低環境負荷燃焼
　アンモニアは、再生可能エネルギーから製造可能、優れた貯蔵・
輸送性、エネルギー利用時に CO2無排出、という特徴からক来の
エネルギーキャリアとして有望視されています。一方で、炭化水素
より燃えにくく、燃料中の஠素原子由来の NOY 生成があるため、
高効率・低 NOY 燃焼の実現には基ૅ的知見に基づいた新しい燃焼
器が必要です。この設計開発のために、アンモニアの反応素過程を
調べ、モデル構築と検証を進めています。

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/enerdyn/index.htm

協力講座
エネルギー動態研究分野

த村ʢणʣ 研究室

機械システムコース
流体科学研究所
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助　教
෢田　ᠳ

教　授
内一　఩哉

ϩケットΤンδンϞッΫアップの非ഁյݧࢼ $'31に対͢る非ഁյࠪݕͱ$'31にお る͚ミスアライϝント層のநग़

水素脆化の研究およびオンラインモニタリングへの適用
近年、従来の化石燃料に代わる新しいエネルギーキャリアとして

水素は注目を集めていますが、その普及への障害として関連機器の水
素脆化の問題があります。我々は、未解明の部分の多い水素脆化に対
し、Ӕ電流試験法を用いて材料組織変化（相変態）のモニタリングに
取り組んでおり、水素脆化のメカニズム解明に貢献したいと考えてい
ます。

電࣓非破壊評価を用いたロケットエンジン燃焼室の劣
化・損傷評価
　ロケットエンジンの信頼性はロケット自体の信頼性をࠨӈする
と言われています。我々は近年注目を集めている再利用可能ロケッ
トを対象とし、ロケットエンジン燃焼室に用いられるಔ合金の損傷
と劣化に関する研究を行っています。これら損傷や劣化をӔ電流
試験法を用いて定量的に評価することで、ロケットエンジンの高信
頼化に貢献したいと考えています。

次世代༌ૹシステムɺエネルギープラントの高信頼Խを໨ࢦしͯ
　次世代輸送システムやエネルギープラントにおいては、流動が誘起する構造材料の劣化・損傷を合理的に管理することが重要です。本研
究分野では、これらのシステムの高信頼化に資するセンシングおよびモニタリングに関する研究を行っています。電࣓非破壊評価法による
材料の劣化・損傷や材料組織変化の評価法の開発を行い、これらをオンラインモニタリングに適用することを目指しています。また、多様
なセンサの融合による高信頼化センシングと逆問題的アプローチに関する研究を行っています。ߋにこれらの研究をより効果的に行うた
め、材料科学分野やデータサイエンス分野の研究者と連携して研究を行っています。

࣓気特性に着目した鉄鋼材料の材質から劣化までの評価
　大規模プラントや輸送システムの保全の高度化のためには、き裂
や減೑などの損傷の検出だけでなく損傷が発生するલに材料の劣
化を診断する技術の確立が求められています。材料の劣化に伴う
様々な࣓気特性の変化に着目し、クリープによるき裂が顕在化する
લの析出物挙動と結晶の回෮の非破壊評価、オーステナイト系ステ
ンレス鋼やニッケル基合金のӶහ化評価などの研究を行っていま
す。

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）の非破壊評価
　先進複合材料として航空機などでも使用されている CFRP の安
全性と信頼性を保証するための診断技術の開発を行っています。
CFRP に生じる欠陥のうち、炭素繊維に生じる欠陥は電࣓非破壊
評価法により検出することが可能です。特に、繊維ミスアライメン
トや繊維破断をӔ電流試験によって評価するためのプローブと信
߸処理法の検討を行っています。

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/msel/

協力講座
流動・材料システム評価研究分野

಺Ұ・෢田 研究室

機械システムコース
流体科学研究所
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教　授
Ӎᖒ　࢙ߒ

助　教
木村　༐太

固体イオニクスに立٭した 
新規なエネルギー変換／環境材料の開発
　固体イオニクス材料では、空孔や格子間イオンなど、z 欠陥 z が
イオン伝導の発現に重要な役割を果たします。我々は、各種固体に
おける欠陥形成およびイオン伝導の機構を、電気化学、熱分析、分
光計測、計算化学などの手法を駆使することで明らかにしていま
す。また、これらの知見を基盤とし、さらに高性能な固体イオニク
スデバイスを実現し得る新規高機能性材料の開発も行っています。

外場による固体イオニクス現象の変調と 
その工学的応用
　固体におけるイオン伝導や反応は、機械的応力のҹ加など、さま
ざまな外場によって変調します。この変調現象を理解することは、
固体イオニクスデバイスの性能や信頼性・耐久性を正しく把握する
上で重要です。それだけでなく、異種材料界面における特異な応力、
化学状態を利用した高機能界面の設計など、これまでにない新規概
念に基づく材料、デバイス開発に繋がる可能性をൿめています。

固体イオニクスデバイス評価のための
高度解析技術の確立
　固体イオニクスデバイスの多くは、高温、特घガス中など、特घ
な環境下で動作します。我々は、大型放射光施設（SPrinH-�など）
での X 線吸ऩ分光法を࢝めとする各種分析手法を適用することに
より、特घ環境下、反応進行時の電極／電解質の化学状態、電子状
態などをその場（オペランド）計測できる高度技術を開発し、それ
らを用いてイオン輸送や反応の機構解明に成功しています。

燃料電池・蓄電池における 
イオン輸送・反応メカニズムの解明と高機能界面設計
　燃料電池や蓄電池に代表される、固体イオニクス材料を用いたエ
ネルギー変換デバイスでは、電極／電解質界面で起こるイオン・電
子輸送および電極反応を効率的に行わせることが、デバイスのඈ༂
的な性能向上に繋がります。我々は、モデル電極／電解質界面を用
いてこれらのメカニズムを明らかにすることで、高機能界面を構築
するための設計指針を確立することを目指しています。

ී・デバイスの実現׵エネルギーมܕௐ࿨ڥ体イΦニクス材料を用いた؀ݻ に向͚ͯٴ
　固体でありながらその中をイオンが高速で動くことのできる材料は l 固体イオニクス材料 z と呼ばれます。固体イオニクス材料は、高効
率で、使用可能燃料が多様な電力源として期待される固体酸化物形燃料電池（Solid OYide FVel Cell
 SOFC）、電気自動車・携ଳ機器用電
源や再生可能エネルギーの電力平準化用蓄電池として期待される Li イオン電池（LitIiVm Ion BatterZ
 LIB）など、環境調和型エネルギー
変換デバイスを࢝めとする様々なデバイスに応用されています。我々の研究室では、燃料電池、蓄電池をメインターゲットに、固体イオニ
クス材料・デバイスの高性能化、高耐久性化を目指し、固体におけるイオン輸送、電気化学反応、欠陥構造についての学理を探求すると共に、
それに基づく機能設計、材料・デバイス開発を行っています。

http://www.tagen.tohoku.ac.jp/labo/ame[awa/index�j.html

協力講座
固体イオニクス・デバイス研究分野

Ӎᖒ・木村 研究室

機械システムコース
多元物質科学研究所
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准教授
中村　崇࢘

しͯࢦஷଂ技術の革新を໨・׵づいたエネルギーมج体イΦニクスにݻ
　近年、SDGs の達成およびカーボンニュートラルの実現に向けて、再生可能エネルギーの利用や自動車の電動化が進められています。こ
うした技術の中֩を୲うのが、エネルギー変換・貯蔵技術になります。例えば燃料から高効率にエネルギーを取り出すことが可能な燃料電
池、出力が不安定な自然エネルギーを貯蔵・平準化するための蓄電池などがあげられます。イオン伝導性を有した無機固体材料は、二次電
池や燃料電池、電解セルなどの高効率エネルギー変換・貯蔵デバイスに多用されています。我々の研究室では、固体中のイオン伝導現象を
ѻう学問である l 固体イオニクス z に基づいて、欠陥構造、イオン輸送現象、電気化学反応の理解を深め、機能性材料創製からエネルギーデ
バイス開発まで幅広く研究に取り組んでいます。

次世代型蓄電池用材料における酸素脱離現象の解明
　蓄電池では酸化物を母材とした材料が幅広く利用されています
が、酸化物の結晶から酸素が脱離すると、電池の๲張や異常発熱を
引き起こすため、酸素脱離の抑制は重要な課題であると言えます。
我々は、欠陥化学に基づいた手法によって酸素脱離現象を解明する
ことで、優れた電池特性と高い安全性を両立する次世代型蓄電池の
開発を目指しています。

酸素欠陥を利用した高度蓄電材料の開発
　酸化物をベースとした蓄電池材料では酸素欠陥（酸素空孔）を意
図的に導入することで、その電池特性を高めることが可能です。
我々は酸化物イオン伝導体により構成される電気化学リアクター
を独自に開発し、リチウムイオン電池正極材料に対して、従来法で
は不可能だった高濃度の酸素欠陥を導入し、ॆ 放電時の耐久性をඈ
༂的に高めることに成功しています。

欠陥制御技術の開発と新規機能性材料の開拓
　固体イオニクス材料では、材料中の l 欠陥 z が機能発現に深くか
かわっています。欠陥を自由自在に制御することができれば、従来
不可能だった領域にまで材料探索の幅を広げることが可能になり、
これまでになかったֵ新的なエネルギー材料を創出できるように
なることが期待されます。これを目標として、我々は欠陥の能動制
御が可能な電気化学リアクターの開発に取り組んでいます。

新規固体イオニクスデバイスの開発
　固体イオニクス材料では、空孔や格子間イオンなど、l 欠陥 z が
イオン伝導の発現に重要な役割を果たします。我々は、各種固体に
おける欠陥形成およびイオンがもたらす多様な機能について、電気
化学、熱分析、分光計測などの手法を駆使することで明らかにして
います。また、これらの知見を基盤とし、高性能かつ信頼性の高い
エネルギーデバイスの開発に取り組んでいます。

機械システムコース
多元物質科学研究所

த村ʢਸʣ 研究室

協力講座
固体イオニクス・デバイス研究分野
http://www2.tagen.tohoku.ac.jp/lab/ame[awa/html/index�j.html
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新機能材料の創成表面力学設計に基づいた材料強化およびその知的評価

教　授
祖山　均

助　教
久慈　千栄子

バイオミネラリゼーションに倣った高機能材料の創成
　バイオミネラリゼーションにより生み出される生体鉱物は軽量
かつ強靭であるが、その生成過程および機械的特性は亜解明されて
いない。生体鉱物は常温常圧で生産可能であることから新しい材
料モデルとして期待されており、バイオミネラリゼーションに倣っ
た高機能材料を製造できれば省資源・省エネルギー化に大きく貢献
できる。当分野では貝殻や甲殻類の外骨格の機械的特性を評価し
ている。

流動キャビテーションによる
セルロースナノファイバーの創成
　再生可能かつ持続可能な材料への需要の高まりから、セルロース
ナノファイバーが注目されており、生化学的改質、変換が困難な天
然セルロースを効率的にナノファイバー化する技術が求められて
いる。そこで当分野では、ベンチュリ管の絞り部でキャビテーショ
ンを発生させる流動キャビテーションを活用して、セルロース系バ
イオマスから効率的に製造するための研究を実施している。

サステイナブル表面改質による生体材料の高機能化
　高齢化社会を支える生体材料には高い信頼性が求められる。特
に脊椎固定器具はロッドと固定器具の間に生じるフレッティング
疲労が問題となっており、その耐性の改善が喫緊の課題である。そ
こで当研究室では、サステイナブル表面改質により脊椎固定用イン
プラントロッド表面層に高機能層を創成し、フレッティング疲労に
対する耐性を劇的に改善する研究を行っている。

CWレーザを用いた酸化鉄の3次元積層造形
　火星や月での構造物・機器の製造を目的として、酸化鉄を用いた
レーザ溶融型3次 元積層造形について、NASA ジョンソン宇宙セ
ンターと共同研究を行っている。これまでに、酸化鉄を原材料とし
て CW レー ザを用いて3次元積層造形が可能であることと、レー
ザ溶融による3次 元積層造形時に、ヘマタイトがマグネタイトに
還元して酸素を得られることを明らかにしている。

表面力学設計による機器・構造物の信頼性向上
　低環境負荷かつ安全・安心な社会の構築のため、当該分野において開発したキャビテーションテクノロジーに基づいたサステイナブル表
面改質を用いた表面力学設計により機器・構造物に高機能表面層を付与し、疲労寿命の改善や水素脆化の抑止を目的として研究を行ってい
る。表面層は力学的、化学的に苛酷な環境に曝されているため、表面力学設計により材料特性を大きく向上できる。昨今問題となっている
橋梁などのインフラ構造物の老朽化に対する保全技術として適用できる一方、自動車などの移動体の構成材料を強化することで軽量化に繋
がる。また、環境負荷低減を目途とした水素社会実現において水素を使用する際に懸念される水素脆化が障壁となっているが、サステイナ
ブル表面改質によって表面層の耐水素脆化性を向上でき、構造材料に対して水素脆化抑止効果を付与することができる。

http://www.mm.mech.tohoku.ac.jp/

材料メカニクス講座
知的計測評価学分野

祖山・久慈 研究室

ファインメカニクスコース
ファインメカニクス専攻
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熱可塑性高分子材料の力学非対称性・異方性評価超微細粒金属材料の微視構造を考慮した力学挙動の予測

准教授
青柳　吉輝

微細組織から力学挙動を予測する
実践的CAEシステムの創成
　構造解析用 CAE に使用する降伏関数を数値解析的に予測しま
す。その際に、実験観察・測定から得られる材料の微視構造の情報
に基づいて変形挙動を記述する実験的マルチスケールメカニクス
を用います。汎用の構造解析用ソフトウェアに求めた降伏関数を
組み込むことによって、CAE による材料設計から開発、実用まで
の一連のプロセスをシームレスにつなぐことを目的としています。

熱可塑性複合材料におけるトランスクリスタルの影響
　結晶性高分子材料を母材とする熱可塑性複合材料においては、強
化繊維のまわりにトランスクリスタル（TC）と呼ばれる結晶組織が
形成されます。本研究では、成形時の熱条件および強化繊維の材質
を変えて、異なる組織の TC 層を持つ熱可塑性複合材料を作成しま
す。組織観察や機械特性の測定を行うことによって、TC 層が熱可
塑性複合材料に与える影響について評価します。

結晶性・非晶性ポリマの微視的変形機構に基づく
高分子塑性論の構築
　結晶性高分子材料は、分子鎖が規則正しく配列されている結晶質
およびランダムコイル構造を有する非晶質部分を有します。この
ような材料に関する研究に対して工業的な要請は強いものの、各相
の特性について全く未知な部分が多いのが現状です。本研究では、
球晶の変形挙動に関する実験観察に基づき、結晶質部分と非晶質部
分の混在する結晶性高分子塑性モデルを構築します。

粒界・粒内転位源に基づくUltraFine-Grainedメタル
の転位挙動シミュレーション
　金属材料の結晶粒径を小さくしていくと機械的力学特性が向上
することが経験的に知られています。しかしながら、結晶粒径が
1µm 以下という「UFG メタル」の微視的メカニズムについては十
分に解明されていないのが現状です。本研究では、転位源としての
粒界の役割を考慮した FEM 解析を粒径の異なる Al 多結晶に対し
て実施し、粒径の減少に伴う降伏挙動の変化について検討します。

最先端材料に関する実験的マルチスケールメカニクス
　我々の日常生活に必要不可欠な鉄、鋼、アルミニウムといった金属材料および樹脂、繊維、ゴムといった高分子材料は、過酷な状況下での
使用や構造物の軽量化を目的として日々進化を続けています。構造材料としてのみならず、汎用性の高い最先端材料の成型性や信頼性を高
めるために、その力学特性を材料の微視的挙動から理解し、変形挙動をより的確に表現可能な数理モデルの構築に期待が寄せられています。
本研究室では、結晶構造に関する原子スケールと、構造体を巨視的に捉える連続体スケールといった異なるスケールの現象を同時に表現す
る理論体系、すなわちマルチスケールメカニクスに基づき、材料の複雑な振る舞いを計算シミュレーションによって解析していきます。さ
らに実験によって得られたデータと計算的研究とを融合させ、新しい知見を生み出すことを目的とします。

https://web.tohoku.ac.jp/aoyagi/

材料メカニクス講座
機械材料設計学分野

青柳 研究室

ファインメカニクスコース
ファインメカニクス専攻
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教　授（兼）
陳　迎

教　授
三浦　英生

高信頼高強度材料や高性能薄膜デバイスの設計、製
造技術の開発

材料の劣化損傷は構成原子の異方的な拡散現象に基づき進行する
ことを明らかにしていることから、様々な負荷環境に置ける材料中
の原子拡散を抑制する方法を原子レベルシミュレーション技術を応
用して提案し、提案材料を試作してその性能や信頼性を評価していま
す。特に多結晶材料の結晶粒界近傍の原子配列状態を制御すること
で、耐熱合金や薄膜材料の強度・信頼性を向上させています。

原子配列の秩序性に基づく材料の劣化損傷可視化技
術の開発
　耐熱合金や高機能薄膜材料の機能や性能は材料を構成する原子
の配列規則により決定されています。したがって、この原子配列の
規則性がくずれると材料の性質は変化します。原子配列状態の変化
を、電子線回折法を応用して定量的に可視化する技術の開発を進め
ています。これにより、使用環境中の材質の劣化を、温度や応力な
どの環境条件と時間の関数として解明することを目指しています。

先端構造材料と機能デバイスの破壊を予知・制御し防止する設計・評価技術の開発
　地球温暖化防止対策のため各種電力システム、航空輸送システムなどで使用される構造機器の稼働環境は高温高速など苛酷化する一方で
あり、機器の稼働中に生じる構造材料の劣化損傷が加速度的に深刻化する傾向にある。また高度情報化社会、IoT 社会を支える高機能デバ
イスでは、構造の微細化とともに発熱密度が原子力発電を超えており、材料の劣化損傷の加速による「寿命の低下」が深刻化している。この
ため、原子レベルで材料の劣化損傷の発生メカニズムを解明し、稼働環境における破壊を防止する方法を確立し、安全安心な社会の実現に
貢献するため、1）原子レベルでの材料結晶組織の分析可視化技術、2）高信頼材料の設計、製造技術、3）稼働中の負荷のオンラインモニタ
リング技術、4）非破壊検査技術等の開発研究などを推進しています。

http://www.miura.rift.mech.tohoku.ac.jp

材料機能・信頼性設計評価研究部門
破壊予知と破壊制御研究分野

三浦 研究室

ファインメカニクスコース
先端材料強度科学研究センター

構造機器稼働中実働負荷のオンラインモニタリング技
術の開発
　各種構造機器や人体のヘルスモニタリングを実現するために、半
導体技術やカーボンナノマテリアルを応用したひずみセンサや触
覚センサなどの設計と試作評価を進めています。半導体材料の電
気抵抗がひずみの作用で数桁も変化する現象を応用し、ナノ、マイ
クロスケールの超小型・高感度センサを開発し、社会におけるで安
全で安心なヒューマンインターフェースの実現を目指しています。

構造機器材料劣化損傷の非破壊検査、モニタリング技
術の開発
　各種構造機器に使用されている材料の劣化損傷を非破壊で検査
する技術の開発を進めている。特に各元素が有する光の反射率の
波長依存性に着目し、波長制御光を照射してその反射光のスペクト
ル変化を分析することで、構造材料表面の組成分布の変化や、特定
元素の局所的な偏析や析出を可視化する技術や、マイクロサンプリ
ングによる強度劣化評価技術の開発などを進めています。
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准教授
竹田　陽一

特任准教授
二本柳　保

次世代型発電システム確立のための長期信頼性評価
　ゼロ・エミッション火力発電の実現のために水素や燃料アンモニ
アの利用が検討されています。例えばガスタービンでは、燃焼器ノ
ズルは高温高圧の空気と燃料と接しています。また、損傷は部材の
製造法やプラントの急速起動などの運転条件の影響を受けること
が予想されます。このような実機条件を考慮した高温水素やアン
モニア雰囲気でのプラント健全性評価を進めています。

水素製造・貯蔵システムの高効率化と高信頼化
　次世代炉である高温ガス炉によるガスタービン発電と水素供給
システムの高信頼化のため、高温の冷却材と接する耐熱合金の表面
損傷挙動を評価しています。冷却材のガス組成や合金の脱侵炭挙
動の評価を通して、寿命消費過程の全容解明を目指しています。ま
た、高温の熱源を利用したカーボンフリー高効率水素製造のための
安全評価技術の確立に関わる検討も進めています。

高温高圧水環境における材料損傷メカニズムに関する
研究
　プラント供用中の構造材料の損傷予測精度向上のため、プラント
部材の表面状態に基づく損傷評価法の開発を最終目的として、割れ
萌芽形成期における特異酸化や、合金／酸化皮膜界面の反応の推定
を進めています。表面の酸化、割れ潜伏期からき裂形成に至る過程
を追跡するための評価法の開発により、き裂発生メカニズムの解明
を進めています。

タービンシステムの高効率化と運用性向上技術
　蒸気タービンやガスタービンでは、高温の水蒸気や燃焼ガスによ
り駆動されています。さらなる環境負荷低減に向けて、高効率化の
ための高温化も進められています。また、起動停止回数の増加や起
動時間の短縮化など、運転の多様化に直面しています。そこで、耐
熱材料の高温雰囲気中での負荷変動下での材料劣化メカニズムの
解明を通して健全性評価と材料強化機構の検討を行っています。

エネルギー高効率利用のための先端エネルギー利用システムの確立
　本部門では、エネルギー変換プラントの安定的な運転のために、過酷環境にさらされる構造材料の劣化問題の解決と余寿命予測法の開発
に取り組んでいます。また、再生可能エネルギーとの調和のため、タービンシステムにおいては、随時電気出力を変化させる負荷調整運転
が必須となっています。このような運転条件の変化に対応し、既設の蒸気タービンシステムに対しては、高効率・高信頼化を目指し、高温
水蒸気環境中における構造材料の劣化挙動の解明を進めています。加えてカーボンニュートラル社会を目指した非化石燃料利用の発電シ
ステムや原子力発電においては、耐熱合金と環境雰囲気の相互作用である酸化挙動に着目し、実機相当の雰囲気中試験や表面分析法を活用
し、供用中に顕在化される損傷モードの予測やその検出法の開発を進めています。

http://www.nakanotakeda.rift.mech.tohoku.ac.jp/

電力エネルギー未来技術（東北電力）
共同研究部門

竹田 研究室

ファインメカニクスコース
先端材料強度科学研究センター
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教　授
山口　　健

助　教
西　駿明

ヒューマンダイナミクスとトライボロジー
　人間の運動（ヒューマンダイナミクス）と外界との接触・摩擦（ト
ライボロジー）、その知覚との相互作用については、経験的かつ感
覚的な理解にとどまっているのが現状です。当研究室では、野球の
投球を対象として、ボールと指先間の摩擦の大小とその知覚が動作
をどのように変容させ、パフォーマンスや障害にどのような影響を
及ぼすのかについて研究を行っています。

産学連携の取り組み
　当研究室では産学連携による研究成果の「社会還元・社会実装」
に積極的に取り組んでいます。その他の研究内容、研究成果は当研
究室 HP をご覧下さい。

すべり・つまずき転倒の防止に関する研究
　転倒事故は高齢者の寝たきりや労働災害の主要な原因となって
おり、解決すべき喫緊の課題です。転倒事故の多くは「すべり」や「つ
まずき」によって発生しています。当研究室では足底と床面間の摩
擦に着目し、安定に歩行するために必要な足底と床面間の摩擦条件
を実験的・理論的に解明するとともに、すべりやつまずきによる転
倒を防止するための技術開発に取り組んでいます。

ソフトマテリアルのトライボロジー
　靴底や自動車タイヤにおいて、ゴム材料の液体中での高摩擦化は
長年の課題となっています。当研究室では水中や油中におけるソ
フトマテリアルの超高摩擦化を目指して、接触面観察技術や超高摩
擦意匠、超高摩擦材料の開発に取り組んでいます。また布あるいは
不織布などの繊維状構造体と肌の接触における摩擦制御にも取り
組んでいます。

ソフトメカニクス＆ライフサポート
　山口・西研究室ではゴムや生体などのやわらかい材料（ソフトマテリアル）の摩擦制御や人間の運動解析を基盤として、機械システムの健
全性・機能向上や人間の運動機能向上に向けた研究に取り組んでいます。これら一連の研究を通してライフサポート分野におけるイノベー
ションの創出を目指して、国内外の研究機関との分野横断型・異分野融合研究や、研究成果の社会実装のための産学共創にも力を入れてい
ます。

https://web.tohoku.ac.jp/yamaguchi/

ナノメカニクス講座
ソフトメカニクス分野

山口・西 研究室

ファインメカニクスコース
ファインメカニクス専攻
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高速工具サーボによる表面微細形状加工・計測多自由度運動のナノ計測制御

教　授
高　偉

感度安定化角度センサの研究
　レーザーオートコリメーション法を原理とする光学式角度セン
サは光スポット径が光源の光周波数ゆらぎに従い変動するため、長
時間の角度計測の場合にはセンサ感度が安定しないという欠点が
あった。本研究ではフェムト秒レーザを光源とし、その周波数スペ
クトルである光コムの性質を利用してセンサ感度を安定化させる
ことを目的とした角度センサの開発を行っている。

大型ロール旋盤の精密測定に関する研究
　大型ロール金型を用いた大面積微細形状加工への需要が増加し
ており、金型を加工する大型ロール旋盤の加工機スライドには高い
運動精度が要求される。本研究では、2本の静電容量型変位センサ
を用いることで、大型ロール旋盤の駆動スライドの真直度誤差及び
平行度誤差をロール金型形状誤差と分離した形で評価するシステ
ム及びアルゴリズムを提案している。

力センサ組み込み型高速工具サーボによる 
表面微細形状の加工・計測
　3次元微細形状は、計測基準面、マイクロレンズアレイなど様々
な分野において用いられている。本研究では、高速工具サーボ

（FTS）と超精密旋盤を用いたダイヤモンド切削による3次元微細
形状創成法を検討している。FTS に組み込んだ力センサからの出
力をもとに、加工工具自身を測定プローブとして用い、加工ワーク
形状プロファイルのオンマシン計測に用いる手法を提案している。

三次元微細形状測定のための 
走査型静電気力顕微鏡（SEFM）に関する研究
　本研究では三次元微細形状測定のための非接触静電気力顕微鏡
を提案し、その開発を行っている。水晶振動子に接着した探針と試
料表面との間に働く静電気力を測定しながら試料表面を非接触で
倣い走査する。50 nm 以上の探針・試料間距離を維持する完全非
接触走査で、静電気力に影響を与える試料表面電荷分布等のパラ
メータをキャンセルしつつ探針・試料間の絶対距離を算出できる。

多自由度運動のナノ計測制御
　当研究室では、精密加工品の形状及び精密機械の運動を必要な精度で計測するという精密ものづくり計測の研究に取り組んでいる。独自
の計測原理に基づき、グレーティングなどの微細格子と波動光学系を組み合わせることによって、超精密ものづくり計測の基本道具となる
高精度かつコンパクトな多軸変位、角度センサ（サーフェスエンコーダシステム）を提案してきた。本システムでは、回折光干渉型3軸変位
センサとオートコリメーション法を原理とする3軸角度センサを組み合わせることで、1つのレーザープローブで、平面ステージの超精密
位置決めに利用可能な最大6自由度の位置・姿勢検出を可能としている。また、これを並進および回転姿勢変化の多自由度を有するサーフェ
スモータステージと組み合わせ、簡便な構成で多自由度の位置・姿勢を制御可能なステージシステムの研究も行っている。

http://www.nano.mech.tohoku.ac.jp/

ナノメカニクス講座
精密ナノ計測学分野

高 研究室

ファインメカニクスコース
ファインメカニクス専攻
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准教授
松隈　　啓

中赤外ファイバーレーザーシステム

運動計測光センサ光学系

http://web.tohoku.ac.jp/nanometrology/

ナノメカニクス講座
精密ナノ計測学分野

松隈 研究室

ファインメカニクスコース
ファインメカニクス専攻

光周波数コムによる運動および形状計測用センサ
　近年、光周波数コムと呼ばれる周波数を精密に制御したレーザー
を用いた光計測が盛んに行われています。私たちは、光周波数コム
の精密な周波数を利用して、物体の運動および形状を桁違いに正確
に測定する方法を研究しています。最近では、光周波数コムを2台
用いたデュアルコム分光法に取り組み、極めて正確な角度の計測法
の創出について研究しています。

レーザー加工法の開拓
　レーザー加工は従来の機械加工法では困難であった様々な加工
を実現しています。例えば機械加工法では困難な難削材の加工、
レーザーの高いエネルギー密度を利用したピンポイントの高効率
加工などが挙げられます。私たちは干渉リソグラフィ法による微
細形状形成や、透明加工材料の高能率加工、はっ水加工や導波路形
成などの機能性表面・デバイスを付与するための加工を行っていま
す。

中赤外線レーザーによる粗面の角度運動計測センサ
　リニアガイドのような直線運動を行う装置の運動誤差（曲がって
動いていないか）を測定するために、物体の回転運動を測定する装
置が必要になります。従来、平滑面に対して可視光レーザーを用い
た角度測定装置が用いられてきました。私たちは平滑面が得られ
ない状況でも測定が可能となるよう、粗面を測定対象として可視光
より波長の長い中赤外線レーザーによる測定センサを研究してい
ます。

レーザー光源の研究・開発
　レーザー光は計測・加工に対して非常に有効であり、新しいレー
ザー光源が普及すると新たな学術分野・工学応用に広げられます。
新しいレーザー光源を作る際のパラメータは光の波長、パルス幅、
光エネルギー、偏光状態などがあり、これらの中から実現可能かつ
応用範囲の広そうなレーザー光源の開発に挑戦しています。上記
の研究の多くは、開発・設計したレーザー光源を用いて行っていま
す。

先進レーザー光によるものづくりのための計測技術の開拓
　測れないものは作れない、という言葉があります。これは、測定ができるということがものづくりの根幹であることを示しています。半
導体などの益々精密になるナノメートル精度製品の生産や、新しい材料の物性評価などを実現するために、計測学が重要な役割を果たして
きました。こういった物体の動きや形状を測定するためには、計測原理が必要であり、またそれを実現する測定装置・センサが必要です。
　私たちの研究室では、これまで誰もできなかった測定に挑戦するために、新しい測定原理を創出し、それを深化させる研究を行っていま
す。また、そのために必要な超短パルスレーザーや光周波数コム、中赤外線レーザーといった先進的なレーザー光源や、2軸スケール回折
格子などの計測のために必要な道具を自らの手で設計・製作する方法についても研究し、これらを応用した測定にも挑戦しています。
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音波や電流を利用した材料システムの先進評価微細な材料をつくる・つなぐ・しらべる・つかう

教　授
燈明　泰成

助　教
木村　由斉

https://web.tohoku.ac.jp/tohmyoh/index.html

ナノメカニクス講座
材料システム評価学分野

燈明・木村 研究室

ファインメカニクスコース
ファインメカニクス専攻

新しい材料システムを創るために～微細な材料をつくる・つなぐ・しらべる・つかう～
　本研究室では学際的なアプローチにより新しい材料システムを創出するための研究を行っている。具体的に、優れた物理的諸特性と幾何
学的特徴を有する微細材料を活用するための周辺技術に係る一貫した研究（材料をつくる・つなぐ・しらべる・つかう）を展開している（図1）。
微細な材料同士の接触部に一定直流電流を付与した際、接触部がジュール熱により局所的に溶融する現象を支配する因子を発見して材料同
士を高確度に接合可能にしている。また原子拡散現象を利用して作製した金属／半導体ウイスカ等の力学特性を評価してこれを制御、ある
いは電気特性を評価してこれを活用したセンサを開発している。微細材料に関する独自の実験技術を駆使して毛髪や爪の研究も展開して
いる。さらに次世代材料システムの性能と信頼性の鍵を握る接合界面や薄層を音波や電流を用いて検査する手法を開発している。

微細材料の力学／電気特性評価とその活用
　微細材料を有効に活用するためにはその物理的諸特性を正確に
把握する必要がある。極微小力を計測する荷重センサを開発して
微細材料の力学特性を評価すると共に、ジュール熱により材料の結
晶粒を成長させてその強度を制御することに成功している。また
表面にナノワイヤを有する薄膜の電気特性を評価すると共に、その
特性を活用して溶液の濃度を高感度に検知する液体センサを開発
している。

薄板や細線を利用した熱電変換素子の作製
　鉄薄板の表面にアルミニウム薄膜を蒸着して異種金属界面を形
成することで、薄板の長手方向の温度勾配に起因して起電力が生じ
る薄板型熱電変換素子を開発している。また身の回りの温度差を
有効に活用すべく、鉄薄板の表面を酸化する、あるいは素子を積層
する等して高出力化を図っている。さらに同様の原理に基づく熱
電変換マイクロワイヤを作製し、極微小領域の温度計測を可能にし
ている。

毛髪や爪の力学特性評価と形状の理解
　日々成長する毛髪や爪の物理的諸特性や形状には様々な分野で
活用できると期待される有益な情報が含まれている。多層構造を
有する毛髪や爪の外形寸法に依らない引張や曲げに対する変形能
を表す構造弾性率を提案し、シャンプー・コンディショナー処理や
マニキュア塗布が毛髪や爪の変形能に及ぼす影響を評価すること
に成功している。また毛髪の形状を決定づける因子の解明に取り
組んでいる。

音波や電流を利用した材料システムの先進非破壊評価
　水と被検査物との間に薄膜を介して高周波数超音波を伝達する
ドライ超音波法を開発し、これにより電子部品の水非接触下におけ
る高分解能内部可視化に成功している（図2）。また当該超音波伝
達系で生じる音響共鳴を利用した映像法を開発し、各種薄膜の物性
値や膜厚を可視化することに成功している。さらに音波や電流を
利用して材料システムの要である接合部を評価する手法を開発し
ている。
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グリーンマテリアルシステム創成のための研究開発スキーム

准教授
白須　圭一

3次元積層造形による熱可塑性複合材料/金属の 
異種材料接合技術開発とメゾスケール界面強度評価
　近年、熱溶解積層（FFF）方式の3D プリンタを用いた複合材料の
造形技術が開発され、高強度・高剛性な複合材料を低コスト、短時
間で自動的に立体造形できるようになってきている。本研究では、
金属基板上に熱可塑性樹脂複合材料を直接造形したマルチマテリ
アル材料を開発し、接合界面のモード I、II 破壊靭性およびラップ
シェア強度を実験・有限要素解析の双方から評価を行う。

熱可塑性樹脂複合材料の高効率リサイクルに向けた 
溶融・固化サイクルに伴う母材樹脂劣化挙動評価
　熱可塑性樹脂やその複合材料は、再成形、低コスト製造が可能か
つ低環境負荷であるサステナブル素材として近年注目を集めてい
る。グリーンマテリアルシステム創成のためには、成形条件の影響
や、溶融・固化過程における樹脂の構造・特性の変化を十分に理解す
る必要がある。本研究では、熱可塑性樹脂や複合材料の溶融・再固
化サイクルを経ることによる構造・特性の変化の解明に取り組む。

相分離系ポリマーアロイの 
材料特性評価・先端構造計測・分子構造モデリング
　ポリマーアロイは、エポキシ樹脂などの熱硬化性樹脂の低靭性を
改善するために熱可塑性樹脂をブレンドした言わば熱硬化性樹脂 /
熱可塑性樹脂複合材料である。本研究では、相分離系ポリマーアロ
イのネットワーク構造および各種材料特性の発現メカニズムを電
子顕微鏡や分光分析による先端計測と分子動力学シミュレーショ
ンによる分子構造モデリングにより解明することを目指す。

材料合成・成形/実験評価/シミュレーションの 
エコサイクルを循環させた研究開発スキーム
　本研究室では、①樹脂合成、複合材料の成形・3D 積層造形など
の材料合成・成形と②引張試験・界面破壊靭性試験、熱分析、構造
観察などの実験評価を基盤としながら、③有限要素解析、分子動力
学シミュレーションなどの解析も援用した研究開発エコサイクル
を循環させることで、効率的な新材料の開発や構造・変形・破壊挙
動の解明に関する研究を推進している。

熱可塑性樹脂を活用したグリーンマテリアルシステムの創成
　本研究室では、カーボンニュートラル実現に向けて熱可塑性樹脂あるいは炭素繊維やナノフィラーを含有した熱可塑性樹脂複合材料を活
用したグリーンマテリアルシステムの創成に向けた研究開発を行っている。例えば、3D 積層造形による付加製造や異種材料への直接接合
を進めることで、切削・接合工程の削減が可能となる。また、接着剤による接合は、機械的締結のための穿孔加工や締結作業の削減に寄与
するだけでなく、金属ファスナー削減による軽量化で CO2排出量削減にも貢献するものであり、今後さらなる接着剤用ポリマーの高性能
化や接着界面の改質、接着メカニズムの解明が求められる。今後は素材のリサイクルを考慮した材料設計も重要であり、複合材料のカスケー
ドリサイクル、熱可塑性樹脂の溶融・固化による材料劣化挙動の理解や生分解性プラスチックの利用も視野に入れた研究を進める。

ナノメカニクス講座
材料システム評価学分野
https://web.tohoku.ac.jp/tohmyoh/index.html

白須 研究室

ファインメカニクスコース
ファインメカニクス専攻
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教　授
小原　拓

助　教
Donatas SURBLYS

高機能コーティング
　コーティングは、気液・固液の界面現象とマイクロ・ナノスケー
ルの流動現象が連成した複雑な応用技術である。半導体製造過程
のレジスト塗布など、分子スケール膜厚のコーティングに要求され
る条件はますます厳しくなる一方、塗布膜分子の配向制御や塗布分
子の吸着脱離を制御するダイナミックコーティングなど、新しい課
題も出現している。分子熱流動解析の応用によりこれらを解決す
る。

液体分子の熱エネルギー伝搬特性データに基づく
熱媒流体の設計
　エネルギーの高効率利用や熱機器の高機能化において、熱媒流体
は大きな役割をもつ。分子を構成する様々な官能基など原子群が
なす力学的エネルギー伝搬への寄与を解析し、それらが集積して発
現する熱エネルギー伝搬特性のデータに基づいて、様々な使用条件
に対して最適な熱媒を実現する分子を予測する。これにより、流体
や熱流動現象の設計法を確立する。

固液界面における熱・物質輸送特性
　固体・液体が接する界面における熱・物質輸送現象は、NEMS や
多孔質体など微細構造系の総括的特性を支配している。また、半導
体製造工程のウェットプロセスなど微細加工では、製品の成否を決
定する鍵となっている。界面近傍の液体中に発現する特異な構造
や、固体分子－液体分子間のエネルギーの伝搬を解析する分子動力
学シミュレーションにより、現象のメカニズムを解明している。

流体の構造と熱・運動量の分子スケール輸送特性
　液体中には様々な構造が存在し、その動特性が液体中の熱・運動
量・物質輸送現象を支配している。液体構造の輸送特性を解析する
ことにより、なぜその液体の輸送物性値はその値なのか、希望の輸
送物性をもつ流体はどのような分子構造をもっているべきか、など
の疑問を解明する。また、脂質二重膜などソフトマターの構造と非
等方性輸送現象を解析し、新しい材料としての応用をめざす。

分子熱流体工学
　流体が示す熱・運動量・物質の輸送特性を、物性値や界面特性などのマクロな概念を越えて理解することは、近年のナノテクロノジーに
おいて問題となる微細スケールにおける熱流動現象を理解するだけでなく、マクロな熱流動特性を決定する分子スケールのメカニズムを
知って希望の特性をもつ流体や界面を設計することにつながる重要なステップである。液体・ソフトマターやこれらと固体壁面との干渉を
主な研究対象として、熱伝導率や粘性などマクロ熱流体物性、輸送物性の異方性、固液界面の熱抵抗や物質輸送など、現象の解明と問題解
決に取り組んでいる。これらの実践を通じて、ミクロ・マクロな熱流動特性を分子運動で表現するための学理と分子動力学シミュレーショ
ンとを主な道具に用い、物理化学的手法を機械工学における熱流体研究に組み入れた新しい体系の構築をめざす。

https://www.ifs.tohoku.ac.jp/jpn/research/dv_nfrd/mhtl

協力講座
分子熱流動研究分野

小原・Surblys 研究室

ファインメカニクスコース
流体科学研究所
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分子シミュレーションを用いた
分子複合システムの解析

准教授
菊川　豪太

分子拡散現象に対する流体力学的効果の解明
　分子拡散現象は、多孔質体やナノ細孔、生体高分子を介した物質
移動などナノ・バイオ工学レベルで広く重要な要素となっている。
これらミクロスケールの拡散現象においては、流体力学的効果に
よって分子ダイナミクスが強く影響を受けることが明らかになっ
ている。ヘテロな構造における輸送現象の本質的理解を目指し、流
体力学と分子動力学の融合的な研究を行っている。

不均質媒体/制限空間内の流体における輸送現象
　流体やソフトマター界面、ナノスケール構造によって形成される
制限空間内の閉じ込め液体においては、界面近傍における液体中の
不均質（ヘテロ）な構造発現に伴い、特異な熱・物質輸送特性が現れ
る。本研究を通じて、均質なバルク液体中と大きく異なる閉じ込め
液体の分子輸送特性を明らかにし、それらに基づくマクロな熱流体
解析への橋渡しとなる物理モデルの構築を目指している。

高分子材料の熱流動特性
　産業的にも広く利用が進んでいる高分子材料の開発には、内部の
分子スケール構造や相分離構造の制御によって、力学的・化学的特
性のみならず熱流動特性を設計することが必要とされている。分
子スケールからマクロスケールに至るスケール複合的な解析手法
やデータ科学の技術を駆使して、有用な熱流動特性や機械特性を有
する高分子材料の探索・設計を目指している。

有機分子膜による表面修飾の研究
　自己組織化単分子膜（SAM）をはじめとした有機分子による表
面修飾技術は、固体表面の物理化学的特性を制御する技術として、
種々のプロセスやデバイスへの応用が進んでいる。有機分子薄膜
の自己組織化や自発的構造形成を利用したボトムアップの表面修
飾技術によって、特異な界面特性を得ることができる。これら界面
の界面親和性や界面を介した熱・物質輸送特性を明らかにしてい
る。

複合的なシミュレーション技術を用いた分子熱流体現象の解明
　ナノスケールからマクロスケールに渡る多くの工業・産業プロセスにおいては、分子レベルの物理が複合的に関与する熱流動現象が数多
く見られる。特に、デバイス表面での放熱性能の向上による次世代半導体デバイスの限界性能向上、熱流動特性や機械特性の最適化による
新規高分子素材の探索・設計には、界面での熱流動特性や不均質媒体における分子スケール構造と輸送特性の相関など、複合的な視点での
現象理解が不可欠となっている。そこで、分子動力学法をはじめとした大規模数値シミュレーションにより、熱流体工学におけるミクロス
ケールの熱・物質輸送現象およびマクロな熱流体物性を支配するミクロスケールメカニズムの解明を目指して研究を行っている。また、複
数のスケールに渡る数値解析技法の統合によってマルチスケール性を有する熱流動現象の解析を目標としている。

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/mht/

協力講座
分子複合系流動研究分野

菊川 研究室

ファインメカニクスコース
流体科学研究所
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教　授
徳増　崇

（兼）助　教
馬渕　拓哉

（学際科学フロンティア研究所）

生体分子のマルチスケールシミュレーション燃料電池内部の様々な場所で見られる物質輸送現象の分子動力学シミュレーション

特任助教
上根　直也

原子層堆積法および化学気相堆積法における成膜メカ
ニズムの分子動力学的研究
　半導体製造において、成膜プロセスは膜厚誤差±0.5Å という原
子層レベルの制御が求められています。このような最先端の需要
を実現可能な成膜手法として化学気相堆積法および原子層堆積法
が広く利用されています。そのため本研究では、拡散現象および反
応現象を融合した反応性力場分子動力学シミュレーションを実施
し、成膜メカニズムの普遍的な理解を目指しています。

全固体Liイオン電池内部のLiイオン輸送現象に関する
研究
　現在の Li イオン電池の電解液を固体電解質に置き換えた全固体
Li イオン電池は、次世代の二次電池として期待されています。当
研究室では、この固体電解質内部や Li イオンを蓄える活物質内部
での Li イオンの輸送現象を分子動力学シミュレーションにより解
析することで、イオン伝導性の高い材料や電池内部のナノスケール
構造の特徴を捉えることを目的として研究を行っています。

固体高分子形燃料電池内部の反応物質輸送現象に関
する研究
　固体高分子形燃料電池は水素と酸素を反応させて電気を取り出
す装置で、次世代のエネルギー源として期待されています。この燃
料電池の発電効率を向上させるには反応物質（プロトン、酸素）を
いかに速く流すかが重要になります。当研究室では、燃料電池内部
の物質の動きを大規模分子動力学シミュレーションにより解析し、
その特徴や性質をとらえることを目的として研究を行っています。

生体分子システム内におけるタンパク質の液液相分離
現象およびイオン透過現象に関する研究
　生体分子システムで起きている幅広い時空間スケールの動的性
質を解析するためには、時空間スケールの異なる計算手法を組み合
わせたマルチスケールシミュレーション技術が重要です。量子化
学計算や反応 MD を用いた nm スケールのイオン輸送現象から粗
視化 MD を用いたμ m スケールのタンパク質高次構造（液液相分
離構造）形成現象までマルチスケールの動的現象に興味を持ってい
ます。

物質の量子性が影響する分子スケール熱流動現象の解明と次世代電池開発への応用
　原子・分子スケールの熱流動現象を考えるとき、原子・分子の持つ「量子性」が流れの特性に影響を及ぼすことがしばしば見受けられます。
たとえば水素は分子の質量が軽いため位置と速度の不確定性が大きく、この影響により熱流動現象の数値予測が困難になることが知られて
います。また水素イオン（プロトン）の移動には結合の解離や再結合を伴う移動機構が発現し、そのため水分子よりも遙かに速い速度で液体・
固体内を拡散します。化石燃料に変わるエネルギー源として重要な水素関連機器や電池を設計する際にはこのような現象を考慮して機器
内部で生じる熱流動現象を解析する必要があります。当研究室では流体分子の「量子性」が熱流動現象に影響を及ぼす系を対象にして、そ
の量子効果を取り込んだ様々な手法を用いてその性質を解明し、工学的に応用することを目的として研究を行っています。

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/nanoint/jpn/index.html

ナノ流動学講座
量子ナノ流動システム研究分野

徳増・馬渕・上根 研究室

ファインメカニクスコース
流体科学研究所
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ナノデバイスのための原子層堆積制御技術

バイオテンプレート極限加工による設計制御可能な量子ドット作製技術

Si/Ge 異種チャネル集積プラットフォームの構築

フォノン場制御を用いた高移動度半導体素子

教　授
遠藤　和彦

特任教授
寒川　誠二

特任助教
大堀　大介

超低損傷プロセスによる革新的グリーンナノデバイス開発
　次世代ナノスケールデバイスにおける高精度ナノプロセスを目指し、プラズマプロセス、ビームプロセスや原子操作プロセスにおける活
性種（電子、正負イオン、原子・分子、ラジカル、フォトン）と物質との相互作用（エッチング、薄膜堆積、表面改質）に関する研究や、これら
原子分子プロセスに基づいた先端バイオテンプレート極限加工技術に関する研究を進めています。さらに、実験と計算（シミュレーション）
を融合し、原子層レベルの制御を実現できるインテリジェント・ナノプロセスの構築を目指しています。

2nm世代向けの 
Si/Ge異種チャネル集積プラットフォームの構築
　中性粒子ビーム無欠陥原子・分子レベルの高精度ナノ加工技術に
よって、2nm 世代向けの Si/Ge 異種チャネルプラットフォームを、
日本 - 台湾間で構築しました。中性粒子ビームと最先端の半導体プ
ロセスを組み合わせることで、集積回路の3次元化による高集積化
により、大幅な集積化とデバイスの高速化を目指して研究を行って
います。

無欠陥ナノ周期構造による 
フォノン場制御を用いた高移動度半導体素子
　バイオテンプレート技術と無損傷中性粒子ビーム技術の融合に
よるバイオテンプレート極限加工技術を提案しました。この手法
を用いて、高密度・無欠陥・規則的なナノアレイ構造の形成に成功
しています。この手法を使って、フォノン場（熱）を制御したトラ
ンジスタの作製を目指しています。

ナノデバイスのための原子層堆積制御技術
　微細なナノデバイスや複雑な立体構造に薄膜を堆積するための
原子層堆積制御技の研究を行っています。新規の原子層プロセス
のための原料とダメージレス酸化技術を組み合わせて、ナノデバイ
スのための高誘電率ゲート絶縁膜の堆積技術に関する研究を行っ
ています。

バイオテンプレート極限加工による 
設計制御可能な量子ドット作製技術
　バイオテンプレート極限加工技術を用いて、量子ドット構造を作
製することができます。サブ10nm で構造を制御することが可能
な加工技術を用いて、電子や光の振る舞いを制御してきました。こ
れらの基盤技術を応用することで、スピン保持とスピン輸送制御に
よる量子コンピュータへと展開していく研究を行っています。

機械システムコース
流体科学研究所

遠藤 研究室

グリーンナノテクノロジー研究分野

https://www.ifs.tohoku.ac.jp/gnt/endo/
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教　授
矢代　航

4D世界のフロンティアを拓く
　私たちは三次元（3D）＋時間という「4D の世界」に生きていますが、μ m 以下かつ ms 以下の4D 時空間領域には、最先端の計測テクノ
ロジーでもアクセスできない広大な未知の世界が拡がっています。本研究室では、X 線などの高エネルギービームの量子性と、先端的な
マイクロ・ナノファブリケーション技術、データサイエンス技術を駆使することで、従来の限界を超える新たなイメージング技術を開発し、
未開の4D 世界の開拓に挑んでいます。
　本研究室で開発しているイメージング技術は、物質・生命科学における様々な非可逆・非平衡系（例えば、流動性のある材料や、生きた生
物など）の新たな理解につながるだけでなく、持続可能社会の実現に向けた材料・マイクロマシンシステム開発や、病変の早期発見につなが
る医療診断機器の開発など、一般社会にも多様な波及効果を生むと期待しています。

ミリ秒時間分解能4DX線トモグラフィの開発・応用
　世界に先駆けて、ミリ秒時間分解能の X 線トモグラフィ（CT）
に成功しています。最近は、シンクロトロン放射光をマルチビーム
化する光学素子を開発し、圧縮センシングと呼ばれるデータサイエ
ンス技術を駆使して、試料を回転することなく1ミリ秒で X 線 CT
が実現できることも実証しています。本技術の高度化とその応用
により、未知の4D 時空間領域の開拓を目指しています。

マイクロ・ナノファブリケーション技術による
X線・中性子のための光学素子の開発
　先端的なマイクロ・ナノファブリケーション技術により、従来の
限界を超える X 線イメージング（あるいは中性子イメージング）を
実現するための光学素子（高アスペクト比 X 線・中性子光学素子）
の開発を行っています。物質・材料研究だけでなく、医療診断機器
や天文衛生の開発など、様々な分野への波及効果が期待されます。

X線エラストグラフィの開発 
―ソフトマテリアル内部の「硬さ」の4D可視化―
　X 線イメージングにより試料内部の弾性率の分布を三次元的に

（さらには4D で）高空間分解能で可視化する技術の開発を行って
います。例えば、生体内の弾性率の分布を可視化することにより
病変を検出する医療診断機器の開発や、機能性ソフトマテリアルの
ダイナミクス研究への応用など、様々な波及効果が期待されていま
す。

新たなモダリティの開拓
　X 線による表面・界面構造解析と、先端的な X 線干渉計による（X
線の位相を利用した）X 線イメージング技術の融合により、表面・
界面の構造パラメータの空間分布を可視化するなど、量子現象を利
用した新たなモダリティの開拓にも挑戦しています。究極的には

「X 線無被曝イメージング」のような夢のテクノロジーの開発も目
指しています。

ファインメカニクスコース
国際放射光イノベーション・スマート研究センター

矢代 研究室

協力講座
表面物理プロセス研究分野
http://www2.tagen.tohoku.ac.jp/lab/yashiro/html/
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原子レベルシミュレーションを活用した材料機能・信頼性設計

026�WUDQVLVWRU

電極/絶縁膜
界面構造解析

'RQRU�VLWH�DURXQG�D�YDFDQF\

電気伝導特性解析手法の開発

 &XUUHQW�WKURXJK�*UDSKHQH�QDQR�ULEERQ �*15V�

ひずみ負荷によるGNRの電気伝導特性制御

9RLG

銅配線ストレスマイグレーション挙動解析

*UDLQ�ERXQGDU\

ステンレス鋼の高温水中反応ダイナミクス

9μm
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結晶粒界
強度評価

,QWHUJUDQXODU�IUDFWXUH�RI�D�ELFU\VWDO VSHFLPHQ

高感度・高選択ガスセンサの開発

*URRYLQJ�RI�JUDLQ�
ERXQGDU\�

安息香酸エチル

MgCl2(100)表面

プロピレン分子

Ti

Mg
Cl

挿入完了

樹脂材料合成プロセスシミュレーション

教　授
鈴木　研

客員准教授
王　蕾

カーボンナノマテリアル応用実時間 
ヘルスモニタリングデバイスの開発
　グラフェンをナノスケールのリボン形状に加工したグラフェン
ナノリボンは、構造に歪みを作用させることでその電子物性を半導
体から金属まで可変制御することが可能です。この特性を利用し
た発電素子やガスセンサ、触覚センサなど様々なデバイスを開発
し、少子高齢化社会において不可欠な実時間ヘルスモニタリングを
実現するウエアラブルデバイスの実現を目指した研究を行ってい
ます。

ケミカルリサイクルのための化学反応シミュレーション
　カーボンニュートラル社会や循環経済の実現に向けてプラス
チック資源循環の取り組みが加速しています。廃プラスチックを
新規材料と遜色ない品質で再生するには、ガス化、モノマー化、油
化などケミカルリサイクルプロセスにおける複雑な化学反応を理
解し、処理能力を高めていく必要があります。そこで、量子分子動
力学法を用いて合成反応プロセスや分解反応機構の解析を行って
います。

材料組織、物性変動メカニズム評価手法の開発
　今後予想される材料システムの多元素化、複雑化に対応するた
め、界面や粒界構造、組成、雰囲気、電場などが複雑に絡み合った
マルチフィジックス現象プロセスを解析可能な量子分子動力学シ
ミュレータの開発に取り組んでいます。ナノ・マイクロオーダーの
材料を試作し、界面組織変化や物性変動現象に対するシミュレー
ション結果と比較することで手法の精度、信頼性の向上を目指しま
す。

原子レベルシミュレーションによる材料機能設計
　次世代材料システムの高性能化と長期信頼性向上を目的とし、量
子力学に基づく原子レベルシミュレーションを用いて、ひずみ（応
力）、組成、構造、環境の相互作用による材料組織および物性変動メ
カニズムの解明と、その支配因子に基づいた材料設計を実践してい
ます。設計された組成や構造に対して試作評価を行い、理論と実験
の両輪からなる材料設計・開発技術の確立を目指します。

原子レベルシミュレーションによる材料特性評価と信頼性設計
　持続発展可能な社会の実現に向けて、ナノスケールの電子デバイスから発電プラントのような巨大構造体に至るまで、各種機器の高機能、
高性能、長寿命化が求められています。これまで新材料の開発や複合化などにより機器の高機能、高性能化が実現されてきましたが、その
反面、材料システムは複雑化し、材料組織の不均一性や不安定性は増大する傾向にあります。さらに、資源循環型社会の実現のためには、
新たな天然資源投入量を削減するため再生材原材料を用いた製品開発を実践する必要がありますが、再生材の品質ばらつきに起因した特性
ばらつきや不良の発生が懸念されています。そこで、原子レベルシミュレーションを活用し、多種多様な材料の機能信頼性発現メカニズム
を材料、環境、力学の相互作用の観点から明らかにし、組織の健全性に基づく高機能・高信頼材料の設計開発研究を推進します。

ソフト・機能マテリアル研究部門
材料機能信頼性設計学分野

鈴木 研究室

ファインメカニクスコース
グリーンクロステック研究センター
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助　教
۹ᖒ　ژ

教　授
ྛ部　ॆ޺

脊椎動物の৑長関અ制御と生物運動学शに関する研究
　人間のみならず脊椎動物は体ࢶの自཯的かつ৑長関અの適切な
運動出力を行い環境に適応している。それを可能にするのは、中਻
ਆ経系の中でも下位の֊層に歩行などの移動に関する基本的リズ
ムを発現するਆ経回路を有し、運動出力を生成また修正するメカニ
ズムをඋえているためと考えられている。ニューラルネットワー
クを用いた時系列運動パターンの発現、記Աに関する研究を行って
います。

ロボット技術のニューロリϋビリテーションへの展開
　ক来的に超高齢化社会を迎える日本にとってニューロリϋビリ
テーションの効率化は重要な課題である。特に೴ଔ中は高年齢化
と共にリスクが増大し、運動制御および調整機能に影響を与える。
೴信߸処理と຤ধଆのਆ経感覚ܹࢗによる感覚フィードバックか
らの運動学शに関するプロセスを研究し、運動学श効果を最大限に
引き出すニューロリϋビリテーションの構築を目指しています。

生体感覚信߸、生体機能のモデリングと同定技術の開発
　運動に関する生体信߸解析およびے೑から೴を含めた生体機能
のモデリングおよびݸ体差を考慮するための同定技術の開発を
行っています。ے電位などの遠心性運動情報の解析および電気ࢗ
ܹにより求心性感覚フィードバックを与えたときの೴の知覚状態
を೴波などにより多次元信߸解析を行うことで運動シナジーや感
覚シナジーの特徴を捉えることで運動感覚機能の定量的評価を目
指しています。

人間の運動制御、環境適応学शメカニズムの研究
　人間は未知の環境にも対応できるその運動学श性により、動物界
で最も優れた環境適応能力を֫得したと言っても過言ではありま
せん。環境からの感覚入力をいかに人間が処理し、どのような学श
アルゴリズムが感覚入力から正しい運動出力を計算できるかとい
う感覚運動系の学श制御ループに特に着目して研究を進めていま
す。バランス制御や歩行運動を対象として研究を行っています。

ロϘティクスのためのニューロサイエンスɺニューロサイエンスのためのロϘティクス
　ロボットの世لなどと近年言われるが、特に実世界の環境との適応的インタラクションというଆ面ではまだまだ人間のもつ高度な運動制
御、感覚機能から我々が学Ϳべきことは多い。本研究室では人間の持つ環境適応、運動学श能力を工学的にも೴科学的にも深く理解するた
め、情報処理およびロボティクスのモデル化技術をベースとして用い೴科学的にもઆ明が可能なレベルで人間の運動制御、学शメカニズム
の解明とそれに資する人間の運動情報のऩ集およびロボティクスπールを用いた解析に関する技術開発を行っています。ロボティクスの
ためのニューロサイエンス、ニューロサイエンスのためのロボティクスと双方向的に科学するニューロロボティクスに取り組んでいます。
また運動学शと೴の環境知覚の研究から得た知見から、運動学श効果を最大限に引き出すニューロリϋビリテーションを目指しています。

http://neuro.mech.tohoku.ac.jp/

ロボットシステム講座
ニューロロボティクス分野

ྛ෦・۹ᖒ 研究室

ロボティクスコース
ロボティクス専攻
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http://neuro.mech.tohoku.ac.jp

ロボットシステム講座
ニューロロボティクス分野

େ࿬ 研究室

ロボティクスコース
ロボティクス専攻

動物の運動をϋックする ―Motion HaDLinH―
　動物の運動を計測するのみならず、工学的アプローチにより外部
から操作、制御することで動物内部のਆ経系による適応過程を解明
することを目指しています。ے೑を電気的にܹࢗすることで運動
を任意に発生させる Motion HaDLinH 法を用い、ࠛ ஬やクラゲの
運動をϋッキングすることによって動物が有する制御アルゴリズ
ムと適応メカニズムの解明することを目指しています。

೴内身体表現の変容をもたらすニューロリϋビリテー
ション
　本研究では、障害による身体機能の変化に伴う「೴内身体表現（೴
内に構築されている身体のモデル）」の長期的変容過程を明らかに
することが、最大限の効果をもたらすニューロリϋビリテーション
の鍵になると考えています（身体性システム科学）。೴内身体表現
への介入を可能とする工学的リϋビリ手法を開発し、東北大学病Ӄ
でのྟ床的検証を通して社会応用することを目指しています。

が故障しても歩きつづけるレジリアントな歩行ロボット٭
　現在の最先端の歩行ロボットですら、想定外の環境や故障に対し
ては非常に脆ऑであるといわざるを得ません。一方、生物は、未経
験の環境、身体構造の変化（٭切断や身体の障害など）に対しても、
自身の࢒存機能をフル活用することで޼みに運動を生成すること
ができます。このような「しͿとく、ଧたれ強く、レジリアント」な
歩行ロボットを実世界応用することを目指しています。

ࠛ஬の歩行を計測する
　ࠛ஬は、たとえ自身の٭が切断されても、身体の物理的な変化に
応じてଈ時的かつ適応的に歩行を変化させながら歩き続ける能力
を有しています。本研究では、ϋイスピードカメラとے電位計を用
いて、ࠛ ஬の歩行中の٭の運動とے೑の活動を同時に計測すること
で、٭切断લ後の歩行の適応メカニズムを工学的視点から定量的に
解明することを目指しています。

ੜ物がࣔすෆ測のࣄଶへのద応能力の解明と実世界応用
　生物は、10の6৐ݸ程度のਆ経細๔しか持たないࠛ஬ですら（われわれヒトを含むᄡೕ類のਆ経細๔は10の12 ʙ 14৐ݸ）、未知の環境、
さらには、自身の身体がಥ然故障する、欠損するという想定外の状況においても、ଈ時的かつॊೈに適応し移動し続けるڻくべき能力を有
しています。本研究室では、生物の根源的な移動能力である「歩行」に着目し、「計測する」、「制御する」、「創る」などの工学的手法と技術
を活用しながら、（1）ࠛ ஬を対象とした運動制御メカニズムの理解、（2）リϋビリテーション技術、ロボティクス技術の創出、という理学
と工学の2方向のアプローチを有機的に連関させることで、生物の適応原理の理学的追求と実世界応用を目指します。

准教授
大࿬　大
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教　授
平田　泰久

助　教
ԧ　ַᏼ

助　教
サラザル　ϗセ

特任准教授
ラワンカル  アンキット

特任助教
ペトリリ  アルベルト

特任助教
リョウ　シンウ

デジタルπイン技術と双࿹ロボットを用いた
次世代モノづくりֵ新
　ॊೈ物ϋンドリングをシミュレーションする技術と、その結果に
基づいて双࿹ロボットによるॊೈ物ϋンドリングを実現する技術
を構築し、ҥ類製造業にֵ新を起こす次世代産業用ロボットを開発
します。また、CFRP を用いて軽量・高強度部品を3D プリンティ
ングするためのシミュレーション技術と、複雑形状部品をҹ࡮可能
な双࿹ロボットを利用した次世代3D プリンタを研究開発します。

介ޢ支援からインフラメンテナンスまで実現する 
人・環境適応型マルチロボティクス
　一台のロボットではできないことも、複数台のロボットが協力す
れば、様々なことが実現できるようになります。本研究では、介ޢ
施設において複数のロボットを協調運用し、必要なときに適切なロ
ボットが他のロボットや介ޢ士と協力して支援を提供する未来の
介ޢ施設像を提案します。また、༸上෩力発電所等のメンテナンス
に応用できる複数ロボット協調システムを研究開発していきます。

リビングラボを通した産学官連携と 
次世代介ޢロボットの提案
　厚生労働省が実施する「介ޢロボットの開発・実証・普及のプラッ
トフォーム構築事業」において、介ޢロボットの評価・効果検証を
実施するリビングラボを東北大学青葉山キャンパスに設立しまし
た。このリビングラボを通して、産学官連携を進めるとともに、ムー
ンショットプロジェクトとも連携し、介ޢロボットの開発・実証・
普及の流れを加速化することを目指します。

活力ある社会を創る適応自在AIロボット群 
（内ֳ෎ムーンショット型研究開発事業）
　内ֳ෎が主導するムーンショット型研究開発事業にࢀըし、
2050年を想定した挑戦的な AI ロボットの研究開発を進めており
ます。本プロジェクトでは、様々な場所に設置され、いつでも、だ
れでも利用でき、ݸ々のϢーザに合わせて形状や機能が変化し適切
なサービスを提供する適応自在 AI ロボット群を開発します。これ
により、人の自己効力感が向上し積極的な社会ࢀըを支援します。

ະདྷࣾձを創る"*ロϘティクス
　超高齢社会に対する介ޢ・ヘルスケアのための人間支援ロボットの研究開発を行っております。また、複数ロボットを協調的に用いて、
人の支援からインフラメンテナンスに至るまで幅広く適用できる複数ロボット協調システムの研究開発を行っております。さらに、取りѻ
いが難しいॊೈ物をϋンドリングするロボットを実現し、ҥ類製造ラインの生産性を劇的に引き上げる次世代産業用ロボットの研究開発
や、次世代3D プリンティング技術の研究開発による新しいモノづくりの提案を行っていきます。これらの研究開発を通して、AI 技術とロ
ボット技術を統合した AI ロボットを実現し、そのような AI ロボットとの共生が当たりલとなる未来社会を提案していきます。そのために
は、工学的な観点の研究だけでなく、心理学やロボットྙ理、ロボット法を含んだ他分野との学際的な研究を行っていきます。

https://srd.mech.tohoku.ac.jp/ja/

ロボットシステム講座
知能機械デザイン学分野

ฏ田・ԧ・サラザル 研究室

ロボティクスコース
ロボティクス専攻
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https://tamlab.jp

田村 研究室
准教授

田村　༤介ロボットシステム講座
知能機械デザイン学分野

ロボティクスコース
ロボティクス専攻

歩行者の移動予測
　移動ロボットや自動運転車等が安全かつԁ滑に移動するために
は、周辺の歩行者をはじめとする他者の移動予測が非常に重要で
す。当研究室では、環境や他者が歩行者の移動に与える影響を考
慮した移動予測手法の開発を行っています。特に、近年問題となっ
ている歩きスマϗのように、周辺に適切に注意を配っていないリス
クの高い歩行者を検出し、その移動を予測することを目指していま
す。

運動スキルの解析と支援
　スポーπやリϋビリテーションなどにおいて、運動スキル向上の
ためには、自分のフォームや動作、力の入れ方、タイミングなどを
把握し、改善することが重要です。当研究室では、このような運動
スキル向上のための計測・解析技術及び、上達支援技術について、
特に自転車をターゲットとして研究を行なっています。

パーソナルモビリティの操作支援
　電動車Ҝ子に代表されるパーソナルモビリティは、高齢者や障害
者等が自らの力で気軽に外出するためには欠かせないものとなっ
てきました。一方で、ڱᯀ部や人混み等で安全に移動するためには
一定の技能が必要であり、適切な操作支援を行うことで౥৐者の負
୲を軽減する必要があります。当研究室では、౥৐者の意図を推定
することで、意図にԊった操作支援を行う手法の開発を行っていま
す。

ロボティクスと放射線計測の融合
　原子力発電所の事故に伴う放射性物質のඈ散や、֩ セキュリティ
におけるニーズから、放射線源の分布を特定することが求められて
います。当研究室では、人間作業員の被曝リスクを低減するために、
放射線検出器を౥ࡌした移動ロボットを用いて放射線源を自཯的
に探索し、その分布を推定する技術についての研究を行なっていま
す。

໨に͑ݟないものをѻうロϘティクス
　ロボットに代表される知的機械システムが人間社会の中で活༂するためには、共存相手となる他者、つまり人間の理解が必要不可欠です。
これは単に機械のଆから見える他者の動きを捉えれば良いのではなく、他者が状況をどのように捉えているのかを理解することがあるとい
うことを意味しています。この理解のために、人間の振る舞いに内在する意図や注意を考慮したロボティクスについての研究を行なってい
ます。また、当研究室では、放射線のような人間の目には見えない対象を計測・可視化し、その線源を特定するためのロボティクス技術に
ついての研究も行なっています。このように当研究室では異分野との融合を通じて、目に見えないものを推定・可視化し、さらには制御す
るための研究を行なっています。
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助　教
ੁপ　խ徳

教　授
Ԭ୩　و೭

質感のը像ೝࣝ
　ը像1ຕからそこにࣸる物体の質感をೝࣝする方法についても
研究してきました。質感とは、ある物体の表面の状態について人が
感じ取る様々な感覚、たとえばざらつき、光୔感、Ԝತ感などを表
します。ある物体の質感はݸ々の属性で表現できると考え、本研究
では、このようなݸ々の質感属性のई度を、物体のը像1ຕから推
定することを、ը像ೝࣝの方法論で実現します。

深層学शモデルの൑断根ڌの可視化
　単に深層学शモデルの予測精度を向上させるだけでなく、モデル
が何故そのような出力をしたのかという൑断根ڌを可視化するこ
とは、重要な意味をもちます。例えば、われわれの研究室ではը像
シーンのԞ行きを推定する深度推定において、予測に重要な場所を
生成・可視化し、提示する方法論を提案しています。

破損したը像を修෮するը像෮元
　ը像෮元とは、ブレやノイズ、Ӎ粒などを含む破損したը像をも
との៉ྷなը像に෮元する技術のことです。われわれの研究室で
は、主に深層学शモデルの1つである৞み込みニューラルネット
ワーク（CNN）を用いて、より៉ྷにը像を෮元するためのモデル
設計や学श方法、データセットの構築について研究をしています。

ը像理解と自然言ޠ（視覚言ޠ融合）
　ը像理解のために、自然言ޠを用いた方法論についても研究して
います。例えば、ը像と質問文を与えると、質問に対する適切な౴
えをฦ౴するタスク（7isVal 2Vestion AnsXerinH）について研
究を行っています。これらの視覚言ޠ融合タスクで優れた性能を
達成するためには、ը像情報と言ޠ情報を適切に関連付ける必要が
あり、そのための方法論を研究しています。

ਂ૚学शが実現するਓ工知能とίンϐューλϏδョン
　我々の研究室ではコンピュータビジョン分野を中心に、ը像処理、機械学श、自然言ޠ処理など、人工知能に関連する分野を広く研究し
ています。コンピュータビジョンの目標は、様々な視覚情報に対して人間同様に観測、ೝࣝ、そして൑断を下すことのできる機械知能を作
ることにあります。この目標に向け、われわれの研究室では主に深層学श（ディープラーニング）の理論・実践の両面から各種の問題に取り
組み、研究を進めています。

http://www.vision.is.tohoku.ac.jp/us/home/

知能ロボティクス講座
イメージ解析学分野

Ԭ୩・ੁ প 研究室

ロボティクスコース
情報科学研究科システム情報科学専攻
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３次元地図構築と操縦支援，３次元地図構築と操縦支援，
環境認識・自律走行 次世代移動体システム

自走する能動スコープカメラ
飛行飛行ロボットによる飛行飛行ロボットによるロボットによる

インフラ点検 ロボット機構

レスキューロボット・サイバー救助犬

准教授
多田隈　ݐ二࿠

特任准教授
Ԭ田　Ղ౎

教　授
大野　和則

教　授
田所　་

助　教
渡辺　ক広

特任助教
Ѩ部　一樹

特任助教
小ౡ　匠太࿠

特任助教
プルタコ・ベゼϋ・

ネト・ϋψフォ

https://www.rm.is.tohoku.ac.jp/

応用情報技術論講座
人間－ロボット情報学分野

田ॴ・େ໺・多田隈・Ԭ田・౉ล・
小ౡ・Ѩ෦・ベθϋ 研究室

ロボティクスコース
情報科学研究科応用情報科学専攻

社会インフラ・設උ点検ロボットの研究
　レスキューロボット研究でഓった人の行きづらい場所で人に代
わって作業をするロボット技術を活かし、橋梁・トンネルなどの社
会インフラや工場設උを点検するロボットの研究開発を行ってい
る。2013年度以降、橋梁の高所ڱᯀ部や広大な法面を点検するテ
ザー付の球殻ドローンや、コンクリート構造物内部を安全に点検で
きるඈ行体の研究開発を実施している（NEDO-SIP、理研 AIP）。

次世代ロボット機構の研究
　球状全方向車輪 lOmni-Ballz を原点とした全方向駆動メカニズ
ムをはじめ、極限機構の研究開発に体系的に取り組んでいる。研究
開発においては、機構の原理アイディアの創出から、実機設計・試
作といった一連の具現化の過程に関しても力を入れて活動してい
る。また、ロボット機構の応用先として、災害地での移動ロボット
ベース・把持作業装置などを視野に入れて取り組んでいる。

能動索状体のアクチュエーションの研究
　細径の索状の機械を対象とし、新しいアクチュエーションの原理
を適用し、能動的に運動する機能を開発している。この技術を利用
して、レスキュー活動におけるڱ路探査のために、ビデオスコープ
のケーブルに自走機能を付与した「能動スコープカメラ」を開発。
200�年には、消防ி長官表জ最優ल৆、「今年のロボット大৆・優
ल৆」等を受৆した。

次世代移動体・環境ೝࣝの研究
　԰外無人搬送車や自動運転を対象に、ѱ天ީや積ઇなどの過酷な
環境で周囲をೝࣝする技術、確率的な࿮組みを利用したؤ健な地図
構築や位置推定、自཯的に行動する知能の研究開発を行っている。
これまで蓄積したセンシング、確率的な手法などを応用して、大規
模な石油化学コンビナート火災を対象とした消防ロボットの開発、
重度࣬ױױ者の運転支援、東北の積ઇ路面での自動搬送車の共同研
究にも取り組んでいる。

レスΩューロϘοト・サイバーٹॿݘの研究
　田所研究室は、1��5年のࡕਆ୶路大਒災を期にレスキューロボットを学術研究分野として創成し、世界的な中心として本研究分野を推
進してきた。2006-2010年「NEDO 戦ུ的先端ロボット要素技術開発プロジェクト」で開発したクローラロボット 2VinDe は、東日本大
਒災で被災した෱ౡୈ一原発の内部調査に利用され、冷温停止に向けて大きく貢献した。2013年度は被災ݐ物内探査システム「ロボ・ス
コープ」をਗ਼水ݐ設（ג）と共同開発し、さらなる貢献が期待される。
　また、レスキューロボットの情報ऩ集や環境ೝࣝの技術を౥ࡌしたݘ用サイバースーπにより、ٹ助ݘの災害現場での探査行動を記࿥し、
探査の有効性や被災者のいる可能性を自動で൑断する「サイバーٹ助ݘ」の研究も近年注目を集めている。
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振動触覚センサ

リアルな体感を与える振動フィードバック リモート触覚技術と触覚メディアの創生

触覚を用いた極限ロボットの操作支援 器用さを生み出す皮膚感覚機能の解明バーチャルリアリティの体感共有触覚を用いた極限ロボットの操作支援 器用さを生み出す皮膚感覚機能の解明バーチャルリアリティの体感共有

准教授
ࠛ陽　խ࢘

触覚のֵ新的リモート技術ɿ 
体感振動の記࿥と再生技術と触覚メディアの創生
　身体に伝೻する振動を空間的に記࿥し、リモートに伝えること
で、技能やྟ場感を伝える基盤技術を開発しています。知覚特性
に基づく感覚透過変換や、AI を用いた信߸処理を活用して、視覚・
ௌ覚に次ぐ新しい触覚メディアの創生を目指します。また、薄膜
MEMS デバイスを用いた双方向触覚インタフェースの実現に向け
て、産総研など複数機関と共同研究に取り組んでいます。

器用さを生み出す皮ෘ感覚機能ɿ触覚サイバーフィジカ
ルシステムによるヒト把持・操り機能の解明
　ヒトが持つ器用さと皮ෘ感覚の関係を調査することを目的に、物
体を把持した際の接触面の分布触覚情報を再現する世界最高性能
の高解像触覚ディスプレイと、指ෲ部の接触変形のリアルタイムシ
ミュレーションを接続したサイバーフィジカルシステムを構築し
ています。接触界面の触覚情報を改変した際の把持運動変化に着目
し、ヒトの把持・操りに関する触覚機能の解明に取り組んでいます。

立体振動ɿྟ 場感・ഭ真性を伝える̏ 次元振動定位技術
　ௌ覚の立体音響のように、外界の振動源の位置を体感させる「立
体振動」と呼Ϳ新しい触覚提示技術を提案しています。身体に複数
の振動ܹࢗを加えて、その知覚量の偏りを制御することにより、特
定の方位と距離に振動源が存在するように体感させます。これに
より、7R 空間で、体の周りで物体やキャラクタが動いているよう
な体感を表現し、ྟ 場感やഭ真性を向上させることができます。

リアルな体感を伝える振動フィードバックɿ 
知覚特性の理解に基づく体感振動の信߸処理
　スマートフォンやゲーム機などに౥ࡌされる小型の振動デバイ
スは、広ଳ域の振動を生成することが難しく、体験の質は限られま
す。本研究はヒト振動知覚特性に基づき、任意の振動波形の感覚を
維持しながら小型デバイスでも再生可能な信߸に変換する感覚等
価変換技術を提案しています。これにより、音響域を含む高周波波
形を振動に変換し、従来よりも格ஈにリアルな体感を実現しました。

ϋプティクスɿ৮֮機能の解明と革新技術をめ͟しͯ
　「体感する」という言葉が示すように、触覚はྟ場感を伝えたり技能を理解するために重要な感覚です。ϋプティクスは触覚に関する科学・
技術をѻう学問で、ਆ経科学、ೝ知心理から、機械工学、電子工学、コンピュータ科学など、幅広い分野に関係しています。スマートフォン
などの情報端຤や 7R デバイス、車ࡌ装置など、身近なデバイスにも触覚提示装置が౥ࡌされています。ロボットにおいても、接触検出や
器用な把持操作、直感的な遠ִ操作には、触覚センシングや触覚支援が必要になります。本研究室では、ヒトの触覚機能のしくみを解明す
るとともに、触覚技術のֵ新をめざしています。具体的には、様々な触覚提示装置や、触覚のための信߸処理と定量化技術、ྟ 場感・直感性
を高める体感インタフェース、ロボットのための触覚センサやリモート技術などに取り組んでいます。

http://www.rm.is.tohoku.ac.jp/

応用情報技術論講座
人間ーロボット情報学分野

ࠛཅ 研究室

ロボティクスコース
情報科学研究科応用情報科学専攻
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CryoͲTEM

DNAオリガミ構造モジュール（スタック数制御）

酵素を使ったDNA分子計算回路（USG)の設計図

■生命原理をシステマチックに拡大したモノづくり
コンピュータで配列設計した生体高分子を合成し，セルフア

センブリ（自己集合）によりシステムを構築する．

■コンパクトかつエコなモノづくり
DNAなどの高分子合成機（マザーマシン）により，あらゆる

パーツ・システムを創り出すことが可能である．

■超情報集約型のモノづくり
分子配列から応用システムまでの各階層を一気通貫に記述・

設計する超複雑システム構築理論に挑戦する．

分子ロボティクス～新しいモノづくりのパラダイム

分子ロボットの進化

特任助教
安部　ܡ太

助　教
川ຢ　生ਧ

教　授
村田　ஐ

DNA ナノエンジニアリングとはʁ
　DNA は生物のҨ伝情報をつかさどるだけでなく、素材としても
非常に有望な分子です。ACGT という4つの文ࣈでॻかれた DNA 
のԘ基配列をうまく設計することで、DNA の分子の形や、DNA 
分子間の相互作用を自在に操ることができるようになってきまし
た。この性質を利用して、ナノ構造やいΖいΖな分子デバイスなど
を創り出す技術が DNA ナノエンジニアリングです。

DNAでつくるナノ構造
　Ԙ基配列を指定して化学合成した DNA でナノ構造を組み立て
る技術が急速に進歩しています。DNA オリガミと呼ばれる手法が
代表的なもので、コンピュータを使って非常に複雑な形の分子を
設計することができます。当研究室では、DNA オリガミ手法を用
いた人工膜チャンネルや、人工ฬ毛スラスター、分子ステッピング
モーター、また、光に応౴する DNA ゲルなどの開発に取り組んで
います。

国際生体分子デザインコンペで大活༂ʂ
国際生体分子デザインコンペで大活༂ʂ国際生体分子デザインコ

ンペティション（BIOMOD）は、新しい生体分子システムを1から設
計し、実際にその分子を合成し、その機能やおもしΖさをڝう国際的
な学生コンテストです。世界中の学生チームが DNA やタンパク質な
どの生体分子のϢニークな設計をڝいます。東北大チームはこれま
で3回総合優উしています。今年も当研究室から学生チームがࢀ加
します。次はどんなアイデアでউ負するかʂ

DNAコンピューティング
　DNA の相ิ性をうまく利用すると、溶液中のある DNA の濃度
が論理ԋ算に対応するような反応系がつくれます。これを用いて、
数ඦݸの論理ゲートを含むような分子計算回路をつくることがで
きます。当研究室では、マイクロゲルビーズに DNA ゲートを組み
込んだ時空間情報処理システムや、プログラムしたॱ൪で特定の配
列の DNA 分子を出力するシステム、ゲル上の離散反応空間などを
開発しています。

分子ロϘティクスの創成を໨ࢦしͯ
　「分子ロボティクス」を標ᒗする我が国ॳの研究室として DNA ナノエンジニアリングのアプローチにより、部品となる分子ひとつひとつ
を設計し、それをシステムとして組み立てて、さまざまな環境の変化に対し自཯的に応౴することのできる分子機械システム、すなわち「分
子ロボット」を構築する方法を確立することを目指している。分子ロボティクスの研究は、これまで化学だけがѻうことのできた分子の世
界にロボット工学を拡張するためのಥ破口となるだΖう。ここで開発する技術は様々な分子機械システムの基盤技術となるもので、学術的
にも産業的にもインパクトは大きい。たとえば、分子ロボット群が協調して໔Ӹ細๔のように集ஂとしてױ部をたたくスーパードラッグデ
リバリーシステム、細๔分化を制御するプログラム幹細๔ഓཆ、環境モニタリング、֩ 酸医療など、広範な応用が期待される。

http://www.molbot.mech.tohoku.ac.jp/index.php

ナノシステム講座
分子ロボティクス分野

村田・川ຢ 研究室

ロボティクスコース
ロボティクス専攻

分子ステッϐングϞーλー

཭ࢄήル൓Ԡۭؒ
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准教授
野村　৻一࿠

助　教
松ྛ　英明

オートマター ɿ プログラマブルな自動物質群
　 ন ೴ ધ や バ ク テ リ ア の 群 れ な ど、自 動 的 に 動 く 物 質 が
ADtiWeMatter と呼ばれ注目されています。我々はモータータンパ
ク質で駆動する分子ロボット群を分子計算回路で制御したり、人工
多細๔体の動きを内外からの分子 / 電気信߸で制御したりする課
題に取り組んでおり、「プログラムにしたがって」自動的に動く物
質群を lAVtoMatterz（造ޠ）と呼び、研究を行っています。

天然の細๔と共に働く人工細๔
　これらの人工細๔は、天然の細๔の「世࿩役」として働くことが
期待されています。そのために、人工細๔に組み込むことで特定の
分子シグナルを伝達する「ポア」や「センサ」、そして情報の増幅を
行う分子システムを設計しています。さらに、細๔内部へ物質を輸
送するコンテナとして人工細๔を利用することも可能であり、バイ
オエンジニアリング分野への応用への道が開かれつつあります。

人工細๔の大量生産
　人工細๔構造は、その複雑な構造を1つ1つ組み立てるのではな
く、分子同士の親和性にしたがって自己組織化されます。通常の実
験に用いるのは数 mL ですが、ক来的な利用をにらんで、私たちは
簡便で高効率な大量生産によって多細๔化を可能にする方法を研
究しています。現状では自己複製を行えない人工細๔ですので、自
然の細๔の増৩率にඖఢしうる製造効率を目指しています。

設計通りに動く人工細๔
　天然の細๔は複製・代ँなど様々な機能を有しています。人工
的な細๔では、ཉしい機能に注目して設計した分子システムをマ
イクロサイズの「ା٧め」にして、その動作を評価します。DNA、
RNA、タンパク質、触媒、Ҩ伝子発現、分子モーター、DNA 論理
回路、光センサ、温度センサ、࣓ 気センサなど多࠼な内容物をデザ
インし、天然を超える / 天然にない機能の実現を目指しています。

ਓ工細๔工学
　人工細๔（ArtipDial-Cell）とは、人ҝ的に設計された分子システムで構成されたミクロサイズの活動Ϣニットのことで、生きた細๔とは
て非なる機能を持ちます。その人工細๔研究の二つの鍵は、天然の細๔に学びつつ望みのシステムを設計し実装することと、分子プログࣅ
ラムによる制御を実現することです。私たちの研究グループでは、人工細๔の作成を通して、医療、環境、材料、バイオなどの分野に応用可
能な、自動的に働くマイクロ分子システムの提供を目指しています。

https://sites.google.com/site/smnomuralaboratory/

ナノシステム講座
分子ロボティクス分野

໺村・松ྛ 研究室

ロボティクスコース
ロボティクス専攻
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ਤ�ɹ�G)[ ଳ超高प波஄性波ڞৼ子ɿ自ࢧݾ し࣋た
����Nްの୯݁থ -i5B0�に൘波をྭৼ

ਤ�ɹ.&.S�-S* 集積化プラットフォームɿ5S7を
形成した-S*ͱ.&.Sを金属઀合しɺີؾ෧ࢭ

ਤ�ɹϩボットϋンドˎに࣮૷した集積化৮֮センサ
ˎ౦ژ౎ཱۀ࢈技術高౳ઐ໳学ߍɹਂ୩௚थ।ڭतఏڙ

助　教
山田　駿介

講ࢣ（µSIC）
鈴木　༟輝෉

シニアリサーチフェロー
門田　道༤

教　授
田中　ल࣏

助　教
Andrea 7erHara

ヘテロ集積化技術とウェϋーレベル・パッケージング技術
　MEMS と LSI に代表される異要素の集積化技術、MEMS をウェ
ϋーレベルで真空෧止するためのパッケージング技術などを開発
しています（図3）。これらは、マイクロデバイスの小形化や高機能
化に必要な共通基盤技術であると同時に、多くのノウϋウを必要と
する差ผ化技術でもあります。また、ウェϋーボンダー、原子層堆
積（ALD）装置などのプロセスπールも開発しています。

MEMSの共同研究開発パートナーをお探しのا業のօ様へ
　๛෋な技術、ノウϋウ、文献情報などに基づき、マイクロデバイ
スに関連する産業界の研究開発を積極的に支援します。当研究室
とマイクロシステム融合研究開発センター（µSIC）が協力し、研究
開発のステージに応じて、小ยウェϋーでの原理実証から4 ʙ 6
インチウェϋーでの試作まで様々な案件に対応します。技術コン
サルティング、ا業内プライベートセミナーなどもঝっています。

フィジカル空間とサイバー空間とをつなぐマイクロデバイス
　従来から MEMS 技術が広く用いられているのは入力を୲うセ
ンサーです。私達は׳性センサー、超音波センサー、触覚センサー

（図1）などを開発しています。一方、出力を୲うマイクロデバイス、
たとえば、圧電 MEMS スピーカー、圧電光スキャナー、振動ϋプ
ティックデバイスなどの開発にも力を入れています。これらの共
通点はアクチュエーターですが、その高性能化の研究も行っていま
す。

無線通信をつながりやすく、高速にするための 
周波数બ୒・制御デバイス
　スマートフォンに代表される携ଳ情報端຤の普及によって、周波
数資源がひっഭしています。次世代無線通信や IoT（Internet oG 
TIinHs）に対応するために、低損ࣦ・低温度係数 SAW デバイス、
超高周波 SAW/BAW デバイス（図2）、小形低周波 SAW デバイス、
高安定シリコンクロック発振器などを開発しています。また、圧電
薄膜や圧電デバイスの研究にも力を入れています。

材料からシステム·Ͱɺ.&.S・マイクロシステムの研究開発
 　MEMS（MiDro EleDtro MeDIaniDal SZstems）は人間と機械との間をつなぐ入出力システムとして広く利用されていますが、それを
発展させた新しいマイクロシステムを創出しています。たとえば、自動運転やロボット制御に必要な高性能ジャイロスコープ、情報通信や
無線センサーの要となる周波数બ୒デバイス、ジェスチャーೝࣝのための超音波センサー、触覚表現のためのϋプティックデバイスなどが
あります。これらのマイクロシステムが従来にない機能や性能を発شするためには、集積回路やパッケージングとの一体化、機能性材料の
利用などが必要です。そのため、異要素の集積化技術、ウェϋーレベル・パッケージング技術、機能性材料の成膜技術などの基盤技術も開
発しています。また、ا業との共同研究、研究機器のެ開、および国際連携にも力を入れています。

http://www.mems.mech.tohoku.ac.jp/index.html

ナノシステム講座
スマートシステム集積学分野

田தʢलʣ 研究室

ロボティクスコース
ロボティクス専攻
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.&.Sδャイϩスίープ用の高性能ৼ動子高性能δャイϩシステムͱɺ制御用の機能ϒϩッΫਤ

准教授
௩本　و৓

http://www.mems.mech.tohoku.ac.jp/

ナノシステム講座
スマートシステム集積学分野

௩ຊ 研究室

ロボティクスコース
ロボティクス専攻

大きな発生力と精密な変位制御が可能な、MEMSアク
チュエータの開発
　MEMS アクチュエータは微小であるがゆえに発生できる力も小
さくなってしまいます。比較的大きな力が発生可能な方式として
圧電薄膜を用いたものや、熱๲張を用いたものがありますが、これ
らは変位を精密に制御しづらいといった欠点を持っています。そ
こで、アクチュエータと変位センサを集積化させ、フィードバック
制御することで、変位を精密に制御することに取り組んでいます。

ロボットや自動運転にも使用可能な、小型・高性能ジャイ
ロスコープ
　ロボットやドローン、自動車の高度な制御にはジャイロスコープ
が必須です。ジャイロスコープの性能を向上させるための MEMS
設計技術、MEMS 構造体を真空中にパッケージングする技術につ
いて研究開発を行っています。また、FPGA を用いて MEMS デバ
イスを制御することで、これまで実現が難しかった、角度を直接出
力する新しい方式のジャイロスコープの開発に取り組んでいます。

熱の流れを制御したり、赤外線を可視化するためのマイ
クロ熱デバイス
　CPU 等の電子部品の局所冷却や、超小型の冷ౚ機を実現するた
めには、小型の熱流制御デバイスが必要になります。微小領域での
෸ಅ・ڽ縮現象を応用して、高熱密度の排熱や、熱流方向によって
断熱／熱通過を切りସえるような微小デバイスを開発しています。
また、サーモグラフィーをより身近なものにするために、赤外線を
可視光に変換するデバイスの開発を行っています。

多自由度振動子の高精度制御とセンサ応用
　複数の質量がばͶで結合されている多自由度振動子の固有振動
モードは、構成要素のばͶ定数等のパラメータに非常にහ感に応౴
する。
　当研究室では、多自由度振動子のダイナミクスや、その上で複数
の固有モードを同時に制御するための方法の開発を行っています。

฻らしを๛かにするためのɺマイクロマシン技術をͬ࢖た高性能センサの研究
　当研究室では、MEMS（MiDro EleDtro MeDIaniDal SZstems）を使った高性能なセンサデバイスや、センシングシステムの開発に取
り組んでいます。MEMS とは、マイクロメートル精度で加工されたシリコンの微細構造や、ナノ・マイクロメートルレベルの極めて薄い薄
膜などを組み合わせて作られたマイクロマシンです。我々は、これらの MEMS センサを高性能化・小型化するための、設計・加工技術の向
上に取り組んでいます。また、マイクロコンピュータや FPGA（Field ProHrammaCle Gate ArraZ）を用いたシステムの研究開発にも力
を入れており、センサの性能をඈ༂的に高めたり、これまで実験室にしか置けなかった検査装置をՈఉでもつかえるように小型化したりし
ております。
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教　授
橋本　ߒ一

助　教
千葉　直也

特任助教
༶　ւ川

生物の移動原ཧの解໌ݩ࣍ࡾϩボットϏδョン・৮֮センシングͱϩボットマχϐュレーション

人工知能によるロボットマニピュレーション
　これまでのロボット研究では、工業部品のように固くてը一的な
対象をѻってきました。一方人間が日常的にѻっている対象物は、
෰や布、野ࡊ、೑、液体、調味料のように、ॊらかかったり壊れやす
かったりし、ݸ体差もあります。こういった対象物は、数学的な表
現方法の構築が難しく、それらを操作するロボット制御も難しくな
ります。我々は人工知能技術を駆使した解決に取り組んでいます。

三次元センシング̫ 三次元データ処理�三次元ロボット
ビジョン
　計算機の高性能化に伴い産業ロボットにおける三次元データの
活用が急速に進められており、三次元データに基づく自動組み立て
やばら積み部品のϋンドリングなどが求められています。私たち
は、スパース推定による三次元センシング、効率的な点群処理アル
ゴリズムや深層学शによる三次元データ処理など、最先端の AI 技
術を活用した三次元ロボットビジョンの実現を目指しています。

ਓ工知能Ͱ੾り開くロϘοトϏδョンとマニϐュレーション
　この研究室では、機械学श・深層学श・強化学श・推論といった人工知能、ロボティクス、コンピュータビジョンの技術を駆使し、工場で
働くロボットや、人間の生活をサポートするロボットを制御する方法を研究しています。ロボットが操作しようとしている対象物を三次元
ビジョンによってೝࣝし、モーションプラニングなどの推論によって行動を生成します。より良いը像ೝࣝや対象物理解のために、機械学
शを取り入れています。ロボットが物体を操作（マニピュレーション）するには、視覚（ビジョン）だけでなく触覚も重要です。我々はロボッ
トϋンドのための触覚センサ開発にも力を入れています。さらに、このような研究でഓわれた技術は、生物の行動を理解するπールとして
も使えます。例えばௗに取り付けた小型の計測器からビッグデータを構築し、機械学शによってパターンの分析を行っています。

http://www.ic.is.tohoku.ac.jp

知能ロボティクス学講座
知能制御システム学分野

ຊ・ઍ༿・༶ 研究室ڮ

ロボティクスコース
情報科学研究科システム情報科学専攻

深層学शを用いた三次元データೝ ・ࣝ理解
　三次元点群やボクセル表現、ӄ関数を用いた記述など、三次元
データは様々な形式で記述されます。これらのデータからうまく
情報をந出してタスクを達成するには、単に深層学शを適用する
のではなくデータ構造に合わせた手法を開発する必要があります。
我々は点群深層学शを中心に、様々な三次元データをѻうための技
術の開発に取り組んでいます。

生物の移動原理の解明
　ヒトを含めௗやࠛ஬などの生物は「移動」します。その原理を解
明するために、多様なセンサや、ロボット顕微鏡を用いた計測によ
り、生物の移動に関するデータをऩ集します。そのデータを人工知
能技術により分析し、生物の移動を数式として表現し、理解します。
この研究により、生物の移動を予測・制御できるようになれば、ヒ
トや動物、ロボットが移動する社会の問題解決が期待できます。
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デΟープラーχングによるΪλーԋ૗の自動ೝࣝࢴ面の໛様ͱ動 を͖௨͡ イͯンλラΫション可能なプϩδΣΫションマッϐング

准教授
鏡　৻ޗ

http://www.ic.is.tohoku.ac.jp/

知能ロボティクス学講座
知能制御システム学分野

研究室 ڸ

ロボティクスコース
情報科学研究科システム情報科学専攻

高速視覚情報に基づくϢーザインタフェース
　身の回りのあらゆる表面をディスプレイに変化させるプロジェ
クション型の情報提示技術が、オフィス、Ոఉ、生産現場などにお
ける作業・活動支援手ஈとして注目されている。実環境中の物体や
Ϣーザの素早い動きに適応する஗Ԇのない映像制御や、そのような
動きに基づく動的なコンピュータ・ヒューマン・インタラクション
を実現するための研究開発を行っている。

高フレームレートը像計測の研究
　運動する対象の計測全般において高フレームレートビジョンは
強力なπールとなる。非接触センシングというը像計測の特長に
加え、通常のビデオレート計測ではとらえきれない高速な動きをと
らえ、それをリアルタイムに活用することができる。さらに、高速
プロジェクタと組み合わせた高速3次元計測や、他のセンサ情報と
の融合による同物体検出・同定技術の開発に取り組んでいる。

高速プロジェクタの開発
　ビデオプロジェクタとビジョンシステムを組み合わせることで、
さまざまな映像表現や計測応用が可能となる。高速ビジョンシス
テムと組み合わせて用いることを目的として、ຖ秒数千フレームで
の投影が可能な高速プロジェクタの開発を行っている。映像の供
給とその幾何学的変換を分離して実行するアプローチにより、ϗス
ト PC に負荷をかけずに高速投影を実現できる。

ロボットビジョン技術の実応用
　産業応用やスポーπ応用など、現実の問題へのロボットビジョン
技術の適用にチャレンジしている。特に、ワイヤϋーネスやシート
状素材のようなॊೈ物体の計測・ϋンドリングや、高速回転するゴ
ルフボールのマーカーషり付けに頼らない運動計測など、難қ度の
高い対象の自動ೝࣝ、位置決め、追跡等のための技術開発に取り組
んでいる。

高଎Ϗδョンシステムとͦの応用
　従来のビジョンシステムを大幅に上回るフレームレートで動作する高速リアルタイムビジョンシステムとその応用に関する研究を行っ
ている。ビジョンシステムどうし、あるいはビジョンシステムとさまざまな機器が協調動作する࢓組みの開発も進めており、その一貫とし
て、ը像パターンをຖ秒数ඦʙ数千フレームで投影・ࡱ像できる高速プロジェクタ・カメラシステムの開発を行っている。高フレームレー
トでの3次元形状計測や、新しい映像提示インタフェースへの応用が可能である。また、高速ビジョンシステムにより運動体の動きを素早
く検知することができることを利用した新しいϢーザインタフェースの研究を進めている。
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ʢEʣ光௨信用スイッチングアドドϩップフΟルλɺ
ʢeʣ光௨信用൓ࣹ཰可มフΟルλ

ʢBʣナノ֨子ແ൓ࣹ構造ʢիの؟構造ʣɺʢCʣ構造৭利用ΧラーフΟルλɺ
ʢDʣٙ 化光ϝλマテリアル໌ಁى電࣓༠ࣅ

教　授
金৿　ٛ明

助　教
Ԭ୩　泰༎

特任助教
YinH HVanH

「シリコン表面の新しいナノ加工・平滑化技術の開発」
　ドライエッチングされたシリコンの加工面はߥれており、デバイ
スの特性劣化や光学損ࣦの原因となります。高温水素雰囲気中に
おけるシリコン表面原子の自己拡散による構造変形を超精密制御
するナノ加工技術を開発しました。超低損ࣦなナノ・マイクロ光
デバイスや機械強度の優れたシリコン微小機械部品を実現します。
基板表面だけでなく立体構造への超平滑化処理が可能です。

「微小機械による光の動的制御
ʙ可動フォトニック結晶・可動メタマテリアルʙ」

　フォトニック結晶は光波長程度の微細周期構造で、光をः断・閉
じ込める機能を持ちます。マイクロアクチュエータでフォトニック
結晶を高精度に位置制御することで、フォトニック結晶ナノ光共振
器の光結合効率を制御する波長બ୒フィルタや光ः断特性を制御す
る反射率可変フィルタを開発しました。また、構造可変電࣓誘起透
明化メタマテリアルを製作し TH[ 波の透過率制御に成功しました。

「メタマテリアルɿ電࣓波の自在制御を目指して」
　メタマテリアルは構造性人工光学材料であり、そのϢニークな電
࣓波モードは構造に依存するため、自然界に存在する物質が本来示
さないֵ新的な光機能や目的に応じた電࣓波制御を構造により可
能とします。疑ࣅ電࣓誘起透明化や Fano 共鳴を発現するメタマ
テリアル、メタマテリアル吸ऩ体、光電素子一体化メタマテリアル
によるセンサ、機械式可変メタマテリアルを開発しました。

「生物模倣ナノ光学素子ʙ構造色利用カラーフィルタ、
ナノ格子無反射構造（իの؟構造）ʙ」
　クジャクの઱やかなӋ根の色はナノ格子が発生する構造色によ
るものです。本構造を模倣したのが構造色利用カラーフィルタで、
多࠼な発色を可能としました。իの؟にはナノ格子無反射構造が形
成されています。この構造を模倣し、シリコンの反射率をඦ分の一
に低減したり、発光ダイオードの光取り出し効率を60� 程度向上
しました。ナノインプリントによる安価な製造技術も開発しました。

光ૢ࡞技術の新ల開ɿメλマテリアル・ੜ物໛฿ナノ光学ૉ子と微小機ցの༥合
　メタマテリアルは入射波長よりも小さなサブ波長構造を単位素子とした人工光学材料で、負の۶折率や巨大群۶折率など自然界に存在し
ない様々な光学応౴を実現できることが知られ、これまでにない新たな光操作技術を可能とします。本研究室では、微細加工技術を駆使し
たメタマテリアルの製作技術、微小機械により変形して光学特性の変わる可変メタマテリアル、メタマテリアル応用デバイスの研究開発を
行っています。また、生物の持つ構造や機能を模倣し工学的に応用する生物模倣技術（バイオミメティクス）を応用した高効率なナノ光学
素子の開発とデバイス応用を行っています。また、超低損ࣦなナノ・マイクロ光デバイスを実現するために、水素雰囲気アニールにおける
表面原子の自己拡散を利用したシリコン表面の新しいナノ加工・平滑化技術の開発を行っています。

ナノシステム講座
情報ナノシステム学分野

ۚ৿・Ԭ୩ 研究室

ロボティクスコース
ロボティクス専攻

https://web.tohoku.ac.jp/kanamori/index.html
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准教授
ழވ　直生

ロボティクスコース
ロボティクス専攻

ழވ 研究室

ナノシステム講座
情報ナノシステム学分野
https://web.tohoku.ac.jp/kanamori/

ʮ؍Εなかͬた͜とを測Εるようにʯ～超高ײ度Թ度計測の先に͋るもの～
　本研究室では、微細加工を用いた超高感度センシングとその周辺分野に関する研究を行っています。特に、生体の状態を示す明ྎに示す
温度に対して、どこまで小さい温度を計測することができるのか、どのようなシステムであれば生体計測に最適なのかということに挑戦し、
細๔ʙ人体における様々なスケールにて、微細加工技術を用いて作製した温度センシングデバイス・システムに関する研究に取り組んでい
ます。マイクロ / ナノシステムとの融合によるブレークスルーが期待される新原理の計測デバイスやシステムの創成、その応用技術を実現
を目指し、材料からデバイスまで基ૅから応用まで幅広く研究しています。

フォノニックデバイスを用いた機械振動子の2値制御
　周期性をもつ微小構造体は特定の周波数をः断する性質（バンド
ギャップ）があります。この構造体の周期を任意の値に変えること
で、ः断する周波数ଳ域を任意に変ߋし、マイクロ機械振動子の振
動を制御することに成功しました。この技術は所望の周波数ଳに
合わせたスケールで微小構造体を作製することで、音、光、電࣓波、
温度など様々な振動に応用することが可能です。

高温度・時間分解能温度計測システム
　機械振動子は非常にシンプルな構造が故に微小化しやすく、重
さ、力、温度など様々な物理量センサとして用いられます。物理量
付与に依る共振周波数変化を計測原理とするこの共振温度センサ
において、通常のย持ち梁から両持ち梁にすることで温度変化に対
する応力変化を増大させ、高感度化を実現しました。温度分解能
��µˆは今でも世界最高の温度分解能値です。

単一細๔の温度信߸計測技術
　非生命である高分子の集合が生命的に振る舞う細๔は生体を構
成する最小のシステムです。マイクロサーミスタを用いることで、
ഓཆされた単一細๔の温度信߸を計測し、これまで観察できなかっ
た現象が観察できるようになりました。これらの計測を通じて、生
体や細๔の࢓組みを明らかにすることを目指し、単一細๔の温度情
報や成分分析に関する研究を行っています。

イオン液体を用いた液体型熱電対
　熱電対は通常、ݸ体を接合します。イオン液体はݸ体より大きい
熱電特性を持つにも関わらず、液体であるが故に接点（界面）を維
持できず、熱電対を構成できないことが課題でした。そこで、2種
のイオン液体を、電気的には接しているものの、物理的には接して
いない状態をマイクロ流体チップで実現し、従来のݸ体型熱電対の
20ഒ以上の熱電特性をもつ熱電対を作製しました。
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Տ合研究ࣨにお る͚ۭߤ機開発にデδλルなֵ新を͢͜ى ࣍ੈ୅の高஧ ・࣮਺஋流体シミュレーション研究

助　教
ᕆ田　啓޾

教　授
Տ合　फ࢘

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

Տ合・ᕆ田 研究室

航空システム講座
空力設計学分野
https://www.klab.mech.tohoku.ac.jp/index_jpn.html

様々な流体力学現象の解明 
ー高஧実な数値流体シミュレーション研究ー
　航空機やロケット開発で重要となる様々な流体力学現象の高஧実
な数値流体シミュレーションを実現するには、未だ挑戦的な課題が
数多く࢒っています。本研究室では、その根幹となる高஧実な数値
計算手法の開発に取り組むことで、これまで解析が難しかったিܸ
波とཚ流の相互干渉現象や気体・液体が混ざり合う混層流体現象、
さらにはཚ流燃焼現象などを明らかにする研究を進めています。

計算科学の新しい展開 
ーモード解析や機械学शを応用したデータ科学研究ー
　次世代の高஧実数値シミュレーションで得られる超大規模複雑流
体データから、どのようにしてキーとなる流体現象を解明し、その
因果関係をந出するか、さらにはどのように流体現象の低次元化や
物理モデルの構築を図るかは喫緊の課題です。本研究室では、モー
ド分解解析やレゾルベント解析などのモード解析法や機械学शを応
用し、本課題を解決に導く計算科学の新しい展開を試みています。

実機スケールの高஧実シミュレーション 
ー高レイノルズ数流れのཚ流モデリング研究ー
　航空機やロケット、ロケットエンジン内などの流れは高レイノル
ズ数条件のཚ流状態にあり、高レイノルズ数ཚ流現象の高஧実な予
測評価は重要な研究課題です。本研究室では、高レイノルズ数流れ
を高஧実な数値流体シミュレーションで解析可能とするཚ流モデ
リングの研究を進めており、NASA CFD 7ision2030でも取り上
げられるなど、世界的に高く評価されています。

航空機開発のデジタルֵ新 
ー航空機全機周りの高஧実シミュレーション研究ー
　現状の航空機開発では、試験機製造後の実機フライト試験でない
と評価できずにいる設計上の重要空力課題があるため、設計変ߋが
生じるリスクが常に存在しています。本研究室では、航空機実機複
雑形状・高レイノルズ数流れに適用可能な高஧実・数値流体シミュ
レーションで実機フライト試験を置き換え、航空機開発に次世代の
デジタルイノベーションを起こすことを目指しています。

す次世代の高஧実・਺஋流体シミュレーション研究͜ى機開発にデδλル革新をۭߤ
　本研究室では、現状の航空機開発における航空機実機フライト試験への依存度をܹ減させ、航空機開発にデジタルイノベーションを起こ
すことを目指して、複雑な流体・空力現象を予測評価可能とする次世代の高஧実・数値流体シミュレーション研究を行っています。研究対
象は、航空機に関わる流体・空力現象のみならず、様々な流体力学現象（特に圧縮性流体力学現象）や計算物理学、データ科学に関わる幅広
い研究分野を興味の対象とし、質と独創性で世界でউ負できるアカデミックな研究を目指しています。また学術・基ૅ研究を基盤とした応
用研究では、高஧実・数値流体シミュレーション技術とスーパーコンピュータ ň෋ַŉを用いて、世界ॳとなる航空機全機周り・実フライト
条件での空力現象予測評価の実現を先導的に実証していく研究を進めています。
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准教授
久୩　༤一

୅ସϞデリングʢTVSSPHBUe�NPEeMiOHʣ

チャネルཚ流の高ਫ਼度流体シミュレーション

複雑形状周りの高精度流体シミュレーションを 
可能にする数値計算手法の構築
　高精度な流体解析を行うのは流体物理の支配方程式に出来るだ
け஧実に数値計算を実施する必要があります。一方で、一般的に複
雑形状周りの流体解析に広く用いられている計算手法には数値安
定化のための人工的な粘性が過৒に加えられています。そこで当
研究室では人工的な粘性の付加なく安定に計算が行える数値計算
手法を提案し、様々な実問題への応用を目指しています。

量子アニーリングコンピュータを用いた
数値流体シミュレーション・形状最適化
　近年、量子アニーリング計算に関する研究および開発は情報科学
の分野で非常に盛んに行われています。一方で、量子アニーリング
計算の流体分野への応用はօ無と言って良い状態です。そこで当
研究室ではこの全く新しい技術の流体分野への応用に取り組み、ֵ
新的な数値流体シミュレーション手法や形状最適化手法の構築を
目指しています。

代ସモデリングによる
流体システム最適設計の高効率化
　設計で最適解を得る作業は、中身がわからないブラックボックス
に対して最適な出力値を出してくれる入力値を探索するようなも
のです。代ସモデリングはこのブラックボックスを近ࣅ的に得る
最適化手法の一つです。当研究室では、特に「高信頼度の計算解」
と「低信頼度の計算解」を組み合わせることで効率良く最適解を見
つける代ସモデリングに関する研究に取り組んでいます。

レイノルズ平均（RANS）モデルの高精度化
　RANS モデルは予測精度と計算時間のバランスの観点から、産
業界において流体システム設計に広く用いられている数値流体シ
ミュレーション手法の一つです。一般的に産業界で用いられてい
る RANS モデルは1方程式もしくは2方程式モデルですが、当研
究室では非等方なཚ流場のモデリングに適しかつ安定性にも優れ
た新たな�方程式モデルに関する研究を進めています。

流体システム設計のための਺஋流体シミュレーションと設計最దԽख๏
　当研究室では、航空機やガスタービンなどの流体システム（流体機械）のさらなる高効率化や全く新しい設計を生み出すため、数値流体シ
ミュレーション手法と設計最適化手法に関する研究に取り組んでいます。流体機械設計現場で広く使用されている数値流体シミュレーショ
ン手法はここ十数年の間΄とんど変わっておらず、大きな変ֵが必要とされています。また学術界では数多くの設計最適化手法が提案され
ていますが、実際にそれらの手法が設計現場で用いられる機会はそれ΄ど多くはありません。そこで当研究室では、今までは主に学術界で
のみ用いられてきた高精度数値流体シミュレーション手法の産業利用を見ਾえた高効率化や、設計者が容қに用いられるシンプルかつॊೈ
な設計最適化手法の構築、量子コンピュータの数値流体シミュレーションや設計最適化への応用などに取り組んでいます。

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

久୩ 研究室

航空システム講座
空力設計学分野
http://www.klab.mech.tohoku.ac.jp/index_jpn.html
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Ӌాۭߓのަۭߤ௨流シミュレーション先進複合材料ۭߤ機のマルチスケールϞデリング

助　教
川越　吉ߊ

教　授
Ԭ部　๎Ӭ

助　教
ೆӢ　Ղ子

助　教
ཾԔ　一樹

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

Ԭ෦・川ӽ・ೆ Ӣ・ཾ Ԕ 研究室

航空システム講座
材料・構造スマートシステム学分野
http://www.plum.mech.tohoku.ac.jp/toppage.html

先進複合材料をର象とした਺஋シミュレーション
　繊維強化プラスチックは従来の金属材料に比べ、軽量かつ高強度という優れた特性を有しています。このため、航空機や自動車等の輸送
機器の構造部材として用いれば、燃費改善や CO2排出量の削減につながります。2012年には、構造材料の大部分に繊維強化プラスチック
を用いた BoeinH���がब航するなど、応用分野は着実に広がってきています。しかしながら、繊維強化プラスチックは製造工程や材料構
造が複雑であり、解決するべき問題が多く存在しています。本研究室では数値シミュレーションを用いて、繊維強化プラスチックの特性解
明および性能向上のための研究を行なっています。具体的な取り組みとしては、FEM による損傷解析、分子シミュレーションによる樹脂
特性解析、炭素繊維強化プラスチック製主ཌྷの最適構造設計等であり、ѻうスケールおよび力学は多ذにわたります。

流体・構造・材料の連成解析による 
炭素繊維強化プラスチック製主ཌྷの最適構造設計
　近年、炭素繊維強化プラスチックを航空機構造部材へ適用する動
きが進んでいます。しかし、現在の設計ではその性能を生かしきれ
ていません。そこで、不確定要素となる因子を流体・構造・材料の
連成解析により明らかにし、それらを設計変数に組み込んだҨ伝的
アルゴリズムによる多目的最適化を行うことで、より最適な構造設
計を目指しています。

炭素繊維強化プラスチック積層板の 
ॳ期損傷におけるマルチスケールモデリング
　炭素繊維強化プラスチック積層板では、自由端層間で特異なひず
み場が生じ、ॳ期き裂に繋がることが知られています。ॳ期き裂が
生じる際の負荷ひずみは重要な設計基準の一つであるため、精度の
よいॳ期損傷予測が必要とされています。そこで、巨視解析により
ひずみ場を予測し、微視解析により損傷進展を予測するというマル
チスケール解析により、精度の良いॳ期損傷予測を目指しています。

Ӌ田空ߓの空ߓ面航空ަ通流シミュレータの開発と航
空機運用の最適化
　世界の航空ަ通量は向こう20年で2.5ഒに増加すると予想され
ており、効率的な航空機運用が求められています。特に空ߓ周辺で
は離着཮とその間の空ߓ面（誘導路やற機場）の運用を最適化する
必要があります。本研究室ではӋ田空ߓを対象とし、空ߓ面の航空
ަ通流をセルオートマトンシミュレーションにより再現し、ަ 通流
の解析および最適化の研究を行なっています。

複合材料製航空機部材の計算機援用Ծ想試験へ向け
た数値解析手法開発
　近年、複合材料製航空機部材における型式証明のコスト低減を目
的として、型式証明試験の一部を数値解析で代ସする計算機援用Ծ
想試験が注目されています。そこで、本研究室では、複合材料製航
空機部材の製造・加工ஈ֊から運用ஈ֊までの、非常時も含めた様々
な状況下での損傷ڐ容性、エネルギー吸ऩ特性について、有限要素
法や粒子法を用いた高精度な評価手法の開発を目指しています。

67OPEN 2023

04_⯟✵Ᏹᐂコース_஧[69-92].indd   67 2023/08/02   17:05:52



准教授
山本　剛

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

山ຊ 研究室

航空システム講座
材料・構造スマートシステム学分野
http://www.yamamotolab.mech.tohoku.ac.jp/

共鳴振動現象を利用した異方性弾性定数の測定
　3D プリント法により作製した3次元立体構造の CFRP を対象
として、「1度の実験で全ての弾性定数を同定する」ことができる計
測手法の開発を行っています。力学的異方性に起因して従来の機
械的試験法では困難なこの課題に対して、固体材料の共鳴振動現象
とҨ伝的アルゴリズムに支援された有限要素解析を組み合わせた
超音波共鳴法を用いることで精度の高い計測手法を構築していま
す。

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）の引張強度予測
　炭素繊維強化プラスチックのさらなる力学的特性の向上を目指
して、CFRP の損傷・破断を誘起する繊維表面の応力集中の程度
をマトリクス樹脂の物性に着目して؇和をさせる研究を行ってい
ます。指針に基づきબ定したマトリクス樹脂を用いたマルチファ
イバ複合材料による実験・数値解析に基づく引張強度予測に加えて
CFRP 試作体を作製することで強度特性向上の検証まで行ってい
ます。

機械学श支援分子動力学シミュレーションを用いた 
多層カーボンナノチューブ๰੷ࢳの最適構造設計
　分子動力学シミュレーションに支援された実験研究にて、多層
CNT の早期破断を誘起する構造欠陥端部での応力集中を؇和させる
ことができる層間Ս橋構造をඋえた多層 CNT の作製を行っていま
す。ミクロスケール多層 CNT ๰੷ࢳの力学特性との法則性を見出す
ことを橋渡しにして、マクロスケール多層 CNT ๰੷ࢳプラスチック
複合材料の創製につながる材料設計指針の確立を行っています。

脆性薄膜のき裂進展解析 
ʙ高分子フィルムに形成したDLC薄膜の破壊特性評価ʙ

高分子フィルムに脆性薄膜を蒸着した複合フィルムは電子デバイ
スやガスバリア材として利用されています。これらの複合フィルム
では構成要素の破断ひずみや熱๲張係数の違いにより薄膜の割れや
界面ണ離が生じ機能低下を誘起することが課題となっています。本
研究では、実験と計算の両アプローチにより脆性薄膜に生じるき裂
発生機構の解明と高い耐久性を有する材料開発まで行っています。

先端複合材料の実験・計ࢉマイクロメカニクス
　炭素繊維強化プラスチック（CFRP）を機体・車体部材に使用することでඈ༂的な軽量化に成功した航空機や自動車のొ場は、CO2排出
削減に大きく貢献しています。一方で、CFRP に代表される繊維強化複合材料は力学特性の異なる材料から構成される不均質材料である
ことから、その力学的取ѻいは極めて複雑です。したがって、低炭素社会の構築ならびに安心・安全な社会構築に貢献する信頼性の高い複
合材料を開発するためには、その損傷機構や変形挙動の解明に加えて予測手法の確立を行い、設計・保कに役立てる必要があります。本研
究室は、CFRP やカーボンナノチューブ複合材料に代表される先端複合材料を対象として、実験と数値計算の両アプローチから機能発現
機構や損層挙動を解明・制御する研究を推進することで現在の人類が有する知のフロンティアをԡし広げることを目指しています。
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准教授
野々村　拓

特任助教
Ӭ田　و೭

特任助教
༤߁　々木ࠤ

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

໺ʑ村・Ӭ田ࠤ・ ʑ木 研究室

航空システム講座
実験空気力学分野
http://www.aero.mech.tohoku.ac.jp

先進計測を利用した流体場の低次元化と観測器の構築
流体場の最適制御制御を行うためには、時々刻々の流れ場の状態

観測が必要になります。本研究では流体場を数十程度の少ない量で
表現する低次元化を行い、最適化されたスパースなセンサを利用す
ることで時々刻々の状態観測を実現します。リアルタイム計測ので
きる粗点粒子ը像流速計測法や自動車に当たる෩の角度を推定する
最適なセンサ位置決定方法を提案しています。

プラズマアクチュエータを用いた次世代流体制御
　誘電体バリア放電を用いたプラズマアクチュエータはその簡単
な機構と応౴性の速さなどから注目が集まっています。本研究室
では、プラズマアクチュエータを用いてണ離制御を中心に流体制御
による流体機器の性能向上をૂっています。上述の観測器、低次元
モデルとを組み合わせた流体のフィードバック制御に挑んでいま
す。

超音速流れの時空間超解像計測
超音速ཱྀ客機周りの流れは超音速流れとなり、通常の速度などを

面で計測する面計測手法では計測機器の制໿で時間方向に解像する
ことができません。「時間解像度は低いが空間解像度は高い」面計測
と「空間解像度は低いが時間解像度は高い」点計測を組み合わせる
ことで、時空間に解像度の高い結果を推定する方法を提案しており、
200LH[ での非定常流体変動を広範囲に再構成しています。

Ϣニークな気流条件での流体力学
本研究室では、火星でのඈ行条件を模ٖできる火星大気෩ಎを用

いた低レイノルズ数・高マッϋ数流れの実験計測や࣓力支持天ടを
用いた機械支持なしの理想的な෩ಎ実験計測を行っています。火星
大気෩ಎを用いた研究では、NASA との共同研究を通じて次期火
星探査ヘリコプターのブレードの性能評価、࣓ 力支持天ടを用いた
研究では種々のಷ಄物体の流れ場の解明を行ってきています。

෩ಎ実験とデーλۦ動Պ学を利用した流体現象の計測・Ϟデリング・制御
　当研究室では、地球にやさしい航空機から࿭星探査のための航空機まで様々な用途の次世代航空機を実現するための研究に取り組んでい
ます。特に「෩ಎ実験」という手ஈを用いた実験空気力学とデータ駆動科学を利用したඈ行に係わる流体現象の「計測」・「モデリング」・「制
御」を行うことで航空機・輸送機の高度化を目指します。
　データ駆動科学を利用することを実験デザインまで૎って考え、両者をインテグレーションすることでこれまでできなかった計測・制御
を実現し、世界トップクラスの研究を行います。このような最先端の技術を従来の実験・計測に積極的に取り入れる研究者とエンジニアを
ҭ成します
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准教授
FedorZnenLo
 DmZtro

助　教
藤　৻太࿠ࠤ

教　授
大西　直文

େ࠶ݍؾಥೖΧプセルの਺஋シミュレーションプラζマアΫチュΤーλの์電࣮ݧ

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

େ西ࠤ・ 藤ʢ৻ʣ 研究室

宇宙システム講座
推進工学分野
http://www.rhd.mech.tohoku.ac.jp/

プラズマによる流れ場の制御
　プラズマを利用した流れ場制御技術として、誘電体バリア放電を
用いたプラズマアクチュエータによる流れ場の制御について数値
的および実験的研究を行っている。電極配置や入力電圧波形に応
じた放電特性を数値計算で予測し、その知見をもとに、誘電体を薄
くし、多ஈに並べることで低電圧動作可能なことを実証した。電極
を物体表面へ微細加工することで、よりॊೈな流れ制御を目指して
いる。

超音速流れ場の基ૅ的物理解明
　当研究室では、超音速流に関連した様々な現象における基ૅ的物
理の解明に取り組んでおり、重力่壊型超新星ര発やಷ಄物体周り
におけるিܸ波の不安定性、大気ݍಥ入機体における表面触媒性再
結合反応、超高圧状態を伴う固体中のিܸ波伝搬等に関して、三次
元流体計算や分子動力学計算の先進的な数値計算手法を取り入れ
ることで、これまで解析の難しかった問題に挑戦している。

極超音速ඈ行体周りの高温িܸ層の予測
　大気ݍに再ಥ入する宇宙機や、スクラムジェットエンジンを౥ࡌ
した極超音速ඈ行体では、機体周りに形成されるিܸ層が高温とな
り、いわゆる熱化学非平衡状態となる。当研究室では、機体表面に
おける正確な空力加熱予測を目指し、実験との比較を通した熱化学
非平衡モデルの精៛化を試みている。また、やはり空力加熱増加の
要因となる、境界層のཚ流ભ移過程についても調査している。

᫔射流体力学の解析手法の開発と応用
　高温気体やプラズマを伴う流れ場においては、原子・分子の状態
ભ移過程に伴う᫔射の放出・吸ऩや、高温流体中の᫔射輸送過程が
流れ場をࠨӈする、いわゆる᫔射流体力学的挙動を示す。このよう
な流れ場の精៛な解析のために、現実的なモデルを取り入れた新し
い解析手法を開発している。また、開発した手法を用いて、プラズ
マを利用した短波長光源等の応用技術についての研究も行ってい
る。

高Թؾ体力学の物ཧと応用
　極超音速流と呼ばれる高速な流れはしばしば熱化学的に非平衡な高温気体を伴うため、高速気流を利用する推進技術や流れ制御技術には
非平衡高温気体の理解が不可欠である。また、一般に高速気流は局所的に短時間の集中したエネルギー付与、あるいは解放によって形成さ
れ、かつ多くの場合は電࣓相互作用が活発となるため、数値シミュレーションによる研究が重要となってくる。当研究室では、様々な高温
気体の数値モデルを構築し、数値シミュレーションから得られる知見によって新たな航空宇宙推進技術、流れ制御技術を提案している。ま
た、電࣓相互作用を伴う流れ場は多自由度の複雑な系となるため、そのような系が生み出す高エネルギー密度現象自体を研究対象とし、そ
の特性を生かした応用技術を模索している。
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マイΫϩ波์電にお る͚電཭構造 超音速ཌྷपΓのシュリーレンࣸਅ

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

高ڮ 研究室

宇宙システム講座
推進工学分野
http://www.rhd.mech.tohoku.ac.jp/

電཭高଎流を用いたۭߤӉ஦技術の創成
　宇宙へのアクセスを容қにする、宇宙ミッションや地球上でのඈ行を高速化する。それらを達成するҝ、当研究室では電離高速流を用い
た新たな航空宇宙技術の創成を目指している。空気や気体燃料にエネルギーを付与して電離させ、電離気体の࣓場や電場に応౴するという
性質を利用して高速流を作り出す事で、従来では考えられなかったロケットଧち上げ技術、宇宙推進技術、超音速ඈ行技術の構築が可能と
なる。電離流体場を記述する支配方程式を数値的に解く事でその特異な振る舞いを予測し、航空宇宙デバイスに対する応用可能性を調査し
て技術提案を行う。そして実際に実験系を構築して実証実験を実施し、提案技術の確立を目指す。

マイクロ波ロケットによるଧち上げ
　地球と宇宙を結Ϳロケットを燃料を౥ࡌせずにଧち上げる。夢
のような宇宙輸送システムがマイクロ波ロケットによって実現さ
れる。当研究室ではマイクロ波ロケットノズル内部で生じる放電
及びিܸ波伝搬現象を数値シミュレーションによって再現し、その
推力֫得原理や推力特性を調査している。ߋに֫得推力改善を目
指し、外部࣓場ҹ加型や管内加速型マイクロ波ロケットを提案して
いる。

࣓気セイルによる宇宙航行システム
　宇宙ミッションをਝ速化するҝには、高比推力及び高推力の推進
システム構築が必要となる。࣓場によるൕで太陽෩を捉えて燃料
消費を抑えつつ推力を֫得する࣓気セイルシステムは、高比推力及
び高推力の両者を達成し得る。当研究室では、࣓ 気セイルのߋなる
高推力化を目指して多数のセイルによるฤୂඈ行を提এし、数値シ
ミュレーションを用いてその有用性を検証している。

無電極進行࣓場推進
　深宇宙探査等の長期宇宙ミッションを達成するҝには、長寿命な
新型プラズマスラスターの開発が必要不可欠である。当研究室で
は、進行࣓場による荷電粒子加速を利用した新しい無電極プラズマ
スラスターに注目し、スラスタ内部での荷電粒子挙動を数値シミュ
レーションを用いて調査している。また࣓化プラズマ不安定性を
利用した推力増強技術の研究も行なっている。

りฦしレーザーパルスによる超音速流制御܁
　超音速ཱྀ客機を実現するҝには、超音速ཌྷの空力性能を改善する
必要がある。当研究室では、܁りฦしパルスレーザーを使用したֵ
新的超音速ඈ行デバイスを開発している。圧縮性流体シミュレー
ションによりレーザー誘起িܸ波とཌྷ周りの超音速流体場との相
互作用を調査し、空力性能が改善可能かを調査している。ߋに実証
実験を実施し、空力性能改善技術の確立を目指している。

准教授
高橋　੟޾
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教　授
吉田　和哉

助　教
Laine
 MiDLael

֑ొΓ୳ࠪのためのܕ٭ϩボットϞデル

݄面୳ࠪϩーバーʮ.PPOSBLeS�1'.ʯ

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

٢田・レネ 研究室

宇宙システム講座
宇宙探査工学分野
http://www.astro.mech.tohoku.ac.jp/

Ӊ஦ロϘοト・࿭੕୳ࠪロϘοト・小ܕӴ੕の研究開発
　本研究室では、ي道上の宇宙ロボットや月・࿭星を移動探査するロボットのダイナミクスと制御の研究を行っています。宇宙環境で動作
するロボットの力学を解明し、新しい機構や制御法を開発しています。「おりひめ・ひこぼし」「はやͿさ」「はやͿさ2」など、宇宙航空研究
開発機構を中心に進められているわが国の宇宙開発ミッションにも深く関わっています。また、大学主導型の小型衛星の開発にも取り組み、
多くの実੷・成果を挙げています。さらに現在、これまでഓってきた宇宙開発の技術を生かし、ຽ間ॳの月探査ローバーの研究開発を進め
ています。

ຽ間によるॳの月面探査ローバーの開発を 
進めています�
　本研究室は、わが国がތる小࿭星探査機「はやͿさ」と、その後ܧ
機「はやͿさ2」の開発に貢献してきました。また、これまでഓって
きた知ࣝと経験、技術を౿ऻし、次代の月࿭星探査ミッションとし
て、ຽ間によるॳの月面探査プロジェクト GLXP に日本で།一ࢀ
加しています。数年以内に月面に降り立ち探査を行うことを目指
して、移動探査ロボットのフライトモデルの開発を進めています。

宇宙ゴミのআڈに向けたي道上サービスロボット 
技術の研究開発に取り組んでいます�
　宇宙環境保全を目的として、地球周回ي道上に散在する宇宙ゴミ
のั֫・回ऩを୲うي道上サービスロボットの力学と制御を研究し
ています。特に、安全かつ確実な作業達成に向けて、回転ු༡する
宇宙ゴミに対する接触を介した相対運動制御に取り組んでいます。
本研究室では、空気ු上システムを用いた模ٖ微小重力実験と動力
学解析を通じて、実践的な研究開発を進めています。

私たちが開発した小型科学観測衛星「ཕਆ2」が、 
地球周回ي道をඈんでいます�

国Ոプロジェクトとして推進されるこれまでの大型衛星開発に対
して、小型衛星は大学中心のプロジェクトとして低コスト・短期間
で開発可能という利点があり、先進的なミッションを行うことがで
きます。 本研究室では、これまで50LH ڃ衛星「ཕਆ」「ཕਆ2」「ディ
ワタ1」、および3LH ڃ衛星「ཕޑ」を開発し、ي道上実証するなど
の成果を挙げてきました。さらに次の衛星へと挑戦を続けています。

月・࿭星・小天体上での未౿ๆ探査を実現する 
移動探査技術を研究しています�
　月や火星など、ೈऑな不整地を走行する車輪型の移動探査ロボッ
トの走行力学と運動制御を研究しています。地盤との複雑な相互
力学、および先進的なセンシング技術を基盤とし、未知不整地に適
応したシステム開発を目指しています。また、微小重力な小天体上
や、月・࿭星上のٰྕ地、֑ 、ॎ孔内などの未౿ๆ領域へのアクセ
スを実現するֵ新的移動技術の研究開発にも取り組んでいます。
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准教授
ℬ原　૱文

超খܕӴ੕ʮ%*8"5"��ʯの
Ӊ஦ステーションからの์ग़の様子ࡍࠃ

超খܕਓ工Ӵ੕開発評価ڥ؀

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

ℬ原 研究室

宇宙システム講座
宇宙探査工学分野
http://www.astro.mech.tohoku.ac.jp/
http://web.tohoku.ac.jp/astro/sat/index.html

超小型人工衛星技術の宇宙実証を行っていますʂ
　本研究室は、これまでに「RISING-2」「DIWATA-1」「RISESAT」
など複数の50LH 超小型人工衛星の研究開発と運用を通し、多くڃ
の先端技術の宇宙実証の実੷を挙げています。これらの衛星の運
用は独自の管制局を用いており、研究室のメンバで協力して実施し
ています。今後も最先端の技術実証をܧ続的に実施していきます。

超小型宇宙システムの実利用化のための 
先端要素技術の研究開発
　産学連携の共同研究として先端要素技術の研究開発に多数取り
組んでいます。高精度姿勢決定センサ、膜展開式ي道離脱装置、高
精度姿勢・ي道制御技術、超小型月・࿭星探査機技術などが挙げら
れ、国際宇宙ステーションや協力機関の人工衛星等で宇宙実証を
行っています。また、国外の機関との協力体制による超小型人工衛
星技術の研究開発、及び人材ҭ成活動にも取り組んでいます。

総合的なシミュレーション技術で超小型人工衛星の 
ダイナミクスを解明しますʂ
　人工衛星のダイナミクスと制御の研究のために、地上での開発評
価環境の構築を進めています。ϋードウェア・イン・ザ・ループ・
シミュレーション環境で౥ࡌ電算装置の姿勢制御性能やロバスト
性の評価を実施すると共に、3軸の回転自由度を有する空気ු上式
ボールベアリングを用いたモーションテーブルに衛星機器を౥ࡌ
し、実際のダイナミクスを解析します。

超小型人工衛星が切り拓く明るい未来の社会
　超小型人工衛星は短期・低コスト開発が可能であり、極めて広い
分野への適用可能性をൿめています。特にي道上に複数の衛星を
群的に配置することで高ස度観測・通信を実現できます。大型宇宙
システムとの協調運用により、ক来の人類の生活水準の向上に大い
に貢献できる重要な技術です。社会に役立つ超小型人工衛星技術
を構築すること、それが本研究室の目標です。

超小ܕਓ工Ӵ੕のシステムٴͼ先端ཁૉ技術の研究開発
　本研究室では超小型宇宙システムのダイナミクスと制御、及びক来利用ための先端要素技術の研究を行っています。超小型人工衛星を用
いた全球規模での環境計測・地球観測に必要となる衛星のي道決定技術、姿勢決定・制御技術の研究開発を行っています。本研究室は、こ
れまでに「RISING-2」「DIWATA-1」「DIWATA-2」「RISESAT」「MiDroDraHon」「ALE-1」などの50LH 超小型人工衛星の研究開発と運ڃ
用において多くの実੷を挙げています。また、近年では宇宙航空研究開発機構が実施する「ֵ新的衛星技術実証プログラム」において次期
超小型衛星技術の宇宙実証を目指し、超小型人工衛星を用いた高空間分解能スペクトルࡱ像技術の構築と、೶ྛ水産業と防災・減災への応
用に関して研究開発を進めています。
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ࠨ ɿ্Ӊ஦構造のৼ動制御ɺӈ ɿ্スϖースデϒリ解析ɺԼɿ+"9"のデϒリ࣮ ૷ஔݧ

Ӊ஦ステーションのҰ部を໛ しٖたトラス構造物࣮ݧʢスマート部材૊ࠐΈʣ

教　授
ຘ原　幹十࿕

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

ຘ原 研究室

宇宙システム講座
宇宙構造物工学分野
http://web.tohoku.ac.jp/makihara/www�j/index�j.htm

スマート構造を用いたエネルギー回ऩ機構
　月面では໷が14日も続くので、電力を太陽発電だけに依存でき
ません。߃常的にエネルギが不足する宇宙空間では、振動源から
エネルギーを回ऩすることは急຿の課題です。宇宙利用に限らず、
航空機、自動車をはじめ、供給電線を付けられない移動体全般に使
える技術を目指しています。（研究例ɿスマート構造を用いたエネ
ルギーϋーベスティング、自཯系デジタルエネルギー回ऩ装置の
開発）

スペースデブリの宇宙構造物へのিಥ対策
　宇宙構造では、スペースデブリやᯁ石とのিಥは大きな課題で
す。+AXA などと協力しながら高速িಥ対処方法の確立を目指し
ています。デブリআڈ手法として導電性テザーシステムが考案さ
れており、আڈシステムの構造構成の研究も行っています。（研究
例ɿ 宇宙ステーションのスペースデブリিಥ防ޢ、電࣓誘導テザー
のダイナミクス解析とデブリিಥ解析）

Ӊ஦構造物のৼ動・Ի響・িܸ制御ɺ͓ よͼͦの高度実現Խに関する研究
　宇宙ステーション・月面基地・人工衛星などを含む宇宙構造物を対象にした振動制御・音響透過低減・িܸ制御に取り組んでいます。宇
宙空間では、๛෋な電力供給を望むことが出来ません。そのҝに宇宙空間では、自Ո発電を行いながら振動を効果的に抑制するセルフパワー
ド（自Ո発電）型振動抑制装置は欠かせません。振動制御の駆動に必要なエネルギーを自分で発生させます。自Ո発電の余৒電力は他の機
器の駆動に用いる事も可能です。当研究室では、次世代宇宙ステーションの構成部材であるトラス構造物に着目しています。研究実験室に
トラス構造物を設置し、実証実験を行っています。（研究例ɿセルフパワード型振動制御装置の研究開発、大型トラス構造物を用いた実証実
験、ロケットଧち上げ時の人工衛星のিܸ؇和、ロケットフェアリングの音響透過低減機構）

宇宙構造の損傷検知を実現するシステム同定
　長期運用される航空宇宙機は損傷劣化を伴います。運用中の損
傷検出技術が重要です。構造物の動的特性の変化は損傷検出に利
用できます。入出力データから動的特性を取得する技術はシステ
ム同定と呼ばれます。外ཚやアクチュエータの制御力を入力とし
て取りѻい、ྭ 起された振動を出力として動的特性を同定します。
宇宙空間で少ないセンサーデータを用いて高度なシステム同定を
達成します。

火星月面基地テンセグリティ構造
　火星月面基地や大型宇宙構造物を実現するにはֵ新的な軽量構
造が必要です。当研究室ではݐ築やܳ術分野で注目が集まる「テン
セグリティ」の宇宙利用に向けた研究を進めています。テンセグリ
ティは๮とඥから成ります。๮のみから成る従来構造とは一線を
ըした軽量性を実現できるだけでなく、ऩೲと展開も容қです。テ
ンセグリティの構造特性の解明に向けて解析と実験に取り組んで
います。
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准教授
大௩　啓介

େۭߤܕӉ஦構造物のμイナミクスɹʕ革新構造の設計解ੳと自動ੜ成から運用·Ͱʕ
　大型宇宙構造・火星ඈ行機・衛星航空機といった次世代構造物に対するダイナミクス（動的挙動）の解明、および自動生成から運用に関わ
るֵ新的な構造技術の創出に取り組んでいます。長期運用される大型航空宇宙構造物の実現には、構造のダイナミクスに対する深い理解に
加えて、ૂ い通りのダイナミクスを生み出す構造の自動生成技術、構造運用中のダイナミクス؂視技術が欠かせません。当研究室では物理
法則と機械学शに基づくシミュレーション技術に෩ಎやダイナミクスセンシング可能な各種実験装置を用いて研究を進めています。これ
らの技術は航空宇宙分野のみならず、自動車・鉄道・෩車・プラント・インフラといった多種多様な構造にも応用可能です。

火星ඈ行機のダイナミクス解明　 
―マルチボディダイナミクス―
　火星ඈ行機や大型宇宙構造は複数の部材から成るマルチボディ
システムと呼ばれます。ロケットで宇宙空間に運Ϳことができる
重量は限られるため、部材の変形を限界までڐ容した軽量化が望ま
れています。この結果、次世代宇宙構造物には地球上の構造物とは
異なるダイナミクスが発現します。当研究室ではこのダイナミク
ス解明に向けたシミュレーション手法の構築と実験を行っています。

大型航空宇宙構造物の自動生成　 
―トポロジー最適化―
　現在の航空宇宙機は過ڈの設計に基づいた決まった形から脱却
できていません。これでは大勢の人がॅډできる大きな宇宙構造
や1年以上もඈ行をܧ続できるֵ新航空機を生み出すことはでき
ません。そこで当研究室では人ではࢥいつかないようなֵ新構造
を自動算出する構造最適化技術を構築しています。自動算出の過
程に製造制໿を導入し、実際に作れる大型構造の自動生成を目指し
ています。

衛星航空機のダイナミクスシミュレーション　 
―空力弾性―
　1年間着཮せずにඈ行し続けることで空の基地局となる衛星航空
機の実現が期待されています。衛星航空機は非常に細長いཌྷを有
するため、従来の航空機にはありえないような大変形が発生し、フ
ライトダイナミクスに大きな影響を与えます。当研究室では、機械
力学・材料力学・流体力学を連成させた新たなフライトシミュレー
ション手法を構築し、෩ಎ実験による実証を行っています。

航空宇宙構造物のダイナミクス推定　 
―構造ヘルスモニタリング―
　人間の身体と同じように長期に渡って運用される軽量航空宇宙
構造物は作用する外力やそれによって引き起こされる変形をモニ
タリングして、その健全性を把握することが求められています。当
研究室では物理法則に基づくアプローチと機械学शに基づくアプ
ローチを駆使して、限られたセンサデータから未知外力や形状を推
定する構造ヘルスモニタリング技術の構築を目指しています。

航空宇宙コース
航空宇宙工学専攻

େ௩ 研究室

宇宙構造物工学分野

http://web.tohoku.ac.jp/makihara/www�j/index�j.htm
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教　授
山本　ޛ

助　教
法߂　ᖒٶ

デδλルπインプラットフォームʮデδλルπイン਺஋λーϏンʯの֓ཁマルチフΟδッΫス$'%プラットフォームʮ਺஋λーϏンʯͱʮS'Sʯの研究ల開

航空宇宙コース
情報科学研究科情報基ૅ科学専攻

山ຊʢޛʣ・ٶᖒ 研究室

情報応用数理講座
計算数理科学分野
https://www.caero.mech.tohoku.ac.jp/

マルチフィδοクス$FDͰ୤୸ૉデδλルࣾձにݙߩ
　我々の研究室では、水や空気の流れのみならず、様々な付随的物理化学現象を伴うマルチフィジックス熱流動、特に、ڽ縮や蒸発などの
相変化を伴う気液二相流れ、特異な物性を示す超ྟ界流体、などの数理モデルを構築してスーパーコンピュータにより数値計算するマルチ
フィジックス CFD を研究しています。具体的には、ガスタービンの࣪り空気流れ、蒸気タービンの࣪り蒸気流れ、超ྟ界水熱合成、超ྟ界
二酸化炭素急速๲張法、超ྟ界二酸化炭素発電、超ྟ界オクタン再生冷却などの工学問題を解明するため、ຽ間ا業、大学、研究機関などと
連携した共同研究を推進しています。さらに、マルチフィジックス CFD に AI 技術を応用した新たな研究領域も開拓しています。これら
研究成果により高性能、高効率、高寿命なものづくりを実現して、脱炭素デジタル社会に貢献していきます。

数値タービンのスーパーコンピューティング
　現在我が国では、ガスタービンと蒸気タービンをซ用したコン
バインドサイクル発電により電力需要の大部分が支えられていま
す。当研究室では、タービンをまるごとスーパーコンピュータで大
規模数値計算することができるマルチフィジックス CFD プラット
フォーム「数値タービン」を研究開発しており、高性能でかつ高信
頼な次世代タービンを開発して電力の安定供給に寄与します。

航空機エンジン࣪り空気流れの大規模シミュレーション
　航空機エンジンに流入する࣪りを伴う空気がエンジンの性能に
どのような影響を与えるのかを解明するために、ガスタービン圧
縮機ཌྷ列全周を通る࣪り空気流れを数値タービンとスーパーコン
ピュータを用いて大規模数値計算しています。さらに脱炭素社会
の省エネ型エンジンとして注目されている境界層注入型（BLI）エン
ジンの࣪り空気流れの解明にも応用しています。

超ྟ界流体シミュレータ（SFS）
　超ྟ界熱流動を数値計算するためのマルフィジックス CFD プ
ラットフォーム「超ྟ界流体シミュレータ（SFS）」をݹᖒ准教授と
ともに研究開発しています。SFS は、水、二酸化炭素、炭化水素
など様々な物質の、気体・液体・超ྟ界流体の状態にある低速から
高速の熱流動を大規模数値計算することができる独自の技術です。
これら物質の超ྟ界流体熱流動解明に応用しています。

デジタルπイン数値タービン
　脱炭素デジタル社会の実現に向けて提এされた SoDietZ 5.0の
֩心技術がデジタルπインです。実現象をコンピュータ上にԾ想
的に実現するデジタルの双子を創成します。数値タービンをさら
に高速化して並列実行できるようにしたことで、「デジタルπイン
数値タービン」をスパコン上で実現することに成功しました。得ら
れたビックデータは機械学शにより自己組織化されます。
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准教授
ᖒ　୎ݹ

航空宇宙コース
情報科学研究科情報基ૅ科学専攻

ᖒ 研究室ݹ

情報応用数理講座
計算数理科学分野
http://www.caero.mech.tohoku.ac.jp

਺஋流体力学ʢ$FDʣとҟ分໺༥合による特ҟ৚݅Լの流動現象解明
　本研究室では数値流体力学（CFD）と異分野を融合させることで様々な条件下における熱流動現象の解明を目指しています。山本研究室
と共同で開発している「超ྟ界流体シミュレータ」と「数値タービン」をベースとして、化学反応モデル、微粒子生成モデル、非平衡ڽ縮モデ
ルなどを組み合わせることで熱ަ換器、冷却管、化学反応器、圧縮機、ガスタービン、蒸気タービンにおける複雑な熱流動と物理現象を明ら
かにしています。また、高圧条件下における物理現象を再現するために数理モデルの再構築を行い、これまでよりも正確な数値シミュレー
ションを達成しています。次世代高効率発電サイクルやグリーンケミストリー実現によるサステナブルな社会への貢献を目標として数値
シミュレーションの高度化および異分野との連携を行っています。

航空宇宙機エンジン用冷却管路内のマルチフィジック
ス流動
　航空宇宙機用として炭化水素燃料を用いた再生冷却エンジンの
研究が近年進められています。このエンジンの冷却管路中では炭
化水素が液体から超ྟ界になり、さらに高温になることで化学反応
が起こることが知られています。それらのすべての現象をシミュ
レーションできる手法の確立を進めています。

化学工学との融合による流路設計の高度化
　急速๲張法や連続水熱合成法などの化学反応器では超ྟ界から
気体、液体に急ܹに変化させることで製ༀや機能性材料用の微粒子
を生成させます。反応器内部流動が粒子生成に大きく影響するた
めに流路設計が重要となります。数値シミュレーション手法によっ
てこれらの設計の高度化をしています。

次世代高効率発電サイクルに向けた超ྟ界流動の解明
　高効率な次世代発電技術として超ྟ界二酸化炭素を作動流体と
して用いたサイクルが提案されています。これらは高圧条件下で
作動するために数値シミュレーション技術が欠かせません。実在
気体モデルおよび非平衡ڽ縮モデルを導入することでྟ界点近傍
で作動する遠心圧縮機内部の超ྟ界二酸化炭素流動の解明を行っ
ています。

超ྟ界条件下における数理モデルの構築と実用化
　超ྟ界流体流動や化学反応、微粒子生成、非平衡ڽ縮などの物理
現象の解明には正確な数理モデルの構築が欠かせません。特にྟ
界点近傍などの高圧条件下の熱物性値は理想気体とは大きく異な
ることが知られています。様々な物理現象をより正確に再現する
ために、実在気体の影響を考慮することで数理モデルの再構築を
行っています。
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教　授
小ྛ　広明

特任准教授
小松　一彦

量子アχーリングアシストੈ࣍ܕ୅スーύίンϐューテΟング基൫の
研究開発

リアルλイム௡波ਁਫඃ֐ਪఆシステムの研究開発

量子アニーリングアシスト型コンピューティングシステム
　従来型計算では解くことが困難な組み合わせ問題等を効率的に
解くことができる量子アニーリングが注目されています。この利
点を活かして従来型計算と組み合わせる「量子アニーリングアシス
ト型次世代スーパーコンピューティングアーキテクチャ」の研究開
発を推進しています。その応用例としてリアルタイム௡波ਁ水被
害予測・最適ආ難経路提示システムの開発と社会実装に取り組んで
います。

プロセッサの性能を最大限に引き出すコード最適化・
チューニング
　コンピュータの応用範囲が広がるにつれ、計算処理を୲うプロ
セッサは多様化しています。本研究では、プロセッサの性能を最大
限引き出すことで、アプリケーションの高速化を実現します。主
な応用例として、総合型複合材料開発システムのシミュレーション
コード群の高速化に取り組んでいます。

機械学शによる高性能計算の高度化
　コンピュータ自身が学शしてデータ解析を可能とする機械学श
が注目されています。そこで、シミュレーション結果と現実の比較
からデータの意味を見いだし、現実世界へ活用するシステムの実現
を目指しています。その応用例として、実運用の発電タービンと
タービンシミュレータを連携させ、最適メンテナンス・障害回ආを
可能とするデジタルπインの研究開発と社会実装に取り組んでい
ます。

高性能・低消費電力なコンピュータアーキテクチャ
　コンピュータではプロセッサとメモリが協調し、大規模データを高
い効率で処理することが求められています。一方で、データ供給の
要であるメモリの性能向上が಄ଧちになり、プロセッサの性能を活
用しきれないメモリウォール問題が顕在化しています。本研究では、
電力あたりの性能を最大限にするために、ベクトル処理技術や֊層
型メモリシステム向け再構成技術の研究に取り組んでいます。

次世代ίンϐューティングシステムとͦの性能をҾ͖ग़すアプリケーションの研究開発
　小 ・ྛ小松研究室ではࠤ藤（խ）研究室と連携して、高性能・低消費電力・高信頼な次世代コンピューティングシステムのためのϋードウェ
ア基本要素技術の確立と、その୎越した処理能力を最大限に引き出せるֵ新的なアプリケーションの設計・開発を中心に研究・教ҭを進め
ています。さらには、量子コンピューティングや AI（人工知能）などの新しい情報処理技術と従来型コンピューティングとの融合などポス
トムーア型コンピュータアーキテクチャの研究にも取り組んでいます。加えて、これらの新たなアーキテクチャ能力を最大限に活用したア
プリケーションの研究開発やその社会実装、および性能を最大限に引き出すためのコード最適化技術に関する研究も行っています。

航空宇宙コース
情報科学研究科情報基ૅ科学専攻

小 ・ྛ小松 研究室

ソフトウェア科学講座
アーキテクチャ学分野
https://www.cal.is.tohoku.ac.jp/
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複合ܕϝインϝϞリシステムの֓೦ਤ 動ը૾ѹॖॲཧのϝϞリアΫセス解析ͱѹॖॲཧプϩセッサアーキテΫチャ

准教授
藤　խ೭ࠤ

次世代マイクロプロセοサのためのݡいメϞリアーΩテクチϟへの௅ઓ
　近年では半導体微細化限界によるマイクロプロセッサのピークԋ算性能の向上ಷ化が予測されており、メモリシステムのデータ供給能力
の観点からマイクロプロセッサの実効的なԋ算性能を向上することが必要になりつつあります。また、メモリシステム性能が向上するにつ
れてその消費電力も増大するため、低消費電力化も重要になります。ࠤ藤研究室は小ྛ・小松研究室と一体運Ӧし、֊層型メモリシステム
におけるデータ管理方式の高度化や、今後発展が期待されるアプリケーションのメモリアクセス特徴に合わせたメモリ機構の設計などの取
り組みを通じて、次世代のマイクロプロセッサに;さわしいメモリアーキテクチャの創出を目指しています。また、次世代のスーパーコン
ピュータに౥ࡌされるマイクロプロセッサに向けた設計の検討にも取り組んでいます。

次世代マイクロプロセッサのための 
複合型メインメモリシステム
　大容量かつ高速なメインメモリをバランス良く実現するために
は、容量指向・速度指向等の異なる特徴を持つメモリモジュールを
多数活用しつつ、単一システムとして大容量かつ高速なメモリを実
現する複合型メインメモリが求められます。本研究では複合型メイ
ンメモリを構成した場合に、モジュール間でデータの配置を適切に
管理するためのデータ管理方式の実現を目指しています。

異種メモリ素子混ࡌ型キャッシュメモリ
　キャッシュメモリはマイクロプロセッサの消費電力の大部分を
઎めており、その消費電力の削減が求められています。本研究では、
異なる特徴を持つメモリ素子で構成されたメモリアレイをඋえた
キャッシュメモリを提案しています。また、アプリケーションデー
タの再利用特性に応じて適材適所で使い分けることにより、高性能
かつ低消費電力なキャッシュメモリの実現を目指しています。

動ը像圧縮処理プロセッサ向けメモリアーキテクチャ
　動ը像圧縮処理では規格が進化することによりデータ圧縮効率
を増加させています。一方、最新規格では処理に必要なԋ算量とそ
れに伴うメモリアクセス量がඈ༂的に増大するため、処理にかかる
時間や消費エネルギ等のコスト増加が問題となります。本研究で
は、動ը像圧縮処理プロセッサのために、その処理に特化したデー
タ供給の能力・方式をඋえるメモリシステムの実現を目指していま
す。

最新プロセッサのメモリアーキテクチャ評価
　現在発ചされている最新のマイクロプロセッサは、様々な設計制
໿を考慮することにより実現されています。本研究では、最新のマ
イクロプロセッサのメモリアクセス性能を評価することにより、そ
の設計から得られるメモリアクセス性能の特徴を明らかにするこ
とを目的としています。また、評価結果に基づきক来のメモリシス
テムに必要とされる要件をચい出すことを目指しています。

航空宇宙コース
情報科学研究科情報基ૅ科学専攻

藤 研究室ࠤ

ソフトウェア科学講座
アーキテクチャ学分野
https://www.cal.is.tohoku.ac.jp/
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教　授
ୌ୔　׮೭

࣍ੈ୅スーύーίンϐューテΟング技術の研究開発 量子ίンϐューλや機ց学शͱスーύーίンϐューテΟング技術の૬ޓ࿈ܞ

助　教
∁橋　ܛஐ

航空宇宙コース
情報科学研究科情報基ૅ科学専攻

ୌ୔・∁ڮʢܛʣ 研究室

高性能計算論講座

https://www.hpc.is.tohoku.ac.jp/

スーύーίンϐューλを最େݶに活用するج൫技術と革新的アプリケーションの開拓
　当研究室は、東北大学サイバーサイエンスセンターで実運用されているスーパーコンピュータ（スパコン）とその課題を意ࣝしながら、最
先端科学技術のさらなる進展やֵ新的「ものづくり」に真に貢献できる次世代のスーパーコンピューティング技術の創出を目指しています。
特に、スパコンの性能を最大限に活用するための基盤ソフトウェア技術や、スパコンの新しい利用方法の開拓を中心に研究を進めています。
最近では、ख़࿅のプログラマによる৬人的なプログラミング作業を機械学शで置き換えて自動化する研究や、リアルタイム観測データと連
動してྟ機応変にスパコンを使うための研究をしています。さらには、ベクトルプロセッサや、量子コンピュータ、アプリケーションに合
わせて再構成可能なϋードウェア等を、スーパーコンピューティング分野で有効活用するための研究も行っています。

スパコンを中֩とするサイバーフィジカルシステムの実
現に向けて
　センサー技術や IoT デバイスの発展により、大量のデータが時々
刻々と生成されています。そのようなリアルタイム観測データと連
動してྟ機応変に運用できるスパコンの実現を目指し、普ஈは学術
研究に使われているスパコンを、緊急時には防災減災をはじめとす
るผの目的でもਝ速かつ確実に利用するための基盤ソフトウェア技
術の開発と、それを応用した実システムの構築を行っています。

多様なプロセッサの適材適所での利用を可能にする 
プログラミング環境の実現
　どのような処理でもそつなくこなす汎用プロセッサよりも、特定
の処理のために設計された専用プロセッサの方が効率よくその処
理を実行できるため、近年のスパコンには長所短所の異なる複数種
類のプロセッサが౥ࡌされるようになっています。ベクトルプロ
セッサ、GPU、量子アニーラや再構成可能デバイスなどの多様な
プロセッサを適材適所で利用するための研究を行っています。

機械学श技術によるソフトウェア開発支援の 
可能性を探る
　機械学श技術は近年急速に発展しています。ソフトウェア開発に
求められるプログラミングや性能最適化など、従来では人間が୲っ
てきた作業の一部を機械学श技術で代ସすることが試みられてい
ます。ϋードウェアおよびソフトウェアのさらなる複雑化が予想さ
れるক来を見ਾえ、深層学शやઆ明可能 AI 等の技術を応用し、人間
と機械が協調するソフトウェア開発技術の実現を目指しています。

スパコンを実際にとことん使いこなしてその限界に挑む
　他分野の研究者と協力して、スパコンの性能を最大限に引き出す
ようなアプリケーションを実際に開発することで、アプリケーショ
ン高速化技術やそれを支援する基盤ソフトウェア技術を研究開発
しています。また、現在のスパコンの限界を明らかにすることで、
ক来のスパコンのあるべき姿や具උすべき機能と性能をٞ論し、そ
の実現のために求められる要素技術を研究しています。
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教　授
大ྛ　ໜ

助　教
焼野　ཟ子

様々な਺஋流体計ࢉのྫ

ڀݚલԑ෦ड༰ੑとૈ͞にؔ͢るͨ͠ࢦୀཌྷ૚ྲྀԽΛ໨ޙ
Attachment-line receptiWity analysis and roughness effect for Xing laminari[ation

ಈతϞʔυにண໨ͨ͠ѥԻ଎δΣοτͷ૽Իղੳ
/oise analysis of subsonic Kets focusing on 

dynamic mode

੖天ཚྲྀؾによるߤ空ػ༳ಈΛߴ଎
ਫ਼౓に༧測͢るٕज़ͷ։ൃߴ͔ͭ

5echnology deWelopment to 
predict aircraft shaLing due to 
bclear-air turbulence` fast and 

Xith high accuracy

࣓力࣋ࢧఱട૷ஔʢ.S#Sʣでのۭ力測ఆ࣮ݧ

position sensor

coil

model

creates 
magnetic 

fields

has permanent 
magnets

1m-MSBS

0.1m-MSBS

磁力支持天秤装置による空力測定と
数値計算による比較
Aerodynamic experiment by 
magnetic force balance system 
(MSBS) and numerical simulation

航空宇宙コース
流体科学研究所

େ ・ྛম໺ 研究室

協力講座
航空宇宙流体工学分野
https://www.ifs.tohoku.ac.jp/edge/index.html

航空ཱྀ客機後ୀཌྷでの層流化技術開発
　ຽ間航空機が運航する際にエネルギーの損ࣦとなる抵抗のうち、
໿半分は空気の粘性による摩擦抵抗です。航空機の周りがཚ流状
態では摩擦抵抗が増大しますが、工෉によりཚ流ભ移を஗らせ、層
流を維持できれば抵抗を低減できるため、現在再び注目を集めてい
ます。大規模直接数値計算やデータ科学に基づく流体安定性解析
を駆使して、優れた層流化技術の開発を目指しています。

微細表面粗さによる摩擦抵抗低減技術開発
　航空機をはじめとする抵抗を低減するため、ཚ流ભ移を஗Ԇする
層流化の΄かにも、表面粗さの形状を工෉することで、ཚ流状態で
の摩擦抵抗低減のための研究を実施しています。これまで実験に
おいて、粘性低層以下の粗さにより効果があることが示されていま
す。このような粗さは従来のリブレットよりも方向変化にಷ感で、
より加工がしやすく有望ですが、実用化にはߋに解析が求められま
す。

データ同化を用いた流体計算の 
高速化・高精度化に関する研究
　データ同化は、実験などによる観測値を、数値計算のॳ期条件や
境界条件として考慮することで、計算コストを抑えつつ特定の有限
時間における予測精度を向上させる技術です。私たちは、データ同
化技術を工学設計への応用を目指しています。例えば、航空機の運
行時に問題となる大気境界層での外ཚの影響など、不確実性の高い
現象を予測し制御や設計に活かすための研究を行っています。

࣓力支持天ട装置による機械支持のない空力測定
　ඈ行物体の空力特性を測定するために、模型の機械支持による影
響をආけるため、࣓ 気力によって模型を宙にුかせ、さらに姿勢制
御を行う࣓力支持天ട装置（MSBS）の開発をしています。これま
で、非定常運動、超音速ඈ行のため速応性の高いシステムの構築を
しました。現在はそれらを利用して、低細長比ԁபや、཮上ڝ技の
やり投げ用やりなど、実形状の空気力学的特性評価に取り組んでい
ます。

工学に関する研究ࢉӉ஦流体の先進的਺஋計ۭߤ
　航空宇宙流体で問題となるཚ流ભ移や流れのണ離、後流Ӕ干渉など、特に流体の非線形現象に関連する種々の未解決問題の解明と制御に
挑戦、先進的な数値計算技術による工学的ブレークスルーをͶらいます。研究室では従来、数値流体力学を軸に、データ科学に基づく෩ಎ
試験との組み合わせによる融合計算技術を提案、航空機の実機レベルで重要となる流体力学の諸問題の解決に取り組んで来ました。大規模
並列化による高解像直接数値計算や、流体の線形安定性によるཚ流ભ移、ཚ流秩序構造など、流体現象のৄ細の理解に౿み込みつつ、最新
のデータ科学技術を駆使した、航空宇宙流体工学のさらなるֵ新を目指しています。
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-*5GSによるՐԌԹ度計測光学系

高温高圧燃焼場に対する非接触温度計測
　ロケット燃焼は圧力10MPaɼ火Ԍ温度3000, のオーダーとなる
代表的な極限燃焼環境です。このような条件における燃焼現象を明
らかにするためにはɼ計測技術の高度化が不可欠です。しかしなが
らɼ高圧環境下においては計測を困難にする物理現象が存在します。
本研究室ではɼ高圧環境の燃焼現象に対しても利用可能と期待され
る Laser IndVDed TIermal GratinH SQeDtrosDoQZ（LITGS）を
用いた温度定量計測手法に関する研究に取り組んでいます。

高温・高圧環境下におけるアンモニア燃焼
　アンモニアは燃焼時に二酸化炭素を排出しないことや貯蔵・輸送
特性に優れていることからɼカーボンニュートラル社会の実現に向
けてɼ燃焼器での利用拡大が期待されています。しかしながらɼ燃
焼特性が従来の炭化水素燃料とは大きく異なるためɼアンモニアの
燃焼特性を解明する事は重要です。本研究室ではɼアンモニアの層
流燃焼速度に及ぼす温度や圧力の影響を実験的に検討しています。

カーボンニュートラルバイオ燃料の燃焼
　バイオ燃料は実質的な二酸化炭素排出を伴わないためɼカーボン
ニュートラル燃料と考えられます。本研究室ではɼ定容燃焼容器内
を球状に伝೻する火Ԍを観察することによってɼ層流燃焼速度な
どɼバイオ燃料の基ૅ的な燃焼特性を実験的に解明しています。ま
たɼ内燃機関等の実燃焼器で重要となる高圧下におけるバイオ燃料
の燃焼特性についても研究を行っています。

アンモニア火Ԍからの燃焼生成ガス特性解明
　アンモニアは燃焼時に二酸化炭素を排出しませんがɼ未燃アンモ
ニアやɼ燃料中の஠素に起因した஠素酸化物を排出する可能性があ
ります。本研究室ではɼアンモニア層流火Ԍの燃焼生成ガスを計測
する事によってɼアンモニア火Ԍからの஠素酸化物等の排出特性を
実験的に明らかにしています。この研究はɼガスタービン燃焼器等
でアンモニアを利用するための基ૅ的知見となります。

高ѹڥ؀に͓͚る൓応性流体のμイナミクスと計測に関する研究
　燃焼現象はエネルギーɼ推進や工業分野等で幅広く用いられɼ多くのエネルギーを生み出しています。一方ɼ気ީ変動を引き起こすと考
えられる温室効果ガスの排出低減は世界的な課題になっています。脱炭素に向かった動きが加速している中ɼ燃焼によるエネルギー変換も
脱炭素化やɼ一層の効率化が求められています。燃焼は流動や化学反応が互いに影響し合う複雑な現象です。本研究室ではɼカーボンフリー
燃料であるアンモニアやɼバイオガスなど新燃料の燃焼特性を実験やৄ細反応機構を考慮した数値計算により解明しています。また燃焼現
象の高度理解や予測技術の高度化を実現するためにɼレーザーを用いた非接触計測技術の開発に関する研究にも取り組んでいます。特にロ
ケットやガスタービンで用いられている高圧環境下における燃焼現象の解明を目指して研究に取り組んでいます。

航空宇宙コース
流体科学研究所

ૣ川 研究室

協力講座
高速反応流研究分野
http://www.ifs.tohoku.ac.jp/kobayashi/

准教授
早川　߂ߊ

特任助教
YV Xia
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教　授
ӬҪ　大樹

特任助教
常　　新Ӎ

࣍ੈ୅Ӊ஦機にؔΘる熱流体現象の解໌ͱその制御技術 Ր੕ඈߦ機の֓೦ਤͱϞッΫアップ

助　教
ҏਆ　　ཌྷ

航空宇宙コース
流体科学研究所

ӬҪ・ҏਆ・ৗ 研究室

協力講座
宇宙熱流体システム研究分野
http://www.ifs.tohoku.ac.jp/space/

宇宙ඈ行体が࿭星大気にಥ入する際の 
空力特性・空力加熱現象の解明
　宇宙機が࿭星大気にಥ入する際のભ音速動的不安定現象に着目
し、その現象解明に向けた実験的な研究を行っている。特に、深宇
宙から地球にؼ還する新たなサンプルリターンカプセル形状に対
して、空力特性の計測や流れ場の可視化により、自ྭ振動現象の解
明を目指している。さらに、カプセル模型を上空から自由མ下させ
ることで低速域での運動特性を計測する手法を提案している。

大気を有する࿭星における航空機などのz流体力zを 
利用した新しい探査システムの研究・開発
　現在、火星大気中をඈ行しながら探査を行う火星ඈ行機の研究開
発を行っている。その中で、地球上で火星と同等なඈ行環境と有す
る高度35Lm 付近においてඈ行実証試験を行い、世界に先駆けて
その実現可能性を示す。
　この研究を通して、大気を有する他の࿭星においても航空
機などの流体力を利用した新しい探査システム（PlanetarZ 
LoDomotion）の提案を目指す。

次世代宇宙機の熱制御デバイスの開発および 
ֵ新的熱システムの開発
　 気 液 二 相 流 を 利 用 し た 熱 制 御 デ バ イ ス（LHP、 OHP、 
MeDIaniDal PVmQ LooQ など）の研究・開発を行う。特に LHP
／ OHP は駆動部分が無いため、軽量・省スペースな非電力熱輸送
デバイスとしてリソースの限られている深宇宙探査機への౥ࡌを
期待されている。最終的にはこれらを組み合わせた省電力・高効率
なֵ新的宇宙機熱制御システムの提案を目指す。

࿭星探査航空機のためのॊೈ膜ཌྷの研究・開発
記探査システムの一つである火星探査ඈ行機のཌྷには、高い空ࠨ　
力特性のみならず、軽量性・ऩೲ / 展開性・ಥ෩耐性など、様々な性
能を同時にຬたすことが求められる。本研究室では、それらの要求
をຬたすཌྷとして、自然界のࠛ஬やコウモリが有するようなॊೈ膜
ཌྷに着目している。低レイノルズ数流れとॊೈ膜との干渉が起こす
現象の解明や、膜状の先進的アクチュエータを用いた流れ場の制御
などに取り組み、l ॊらかさをݡく使う z ཌྷの実現を目指す。

次世代Ӊ஦機に関Θる熱流体現象の解明とͦの制御技術の開発
　宇宙機は、ଧち上げ時から、宇宙空間、地球へのؼ還時において様々な熱流体環境にࡽされる。特に、次世代宇宙輸送システムの開発に
は、大気ݍ再ಥ入時の熱・空力特性の解明が必須である。本研究では、機能性分子センサーを用いた空力加熱推算手法の研究や高温（1000ˆ
以上）、極低温などの極限環境場を計測できる熱流体計測手法の研究・開発を行っている。
　また極限熱環境下で長期間に࿰るミッションを行う次世代の宇宙機には、限られた電力、重力のリソースで内部機器の排熱が可能な熱制
御システムが不可欠である。そこで本研究室では、この要求に応えるべく、高熱輸送能力、軽量・省スペースな非電力熱輸送デバイスとし
てループヒートパイプ（LHP）や自ྭ振動ヒートパイプ（OHP）等の研究開発を行い、次世代宇宙機ミッションの実現にブレイクスルーを
もたらすことを目指している。
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ฏ面ӷບࣜ燃料෾ࣹหによるӷບ微粒化աఔマルチスケール先୺ࠞ૬流ίンϐューテΟング

航空宇宙コース
流体科学研究所

ੴຊ・େౡ 研究室

未౸エネルギー研究センター
協力講座　混相流動エネルギー研究分野
http://alba.ifs.tohoku.ac.jp/

マルチスケールҟ分໺༥合ࠞܕ૬流動エネルギーシステムの創成
　本研究分野では、超並列分散型コンピューティングと先端的光学計測のֵ新的融合研究に基づくマルチスケール先端混相流体解析手法の
開発・体系化を目指している。さらに、高密度水素に代表される環境調和型エネルギーに直結した新しい混相流体システムとそれに伴うリ
スク科学の創成を目的とした基盤研究を推進している。特に、サブミクロン・ナノオーダ極低温微細粒子の有する高機能性に着目し、ヘリ
ウムを使用しない新型の一成分ラバルノズル方式によって生成される超音速極低温微細粒子෾ໄの活用による環境調和型ナノクリーニン
グ技術の創成、メガソニックચড়における粒子আڈメカニズムの解明のため、メガソニック場中の複数気๐ダイナミクスの大規模数値解析
を行っている。

超高密度水素エネルギーキャリア開発における 
混相流体工学的アプローチ
　化石燃料と同等のエネルギー密度を得るには水素の高密度化と
太陽光発電等、太陽光発電等の新エネルギー技術との複合化、とそ
れに関わる安全管理技術が必要である。このような現状に対し、高
密度水素精製・輸送・貯蔵とリスク管理に関する連成科学的アプ
ローチを行っている。（水素高速ॆర技術開発、マイクロ固体水素
粒子生成、水素࿙えい、水素ര発シミュレーション）

極低温マイクロ・ナノ固体粒子を用いた 
Non- aRVeoVs半導体ચড়
　冷却液体஠素と極低温ヘリウムガス（寒剤）の高速িಥにより連
続生成される微細固体஠素粒子から成るマイクロ・ナノ固体஠素෾
ໄ流の有する超高熱流ଋ冷却特性とそれに伴うレジスト熱ऩ縮効
果を有効活用した新型半導体ચড়法に関する検討を行う。

ඬ流物が混入した௡波が及ぼす災害ダメージ 
予測システムの開発とメガフロートを用いた௡波軽減
　௡波ダメージ軽減化を可能にする技術として、メガフロートを用
いた௡波ダメージ軽減法を開発している。大地਒発生がܯռされ
るւ域においてԭ合௡波の波長レベルの全長を有するメガフロー
トを係ཹさせておく。ԭ合௡波が発生した場合、௡波はメガフロー
トにিಥしメガフロートが並進運動することにより運動量ަ換が
行われ、௡波の運動量をԭ合で軽減させることが可能となる。

ガスタービンのֵ新的燃料෾射技術の開発
　液膜のॳ期変形は一次微粒化に、一次微粒化は二次微粒化、つま
り最終的な෾ໄ特性に強く影響を及ぼしている。しかし、従来研究
ではこれら過程の相互作用が十分に考慮されていない。そこで、微
粒化過程の素過程と各過程の相互作用に着目し、数値解析、可視化
計測、光学計測や理論解析を協調して行うことで、気流による液膜
微粒化過程の解明と微粒化制御技術の確立を目指している。

教　授
石本　३

助　教
大ౡ　ҳ平
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教　授
෰部　༟࢘

チャネルཚ流ɺෆ҆ఆ化したӔྠ /らͤ ΜӔに見られるӔ構造

流れの安定性の理論解析および数値解析
　安定性は流れの基本的性質の一つであり、現象の理解や流れの制
御において重要である。Ӕを中心とした流れの安定性解析を理論
解析と数値解析により行っている。これまでに、Ӕ管の曲りに起因
する曲率不安定性の発見、変分原理に基づく平行流の安定性の必要
十分条件の導出などの成果を挙げている。現在は、大気・ւ༸など
で重要となる回転・成層の効果について研究を進めている。

ཚ流の統計的性質の解明と新しいཚ流モデルの開発
　多くの流れはཚ流状態にある。大規模数値シミュレーションと
理論解析により、流体力学の長年の課題であるཚ流の統計的性質の
解明に取り組んでいる。ཚ流の未౿の統計法則の発見のみならず、
数値シミュレーションに不可欠である正確なཚ流モデルの開発を
目指す。現在は機械学शによるཚ流モデルの開発と、平面 / Ԝ面上
のཚ流境界層の制御に関する研究を進めている。

Ӕ動力学の研究
　流動現象のダイナミクスの解明のためにӔ運動の理解は重要な
役割を果たす。Ӕ構造のもつ特性・多様性・普遍性と、流動現象一
般における役割を解明するため、Ӕ構造の形成過程・非線形力学・
ཚ流に至る道ےなど、Ӕの動力学全般について研究している。強い
Ӕの形成メカニズムの解明、ཌྷ端Ӕの形成過程と構造、らせんӔの
不安定化過程に関する研究を行っている。

空力૽音低減のための基ૅ技術の研究
　鉄道や流体機械の高速化のためには空力૽音の低減が求められ
る場合が多い。そのための基ૅ技術を数値シミュレーションによ
り研究している。これまでに多孔質材షり付けによる空力音低減
について、連続体モデルが有効であることを示し、数値解析による
多孔質材最適化への道を切り拓いた。現在は、空力૽音低減のため
のアジョイント法による物体形状最適化法を開発している。

複ࡶ流動現象のେن໛਺஋シミュレーション研究
　複雑流動現象の高精度大規模数値シミュレーション研究に取り組んでいる。自然現象や産業応用の場面でわれわれがૺ۰する流れは、一
般に複雑な形状をもつ物体や運動・変形する物体を含んでおり、従来の境界適合型格子による数値解析法では取りѻいが困難である。われ
われは、ຒめ込み境界法の一種である 7olVme Penali[ation 法（7P 法）を発展させることにより、これらの流れを高い精度で数値解析に
より捉えるための数値計算手法を開発している。これまでに 7P 法の高精度化に関する基ૅ研究を行った。また、7P 法や離散型ຒめ込み
境界法の圧縮性流れへの適用により、複雑形状物体・運動変形する物体を含む系での空力૽音の直接数値シミュレーションを実現した。さ
らに、開発した手法を用いてスーパーコンピュータによる大規模高精度数値シミュレーション研究を行っている。

航空宇宙コース
流体科学研究所

෰෦ 研究室

協力講座
計算流体物理研究分野
http://eagle.ifs.tohoku.ac.jp
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น面ૈ度によるڥݩ࣍ࡾք層ભ移の཈制

ര発的な࣓ؾリίネΫション

准教授
ኍ田　真

後ୀཌྷ面上の三次元境界層ભ移に対する壁面粗度を
用いた制御
　ຽ間航空機で用いられている後ୀཌྷの表面には三次元的な境界
層流れが形成され、これが不安定であるためにཚ流ભ移が起こりま
す。境界層流れがཚ流化すると摩擦抵抗が格ஈに増大してしまう
ため、不安定性をできるだけ抑制することが航空機の低燃費化につ
ながります。本研究室では、ཌྷ面に特घな粗度分布（Ԝತ）を配置
することで、ཚ流ભ移を効果的に抑制する手法を探っています。

無িಥプラズマにおけるര発的࣓気リコネクションの
非線形理論
　プラズマ中の࣓気リコネクション（࣓力線のつなぎ換え）現象は
太陽フレアや࣓気ݍサブストーム、࣓ 場閉じ込め֩融合プラズマの
่壊などを引き起こしますが、これらがര発的と呼べる΄ど異常に
速い時間で起きるメカニズムは明らかになっていません。本研究
では無িಥプラズマがもつ多֊層性にয点を当て、非線形理論の構
築と数値計算による検証を行っています。

様々な平行シア流や回転流の安定性解析
　平行シア流や回転流のような対শ性をもった流れの安定性を理
解することは、流体力学の基ૅとなるだけでなく、現実に見られる
複雑な流れを単७化したモデルとして重要な知見を与えてくれま
す。さらに密度成層や遠心力、࣓ 場などが存在する場合の振る舞い
は、物理的な直観だけで理解するのは難しく、流れが安定化／不安
定化する条件を数学的に解析しています。

拡張࣓気流体力学の理論とシミュレーション
　࣓気流体力学（通শ MHD）はプラズマのような伝導性の流体に
対して広く用いられてますが、十分にスケールが大きくて密度が高
く、িಥස度も高いプラズマを想定した近ࣅに基づいています。こ
れらの近ࣅが成り立たなくなると MHD が破୼し、それまで無視し
ていた効果を正しく考慮しなければならなくなります。この拡張
MHD 近ࣅのଥ当性と数値計算手法についての研究を行ってます。

流体҆ఆ性の਺ཧにجづいた複ࡶ流動現象の解明と制御
　流体やプラズマに見られる複雑な流動現象の様子は、高精度かつ大規模な数値シミュレーションによって明らかになりつつあります。一
方で、そこから法則性をந出したり、現象を制御する手法を考案するには、物理的解ऍや数理モデル化を行うことも必要です。特に流れの
安定性を解析することは、ཚ流ભ移や（Ӕや࣓場の）構造形成・่壊のメカニズムを原理的に理解するためのࢳ口となります。本研究室で
は安定性解析と大規模数値シミュレーションをซ用して、このような流動現象の解明と制御の研究を行っています。
　具体的には航空機などのཌྷまわりのཚ流ભ移の制御手法を研究し、摩擦抵抗の低減に向けて取り組んでいます。また、࿭星大気や宇宙プ
ラズマなどにおけるಾにຬちた現象の物理を探ることで、新しい流動法則の発見を目指しています。

航空宇宙コース
流体科学研究所

ኍ田 研究室

協力講座
計算流体物理研究分野
http://eagle.ifs.tohoku.ac.jp/
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教　授
๕լ　༸一

助　教
௽Ԭ　య子

非平面フォトファブリケーション、非平面実装技術の開発
　大量生産が可能な半導体プロセスや MEMS プロセスの多くは平
らなウェϋ上に加工を行いますが、体内で用いる医療機器や多くの
健߁管理機器へ組み込むための実装には適しません。直径数 mm
のԁ౵の表面、内面に微細加工を行う今までにない新たな加工技
術の開発と、それに必要な装置の開発を行っています。量産性の
あるプロセスにより低価格化し、広く使って໯えることを目指し
ています。

手術手技の評価、医療機器開発に役立てるための 
マイクロセンサを౥ࡌしたଁ器モデルの開発
　医ࢣの܇࿅、手術手技の評価、医療機器開発の際の安全性や有効
性評価には、ヒトに対する実際の手術、実験動物の利用などが行わ
れますが、これに代わる、マイクロセンサを౥ࡌした新たなଁ器モ
デルの開発を行っています。ଁ器の形状、物理特性を再現したଁ器
モデルに複数のマイクロセンサを౥ࡌすることで、手術લ後の݂行
動態や形状の変化、࣏ 療中に組織にかかる力などを定量化します。

広く役立つ生体計測を体表から行う新たなヘルスケア
（健߁管理）機器の開発

体表に装着し、皮下の݂管径変化を超音波を用いて計測し݂圧や
ストレス計測を行うセンサ、᭥پで用いる針付きパッチを利用し、࠾
݂せずに݂液中の౶やೕ酸などを気軽に計測する皮下組織液࠾取シ
ステムを開発しています。簡単な制御と൑断を行う集積回路による
プロセッサ、およびネットワークとのワイヤレス通信機能をඋえた
機器と組み合わせることで、発病や持病の発作を未然に防ぎます。

高機能、多機能な低侵ऻ検査、࣏ 療機器の開発
　体を大きく切り拓いて顕微鏡を用いたサブミリレベルの精密な
マイクロサージェリーが行われるようになりましたが、内視鏡やカ
テーテルを用いた身体に負୲の少ない手ஈでこのような精密な手
術を行うことはできていません。マイクロセンサやアクチュエー
タを౥ࡌした医療機器の開発、長期的には医療用マイクロロボット
を開発し、体内からの精密な検査࣏療を実現することを目指してい
ます。

ミクロな機ցが੾り拓く次世代のҩྍとϔルスケア
　マイクロセンサや運動素子（アクチュエータ）を作製する MEMS（微小電気機械システム）技術など、様々な微細加工技術を駆使して、今
までにない特徴や利点を持った医療機器、ヘルスケア（健߁管理）機器を開発しています。体内で用いる低侵ऻ医療機器をさらに高性能化、
多機能化することで、ױ者の負୲が少なく、かつ精密で安全な検査・࣏療が実現できます。また、今までにない新しい診断、࣏ 療が可能にな
ります。微細加工を利用して薄くॊらかく小型で、違和感なく体表に装着できる新しい生体計測機器、࣏ 療機器の開発も行っています。ߋに、
小型で複雑な構造の医療機器、ヘルスケア機器を低価格で作製するための新たな微細加工技術、組立技術の開発を行っており、作製の基ૅ
から、実機の開発と評価、製品化を目指した体制づくりまで、人に役立つ機械の実現を目指して研究開発を行っています。

http://www.medmems.bme.tohoku.ac.jp/

バイオメカニクス講座
ナノデバイス医工学分野

๕լ・௽Ԭ 研究室

機械・医工学コース
医工学研究科医工学専攻 / ロボティクス専攻

89OPEN 2023

05_ᶵᲔ་ᕤᏛコース_஧[93-108].indd   89 2023/07/31   11:14:48



教　授
田中　ప

特 任 准 教 授
木野　久ࢤ

様々な生体信߸を装着感なく最適に記࿥できる集積化
生体情報記࿥システムの開発
　೴波や心電、຺ 波等の生体信߸は信߸強度と周波数ଳが異なるため、所望の生体信
߸を記࿥するために特定の周波数ଳの信߸を最適に増幅する必要があります。また、
できるだけ装着感を無くして常時計測することで健߁管理や࣬病の早期発見が可能
になります。そこで記࿥性能をॠ時に切りସえでき、かつ低ノイズ記࿥可能な生体信
߸計測 IC と PD/LED/ 各種センサ等をॊೈ基板上に集積して、所望の生体信߸を高
精度に装着感無く記࿥できる集積化生体情報記࿥システムの開発を進めています。

次世代ICT社会を支える三次元集積回路技術の開発
　これまで平面的に微細化されてきた半導体集積回路を立体的に
積層化することにより速度・消費電力・機能性などの性能をඈ༂
的に高められる三次元集積回路が次世代 ICT社会を支えるϋード
ウェアのコア技術として期待されています。本研究室では優れた
性能と高い信頼性を有する三次元集積回路を実現するために、三次
元集積回路のプロセス技術・回路設計技術・信頼性評価技術を開発
しています。

ݐ球内完全ຒめ込み型人工໢膜による視覚の再؟
　໢膜色素変性や加齢ԫൗ変性などの࣬病でࣦ明した方の໢膜に
三次元積層人工໢膜 IC チップをຒめ込み、໢膜の出力細๔である
ਆ経અ細๔を電気ܹࢗすることによって視覚を再ݐする研究に取
り組んでいます。これまでにエッジ強調機能を有する1500ը素
クラスの人工໢膜 IC チップの設計と試作を行っています。また、
ウサギの؟に人工໢膜 IC チップをຒめ込んで光覚を誘起すること
に成功しています。

೴・ਆ経インプラント多機能集積化ਆ経プローブの開発
೴やਆ経にష付・ຒ২して皮質から深部までの電気的・化学的情報を記

࿥し、೴ਆ経機能の解析や೴ਆ経࣏࣬ױ療・೴機能拡張などを可能とする
多機能集積化ਆ経プローブの研究を行っています。ਆ経プローブ上に各
種センサや生体信߸処理 IC を౥ࡌしており、有線または無線で外部と通
信を行います。また、ワイヤレス・ファイバレス光ܹࢗを可能にする多ஈ
֊ྭ起ナノ粒子ਆ経プローブの研究も行っています。これまで国内外の
研究機関にਆ経プローブを提供して、幅広い共同研究を展開しています。

൒ಋ体ਆܦ工学にجづくੜ体༥࿨ܕマイクロ・ナノूੵシステムの創成
　半導体ਆ経工学は、生体のਆ経システムへ半導体工学を駆使してഭり、その構造と機能の探究を通して、生体と機械を૰合した新しい融合システムを創製する
研究領域です。本研究室では、半導体ਆ経工学に基づく生体融和型の新しいマイクロ・ナノ集積システムについて専門教ҭと研究を行います。生体と同じ積層構
造を有し高い 2OL を実現する人工໢膜や、೴・ਆ経系の電気的・化学的状態を計測・解析する生体ຒ২型集積化知能デバイスについて研究しています。また、こ
れらを作製する基盤技術である三次元集積化技術と生体用アナログ・デジタル集積回路設計の研究も行います。本研究室は෱ౡ研究室と一体で運Ӧしています。
　1ɽ人の؟にຒめ込んで視覚を再生する人工໢膜システム 2ɽ生体ຒ২型集積化知能デバイスと೴・機械インターフェイス
　3ɽウェアラブル・インプランタブル生体センサシステム 4ɽ三次元集積回路技術とアナログ・デジタル集積回路設計

http://www.lbc.mech.tohoku.ac.jp/

生体機械システム医工学講座
医用ナノシステム学分野

田தʢపʣ・木໺ 研究室

機械・医工学コース
医工学研究科医工学専攻 / 機械機能創成専攻
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准教授
෱ౡ　༪࢙

高度な接合/接着技術を用いた三次元チップ作製とフ
レキシブルシステム集積に関する研究
　次世代の人工知能チップや೴型コンピュータシステムを構築する
には、3D 配線に加えて高密度の微細電極でデバイス同士を接合／接
着して積層し、三次元化する技術が必要です。我々は、接着剤を用
いずに半導体や金属を原子レベルで接合する直接接合や、有機無機
ϋイブリッド高分子を用いた400ˆにも耐える究極のషってണがせ
る接着（テンポラリー接着）など独自の研究を展開しています。

機能性高分子による誘導自己組織化インターコネクト
と人工知能チップに関する研究
　೴は複数の機能層が積層された3D 構造を有し、シナプス結合を
介し情報を伝達する立体的なネットワークを構築しています。೴
の構造や情報処理を模倣したコンピュータの実現にはニューロン
の代ସとなる3D 配線が必須です。我々は、高分子の誘導自己組織
化現象を利用して3D ナノ配線 	TS7
 を形成し、人工知能チップの
作製を通して高度な自動運転システム等の創出を目指しています。

液体の表面張力などを用いた自己組織化実装（セルフ
アセンブリ）技術に関する研究
　自己組織化はエントロピーに逆行した散ҳ系で、その究極の創造
体は生物であり、誰かに組立てられたわけでもなく、無秩序から秩序
構造が有機的に形成されます。我々は、液体の表面張力等を駆動力
とし、ロボットでは௫めない微小素子をナノレベルの精度で自己組
織的に実装し、次世代センサやディスプレイへ応用しています。最
近では݂ખ予防を目的とした݂管可視化シートも開発しています。

ॊೈな生体適合性高分子と硬い単結晶半導体からな
る高性能フレキシブルデバイスに関する研究
　フレキシブルデバイスでは、高分子シート上に有機半導体やҹ࡮
配線を形成する Roll-to-Roll 方式が盛んに研究されていますが、微
細化と高性能化には限界があります。我々は、ॊೈな高分子シート
内に硬い小型の単結晶半導体チップや微小機械を多数ຒめ込んでイ
ンモールド成型加工するスケーラブルな手法で高性能、ॊೈ、׌つ
多機能な医用ウェアラブルデバイスを開発しています。

自ݾ૊৫Խ技術とフレΩシϒルूੵによるϗリスティοク実૷工学Ͱਓ工知能ࣾձをݗҾ
　機械工学、材料工学、電気電子工学、医工学などを分野横断するϗリスティック実装工学は、ݸ々の素子や材料を最適設計・配置・接続し、
最高性能の総和として異種デバイスからなるマルチリシック 	MVlti-litIiD
 システムを創る学問で、近年のスマートフォンやウェアラブル
機器の発展に欠かせない身近な存在です。Ԥถでは半導体パッケージング工学とも呼ばれ、半導体に加え、MEMS や光学素子、バイオチッ
プ等のコンポーネントを有機的に集積し、知能化機械システムを具現化します。特に、本研究室では、センサやディスプレイを౥ࡌした身
に着ける人工知能システムを創成すべく、ॊೈで立体的なデバイスの作製と、自己組織化現象に着目したアセンブリとインターコネクトを
中心とした要素技術の研究に取り組んでいます。本研究室は、田中（ప）・木野研究室と一体で運Ӧしています。

機能システム学講座
機械力学分野
http://www.lbc.mech.tohoku.ac.jp/

෱ౡ 研究室

機械・医工学コース
機械機能創成専攻 / 医工学研究科医工学専攻
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ਤᶃɹ�ϋイドϩήルを基材ͱ͢ る಄֖内༗機電極

ਤᶄɹバイオ電池でۦ動͢るマイΫϩ創流デバイス

バイオニック発電ɿ生体・環境エネルギーで駆動する
自己発電デバイス
　߬素を触媒とするバイオ電池（バイオ燃料電池）で世界最高の出
力密度を達成しています。この発電システムは、生体由来材料で構
成できるために、環境発電・医用発電に求められる l 安全性 z に優
れます。MEMS 技術による積層・集積を通じて、高出力ならびに
長寿命への取り組みを進めるとともに、電池が要らない自己発電型
のセンサや経皮通電パッチを開発しています（図②）

スキン医工学ɿ皮ෘ機能の診断࣏療デバイスの開発
　皮ෘの厚み方向には表皮電位が発生しており、これが各種皮ෘ機
能の根幹を支えている。創傷やアトピー性皮ෘԌなどは表皮電位
値の異常を伴い、外部からの電圧ҹ加による制御によって࣏༊およ
び঱状؇和がೝめられることもある。本研究室では、上記のウェッ
トデバイス技術とバイオニック発電を駆使し、皮ෘ電位を計測・制
御する低侵ऻな診断・࣏療デバイスの開発を進めている。

ウェットデバイスɿ表皮・ଁ 器に
しっとりషり付く ϋイドロゲル基板電極
　�0ˋ以上が水分であるため生体にしっとりとೃછみ、ਆ経やے
೑の活動計測、および通電࣏療などに有効なゲル電極を開発しまし
た。ס૩した状態で保存し、水分を吸わせて（水で໭して）使用で
きる、生体に安全な有機物の電極です。体内ຒめ込みによる೴・ਆ
経機能のิ助などにも適しています（図①）。

バイオリソグラフィー�
タンパク質や細๔の操作と計測システム
　バイオシステムの組織化をその場で（溶液中で）制御し、タンパ
ク質や細๔を配列させる技術「バイオリソグラフィー」を開発して
装置化しました。この装置は、コンニャクなどのϋイドロゲルに電
極を配線することもできます。ϋイドロゲル製の動くバイオチッ
プは、ے೑細๔を運動させながら代ँ活性を調べるシステムとし
て、2型౶೘病やංຬの研究に活用されます。

ੜ体・ڥ؀にௐ࿨するバイΦϋイϒリουデバイスの創੡
　生命の࢓組みが分子レベルで明らかになるにつれて、その୲い手であるタンパク質や細๔を、超精޼な部品として利用する「バイオϋイ
ブリッドデバイス」に注目が集まっています。人類テクノロジーの域をངかに超えたバイオ部品の感度や効率、これらを組み込んだバイオ
センサやバイオ電池の開発に、我々は取り組んでいます。真のバイオ融合を目指して、ソフト・ウェット材料加工、デバイス系（電子駆動）
とバイオシステム（イオン駆動）の接合・制御などに、独自技術を創出してきました。

http://www.biomems.mech.tohoku.ac.jp

バイオメカニクス講座
バイオデバイス工学分野

西ᖒ・র݄ 研究室

機械・医工学コース
ファインメカニクス専攻 / 医工学研究科医工学専攻

助　教
照月　大ޛ

教　授
西ᖒ　松彦
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流体振動を用いたマイクロロボットの開発
　マイクロメートルスケールの微小な༡ӭロボットは、微細加工や
ドラッグデリバリーの分野で注目されています。我々は、流体振動
力を用いた微小༡ӭロボットの動作原理を開発しています。流体
振動の方向を変化させることで、ロボットの動きを任意に制御する
ことが可能です。

流体力学を用いた医療デバイスの開発
　微小流体流路は、少量のサンプルから細๔を分離するのに適して
います。我々は、がんの予後検診に役立てるため、຤ধ݂流のೕが
ん細๔を流体力によって分離するデバイスを開発しています。ま
た、༡ӭ能の高い細ەを分離するデバイスの開発や、݂ ખの付着を
防ぐ流路形状の提案などを行い医療応用を目指したバイオチップ
開発を行っています。

微生物の分布を予測する数理モデルの開発
業に深刻な被害をもたらす赤ைは、ւ流と෩向き、プランクトړ　
ンの༡ӭの兼Ͷ合いによって引き起こされます。また、機器を損傷
させたり、感છ঱を引き起こすバイオフィルムは、微生物が界面に
付着することで生じます。我々は微生物の挙動を力学的に解明し、
微生物の運動を記述する数理モデルを開発することで、環境問題の
解決や工学機器の性能向上に役立てています。

力学的視点からの生命現象の理解
　マウスの体のࠨӈは、ॳ期ᡢのノードと呼ばれるくぼみの微ऑな
流れで決まります。また、大௎ەなどのバクテリアは、集ஂで協調
して༡ӭし、物質輸送をଅ進することが知られています。このよう
に様々な生命現象は物理法則の上に成り立っており、我々は、流れ
によって生じる生物学的機能を解明することで、生命現象における
力学の果たす役割を明らかにすべく研究を行っています。

バイΦメカニクスͰ੾り拓くਓと஍ٿの๛かなະདྷ
「バイオメカニクス」とは、生体の生理学的あるいは病理学的な現象を物理法則に基づいて調べ、生物学・医学と異なる視点から生命現象を解

明する学問分野です。私達は微生物と人体を主な研究対象とし、動຺࣬ױなどの健߁問題や、赤ைなどの環境問題に対して、実験、理論、数値シ
ミュレーションを用いた研究をしています。実験による新しい現象の発見、その現象を記述する新しい数理モデルの開発と理論解析、定量的な
数値シミュレーションによる工学・医療への応用を一貫して行うことで、こうした諸問題を解決すべく研究を行っています。

http://www.bfsl.mech.tohoku.ac.jp/index_jp.html

バイオメカニクス講座
生体流体力学分野

ੴ川・େ৿ 研究室

機械・医工学コース
ファインメカニクス専攻 / 医工学研究科医工学専攻

教　授
石川　拓࢘

助教
大৿　ढ़޺
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准教授
菊地　ݠ次

様々な生物にお る͚運動や流動の可視化計測ྫ

光学顕微鏡を用いたマルチモーダルイメージング
　微小領域における物質濃度、拡散係数、移流速度、QH、温度に
ついて、レーザー誘起ܬ光法、ը像相関法、ラマン散ཚ分光法など
を用いた三次元物理量を定量的に取得する方法を開発しています。
また、時間変化を計測することで多次元計測し、生命現象の解明に
特化した高時間分解能な多変量計測法について研究しています。

生物の機能を工学的に応用する医療機器開発
　生物の特有の形状や性質には環境に適応した機能がඋわってい
ることがあり、その生物の持つ特徴を力学的に理解し、工学的に模
倣・応用（バイオミメティクス）することで、我々の生活に役立つ技
術として活用されています。生物にӅされた機能を応用した医療
機器の開発研究を本学大学病Ӄと共同研究として行っています。

生体内をありのままにバイオイメージング
　観察する生物・生体に対し、ܹࢗや損傷などの負荷を最小限にཹ
めたリアルタイム観察手法の開発を行なっています。不透明な細
๔や組織を可視光で観察するには光学的な限界があります。我々
は、超短波長パルスレーザーやマイクロフォーカス X 線、共য点
光学系などを用いて、生体内部を低侵ऻ・非破壊で観察し、生体内
部の流動や物質拡散メカニズムについて研究しています。

物質ਁ透・拡散をଅ進するメカノエフィカシー
　生体内をਁ透・拡散する物質は、そのഎܠにある流動構造によっ
てさらにਁ透・拡散がଅ進されます。また、分解（代ँ）や合成によっ
ても物質濃度が時々刻々と変化するため、精度良く生体内の輸送現
象を予測・制御することは困難です。我々は皮ෘ表面からਁ透（経
皮吸ऩ）するༀ剤を機械的運動によって制御することを目指し、ༀ
剤の細๔・組織間内の輸送ଅ進方法について研究しています。

可ࢹԽͰ解͖明かすੜ物流動とバイΦメカニクス
　可視化は、見えにくい、एしくは見ることのできない物の流れや現象、運動などを視覚的に見қくし、その理解を深める有用なπールの
一つです。私達は通常観察が困難な生体に関わる流動や物質拡散、生物の運動について可視化・解析するための技術を開発し、生き物に関
わる様々な力学について実験的に研究を行なっています。複雑な生命現象をより深く理解するためには、可視化実験によって得られた新
たな知見をもとに、理論解析を行うことが重要です。研究対象は、ヒト、その他の動物、২物、ڕ類、両生類、微生物などの幅広い生命現象
であり、皮ෘからのༀ剤ਁ透（経皮吸ऩ）や௎ᦥ動、݂ 流などの医療・健߁診断に関する研究や、生物特有の流動現象のメカニズム解明など、
多くの学問分野に渡った学際研究を行なっています。当研究室は、石川・大৿研究室と一体で運Ӧしています。

http://www.bfsl.mech.tohoku.ac.jp/index_jp.html

バイオメカニクス講座
生体流体力学分野

菊஍ 研究室

機械・医工学コース
ファインメカニクス専攻 / 医工学研究科医工学専攻
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Լஈࠨから
ʮൽෘ性状計測センサʯɺʮೕ؞セル
フチΣッΫ用センサʯɺʮ৮ܹࢗ計測セ
ンサʯ

্ஈࠨから
ʮインテリδΣントਓ工ࢦʯɺʮৼ動ࢗ
ܹఏࣔシステムʯɺʮ0$5を用いたࢦ
先内部の計測ʯ

教　授
田中　真ඒ

ೕ؞セルフチェック用センサ
　ೕがんはঁ性の部位ผのがんの中でጶױ数が最も多く、ࢮ๢者
数およびጶױ者数も年々増加しています。しかし、超早期発見が
可能であれば生存率が高いことが分かっています。そこで、自୐で
のೕ؞のセルフチェックが推঑されていますが、一般の方がセルフ
チェックを行うことは困難となっております。このような課題を解
決するため、ೕ؞セルフチェック用センサの開発を行っています。

触診センサの開発
　触診は複数の情報を一度に取得可能とする簡便かつ有効な診断
方法ですが、ख़࿅度が必要であることや客観的な評価や感覚の共有
が困難です。当研究室では、લ述のೕ؞セルフチェック用センサの
開発に加え、自動触診システムの開発やまた得られた情報を医ࢣへ
の伝達する提示システムの構築などを行っています。遠ִ医療や
。者の心理的な負୲の軽減にも有用であると期待されていますױ

触覚・触感計測センサシステムの開発
　人の触覚・触感は、ܹࢗを能動的あるいは、受動的に受けて感じ
るものであり、本研究ではその感覚の計測を、લ述の触覚・触感の
メカニズムの解明結果も応用しながら、センサ材料、動作機構、信
߸処理などについて検討を行い実現を目指すものです。様々な材
料の手触り感の数値化や、繊細な手触り感の計測が可能になるこ
と、また着用しているものなどの人体に及ぼす触ܹࢗを計測するこ
との実現などが期待されます。

触覚・触感のメカニズムの解明
　触覚はヒトの生活において必要不可欠な感覚であり、指先は「触
れる」だけでなく、「෡でる」、「ԡす」などの触動作を行うことによっ
て質感や手触り感などの触感をऩ集しています。ヒトは「ॊらかさ」
や「なめらかさ」などをどのように知覚しているのかを解明するた
めに、様々な実験系を構築し、指先振動、指先内部の特性なども計
測調査し、触知覚メカニズムについて明らかにしています。

৮ ・֮৮ײにجづく20-テクノロδーの創ग़
　近年、人口の少子高齢化を迎える現代社会において、医療・෱ࢱ・保健の分野では、さまざまな観点から生活の質（2OL）を考慮した社会
の構築が求められており、新しいメカトロニクス技術を利用した医療෱ࢱ機器への期待が高まっています。医療෱ࢱ工学の発展には、新
たなセンサやアクチュエータの創製、システムや情報処理技術の高度化が重要な課題となっています。そこで、当研究室では、ヒトの高度
な計測システムに着目し、そのメカニズムを明らかにしながら、ヒトが持つ޼みな触覚感性機能をセンサシステムで実現することで新たな
2OL テクノロジーの創出を目指しています。得られた触覚・触感計測技術を積極的にさまざまな用途に応用する研究も行っています。

http://rose.mech.tohoku.ac.jp

社会医工学講座
医療෱ࢱ工学分野

田தʢਅʣ 研究室

機械・医工学コース
医工学研究科医工学専攻 / ロボティクス専攻

95OPEN 2023

05_ᶵᲔ་ᕤᏛコース_஧[93-108].indd   95 2023/07/31   11:14:55



Լஈࠨから
ʮࢦ先力計測センサʯɺʮҾૡ͖動作
計測センサʯɺʮ分สհॿ動作計測シ
ステムʯ

্ஈࠨから
ʮؔઅ֯度計測センサʯɺʮલཱથ৮
਍動作計測ʯɺʮے音計測システムʯ

准教授
Ԟ山　෢ࢤ

みの手技を定量化する計測技術޼
　様々な手指動作計測技術を基に、ख़࿅した技能者の手技の定量化
を行っています。લ立થの直௎内触診については、動作計測が可能
なલ立થ触診シミュレータを開発し、ख़࿅した医ࢣの手技の特徴を
ந出しています。また、安全な分สのために行われる助産ࢣによる
分ส介助動作についても、グローブ式センサを用いて助産ࢣの手に
かかる圧力分布を計測し、ख़࿅者の手技の特徴を定量化しています。

皮ෘ࣬ױによる引ૡき行動モニタリングシステム
　皮ෘ࣬ױの࣏療においてᙱみの定量化が重要ですが、主観的な感
覚であるため、客観的な評価が困難です。そこで、ᙱみにより誘発
される引ૡき行動に注目し、ᙱみの代ସ指標として引ૡき動作を計
測するセンサシステムの開発を行っています。特に、引ૡく際の力
学的な特徴（接触力など）を評価できるシステムを目指して、引ૡ
き音を計測する装着型のマイクセンサを開発しています。

ウェアラブル手指動作計測センサシステム
　指関અ部の平均曲率と指関અ角度の関連性に着目した指関અ角
度を計測するॊೈポリマーセンサや、指先にかかる力とᡲ張力の関
係に着目した指先力を計測する指輪型センサなどのウェアラブル
な手指動作計測システムを開発しています。これらはセンサ装着
による指感覚の્害が生じないように設計されており、指感覚が重
要であるリϋビリテーションなど様々な分野での応用が期待され
ています。

状態評価手法の創出ے振動によるے・音ے
　安全で効果的なリϋビリテーションを実現するために、ے೑がऩ
縮する際に生じる体表面微振動（ے音）やے骨格の振動特性に注目
し、ے೑の疲労状態などのے活動状態を評価する手法の開発を行っ
ています。これまでの研究で、ے音とے電を複数点で同時計測する
システムを開発し、ے೑の特性やے損傷、ے疲労によってے音の周
波数特性が変化することを確ೝしています。

ੜ体動࡞計測によるҩྍ෱ࢱ工学
　医療෱ࢱ分野においては、触診や手術、リϋビリテーションの介助などに手指が用いられ、重要な役割を୲っています。しかしながら、
未修࿅者がこれらの手指を用いた高度な手技をश得するためには、多くの܇࿅とྟ床経験によるख़࿅が必要です。そのため、より効果的に
手技をश得するために、高度でख़࿅した手技の定量化が求められています。そこで、当研究室では、最先端のメカトロニクスや情報処理技
術を駆使し、ヒトの動作を計測・評価する研究を行っています。また、定量化された動作情報を未修࿅者の教ҭへ活用するだけではなく、
触診センサなどの医療෱ࢱロボティクスへの活用も行なっています。さらに、生体動作計測技術を基に、ے活動状態の計測システムや皮ෘ
による引ૡき行動モニタリングシステムの開発も行っています。（当研究室は、田中（真）研究室と一体で運Ӧしております。）ױ࣬

http://rose.mech.tohoku.ac.jp

社会医工学講座
医療෱ࢱ工学分野

Ԟ山 研究室

機械・医工学コース
ロボティクス専攻 / 医工学研究科医工学専攻
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教　授
山口　健

http://www.glocaldream.mech.tohoku.ac.jp

社会医工学講座
ライフサポート工学分野

山口 研究室

産学連携の取組み
　当研究室は産学連携による研究成果の「社会還元」に積極的に取
り組んでいます。これまでに入Ӄױ者用安全サンダル、超耐滑ラ
バーソール、歩道用の防滑コンクリートブロック、肌触り感に優れ
るティッシュペーパー、靴・床耐滑性評価試験システムの実用化に
成功しています。また、その他の研究内容、研究成果は当研究室
HP をご覧下さい。

センサーシューデバイスを用いた
歩行解析に関する研究
　靴底に多数の力覚センサを配置したセンサシューデバイスを用
いた歩行解析システムの開発に取り組んでいます。このセンサ
シューデバイスを用いることにより、歩行中の靴底面内の応力分布
に基づいた靴底意匠の設計が可能となります。また、歩行中の圧力
中心点や重心位置の推定などが可能となり、場所によらない歩行解
析が実現が期待されます。

すべり転倒機構の解明に関する研究
　԰内外の転倒事故件数は増加傾向にあり、特に高齢者の転倒事故
は寝たきりの原因になるなど、深刻な問題となっています。当研究
室では、歩行中の靴底と床面間の力学解析と動作解析に基づいて、
すべりを原因とする転倒発生機構の解明に取り組むとともに、靴底
材料と床材料に求められる摩擦係数やすべりにくい歩行動作に関
する研究を行っています。

超耐滑靴底・床材料の開発に関する研究
　当研究室では、水や油、ค体などで෴われた床面に対して優れた
耐滑性を示す靴底材料や靴底意匠の開発、ೞれてもすべりにくい床
材料の開発に取り組んでいます。接触面観察システムを用いた摩
擦試験により、液体やค体を効果的に接触面から排আすることが出
来る靴底意匠の開発に成功し、歩行安全性に優れる超耐滑靴の実用
化を達成しています。

҆શ҆৺なࣾձを実現するੜ ・໋ੜ活ࢧԉ工学
安全安心な生活や、高齢者及び障害者の自立した生活の実現のためには、生命・生活を支援する新しい工学技術分野（ライフサポート工学）

の確立が必要です。当研究室では、トライボロジーとバイオメカニクスを基盤として、転倒機構の解明や転倒防止のための靴・床の開発、動的
姿勢安定性評価手法の開発、高性能なスポーπ用品や生活用品の開発などを通じて、ライフサポート工学に関連する教ҭ・研究を行っています。
　̍ɽ歩行安定性に関するバイオメカニクス研究　　　　̎ɽすべり転倒機構の解明に関する研究
　̏ɽセンサシューデバイスを用いた歩行動作解析　　　̐ɽ超耐滑靴底及び床の開発に関する研究
　̑ɽ肌触り感に優れるティッシュペーパーの開発に関する研究

機械・医工学コース
ファインメカニクス専攻 / 医工学研究科医工学専攻
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��iO��生体໛ٖチップʢ্ࠨਤʣͱチップ内に形成した微খ݂؅໢のݦ微ڸը ʢ૾ࠨԼਤʣɺ細๔܈の�࣍ݩ動ଶのλイムラプス࡯؍システムʢӈਤʣ

准教授
ધ本　健一

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/sme/index�j.htm

協力講座
融合計算医工学研究分野

ધຊ 研究室

機械・医工学コース
流体科学研究所

݂管内皮細๔単層の物質透過性の評価
　݂管の内ଆは݂管内皮細๔の単層により෴われています。この
݂管内皮細๔の単層の物質透過性は、出݂の発生や動຺硬化の発঱
と進展、がんの転移などの様々な࣬病と関連があります。本研究で
は、݂ڏ再ᕲ流などにより誘起され、Ҩ伝子の発現をଈ座に変える
とされる酸素濃度の変化にয点をあて、低酸素負荷による݂管内皮
細๔単層の物質透過性の変化を明らかにする研究を行っています。

ヒト଻盤チップによる଻盤機能の再現
　଻ࣇの健やかな発ҭと母体の良޷な健߁状態の維持には、଻盤の
正常な機能が必要不可欠です。母体の栄ཆ・健߁状態が଻盤と଻ࣇ
に与える影響について多くの動物実験が行われてきましたが、種に
よって଻盤の構造が異なるという根本的な問題があります。本研
究では、微小環境の酸素濃度の制御と細๔の共ഓཆを可能にする細
๔ഓཆ技術を応用し、ヒト଻盤の機能の再現に取り組んでいます。

がん細๔の༡走の計測と制御
　がん組織内部（がん微小環境）では、細๔の過৒な増৩と未ख़な
݂管໢の形成により、酸素濃度の不均一な分布（空間変化）と急性
の低酸素負荷と再酸素化（時間変化）が生じます。酸素濃度の時空
間変化は、がん細๔の༡走と݂管新生を活発化させてがんの成長と
転移をଅします。本研究では、3次元ഓཆしたがん細๔の低酸素ࢗ
ܹに対する応౴の解明と制御に取り組んでいます。

3-in-1生体模ٖチップの開発
　酸素濃度・力学的ܹࢗ・化学的ܹࢗの3つの因子を制御し、生理
的環境と病的環境の両方を再現するマイクロ流体デバイス「3-in-1
生体模ٖチップ」を開発しています。酸素濃度を調整した混合ガス
をガス流路に供給することで酸素状態を制御しながら、細๔に対し
て力学的ࢗ （ܹ圧力やせん断応力）と化学的ࢗ （ܹ生化学物質やༀの
濃度勾配）を負荷するデバイスを開発しています。

マイクロ流体デバイスによるੜ体಺微小ڥ؀の࠶現と細๔動ଶの制御
　生体内の細๔は、運動や݂流による力学的なܹࢗと、生化学物質による化学的なܹࢗを感知して応౴します。細๔の正常な応౴は、分化・
形態形成・生体߃常性の維持にとって必要不可欠であり、ສが一それらの機能が破୼した場合には、࣬ の発঱や様々なダメージを引き起ױ
こします。また、生体組織の内部の酸素濃度は大気中よりも低く、݂ 流の状態による時間的な変化もあり、細๔に対して大きな影響を与え
ています。そのため、生理現象の解明と࣬ױの࣏療技術のֵ新には、時間的・空間的に変化する低酸素環境におけるݸ々の細๔の応౴と細
๔群の相互作用を解明し、制御することが重要です。本研究室では、生体内の微小環境を再現・模ٖする「マイクロ流体デバイス」の開発を
行い、様々な条件下における細๔群の動態のメカニズムの解明と、その制御について研究しています。
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ଠా研のίンセプト ݂؅Ϟデル

教　授
太田　信

助　教
安西　ᚽ

https://www.ifs.tohoku.ac.jp/bfc

協力講座
生体流動ダイナミクス研究分野

ଠ田・̓ 西 研究室

機械・医工学コース
流体科学研究所

ディープラーニングによる݂流動態予測
　݂管内の流れ場を知るため、コンピュータを用いた数値流体力
学 	CFD
 解析が行われてきました。しかし、CFD 解析に要する
長い計算時間が問題でした。 そこでディープラーニング技術を用
い、流れ場をॠ時に推定する技術を開発しました。CFD 解析では
໿10分を要していたのに対し、ディープラーニングでは໿1秒で
݂流場を得ることができ、大幅な解析時間の短縮が可能です。

国際標準の推進
　医療機器の評価法を国際標準化していくことは、医療機器の品質 
を保証し、安全な医療機器の提供に欠かせないことです。科学的に 
評価する方法を模索し開発していくと同時に、国際標準化活動にも 
積極的にࢀըしています。

体外循環路を用いた医療機器評価
　体内で使用する医療機器を、体外の循環路および生体に近い組
織モデル 	 当研究室で開発した P7A-H モデル 
 を用いて評価しま
す。これまでに、アブレーションカテーテル、超音波、クライオセ
ラピー、マルチレイヤーステント、ステントグラフト、圧力センサ、 
ナノパーティクル熱特性、カテーテルシミュレーションなどを評価
してきました。

ステントデザインの݂流最適化設計
　೴動຺ᚅの࣏療にフローダイバータステントと呼ばれる医療機
器は、破裂例もあり改良が必要です。今後の開発には、ステントの
݂流効果や力学条件等多くの因子を最適なバランスにすることが
大切です。そこで本研究ではデザインを最適化を自動探索する数
値流体解析プログラムを開発しています。ক来は、各ױ者に最適な
ステントを提供するテーラメード医療機器開発に役立ちます。

݂؅಺࣏ྍデバイス評価用ɹ݂؅Ϟデルの開発
　݂管࣬ױ部とそっくりの力学特性および形状を持つモデルを開発しています。本モデルはカテーテルなどの先端医療機器の開発や܇࿅
に役立つもので、࣏ 験લの試験に最適です。医療機器の問題点のચい出しを通じて、࣏ 験数や動物実験数を減らすことが可能になります。
本研究室では、動຺のモデルに P7A-H（ポリビニルアルコールϋイドロゲル）を主とした材料から開発しています。このため、݂ 管とカテー
テルとの摩擦係数や形状を様々に変化させることができます。本モデルを利用してこれまでにもアブレーションカテーテル、フローダイ
バータステントなど、多くの医療機器の評価や、効果の可視化を通じてメカニズムの解明に共同研究を通じて取り組んできました。またモ
デルの国際標準化も推し進め、医療機器の定量的評価を可能にし、安全な医療機器の開発を通して、社会に貢献することを目指しています。
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教　授
藤　ַ彦ࠤ

助　教
LiV SiXei

ਓ工݂؅্に形成͞ れたԫ৭ϒド΢ەٿのバイオフΟルム͕高速ナノミストのॲཧでࡴ
ڈআ͞ە れる様子ʢࡱӨɿ౻ଜໜʢ౦๺ҩՊༀՊେ学ڭतʣʣ

プラζマܹࢗによる細๔Ԡ౴のม化

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/bionano/index.html

協力講座
生体ナノ反応流研究分野

ཱུ・藤ʢַʣࠤ  研究室

機械・医工学コース
流体科学研究所

不ڽ縮ガスを含む水蒸気の流れの熱流動解析
　高圧蒸気໓ە器は2気圧以上の๞和水蒸気により໓ەする装置
ですが、໓ە器に含まれる空気などの不ڽ縮ガスが存在すると๞和
蒸気圧が低下し、໓ە性能に影響が出ることが知られています。そ
こで、水蒸気中の不ڽ縮ガスをリアルタイムで検出し、冷却面近傍
の水蒸気と不ڽ縮ガスの流れを明らかにすることを目指していま
す。

高速ナノミストによる新しいચড়・ەࡴ法の開発
　水蒸気を混合させた加圧空気をノズルから෾出させ、ڽ縮により
高速のナノメートルスケールの液ణを生成させることで、わずかな
水のみでೞらさずにચড়・ەࡴできる機能を発現することを発見し
ています。ࣸ真は高速ナノ液ణでەࡴআڈしたバイオフィルムの
様子です（ࣸ真ӈ）。高速ナノ液ణの特性とચড়・ەࡴメカニズム
を明らかにし、実用化を進め社会実装することを目指しています。

ଳ電キャビテーション気๐生成と 
ダイナミクス解明ならびにその最先端応用
　レーザーで誘起したキャビテーション気๐内でプラズマを発生
させ、今まで計測が困難であった気๐中の圧力や特性を明らかにす
ることを目指しています。また、プラズマ発生による気๐内へのଳ
電は、気๐ऩ縮過程で大きな電気的な力や高電界を形成するため、
微小高エネルギー源や新しいバイオ・医療応用などの新しい機能を
活用する手法の開発に取り組んでいます。

プラズマ複合ܹࢗによる細๔応౴制御
　プラズマによるがん細๔の活性化や不活性化に関する研究では、
これまでは、プラズマにより生成される化学的活性種の効果が注目
されていました。当研究室では、効果の強い化学種の影響を取りআ
いた電気的効果やࢵ外線による効果や化学種と電気やࢵ外線によ
る相৐効果を明らかにするため、細๔応౴の観察とそのৄ細な解析
をおこなっています（ࣸ真ࠨ）。

プラζマҩྍのૅجと応用
　プラズマ流が生成する様々な物理ܹࢗが生体にどのような影響を与えているのか解明し、プラズマ医療の基ૅ学理構築と新しいプラズマ
医療法の開発を目指しています。プラズマ流の化学的、力学的、電気的、熱的、光学的なܹࢗの生成法の開発とその制御、ならびに生成され
た物理ܹࢗが生体に輸送される機構の解明とその制御に関する研究を、流体工学、プラズマ工学、生体工学を融合した新しい学術的視点を
通して進めています。また、生体の活性化や不活性化における細๔反応機構の解明、がん細๔に対するアポトーシス誘導法の開発、細๔活
性化を利用した細๔増৩法の開発に取り組んでいます。
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教　授
水୩　正ٛ

レーザরࣹによΓಘられる多࠼なزԿ学形状

表面機能のҰ ʢྫ材料表面のೞれ性制御ʣ

レーザԉ用੾࡟の様子

�%プリンλーによΓ造形したラテΟス構造体

機械・医工学コース
グリーン未来創造機構グリーンクロステック研究研究センター

ਫ୩ 研究室

協力講座
マニュファクチャリングプロセス分野
http://mmlab.mech.tohoku.ac.jp/

機能を࣋つ新たな界面創りとͦの応用
　日本のものづくりが世界をݗ引する力を維持するためには、これまでにはなかった新たな技術が必要です。本研究室ではその一つとして
ナノ・マイクロファブリケーションを利用し、材料の表面に様々な機能をもたせた「機能性界面」を創成する技術の開発を行っています。ナ
ノ精度の加工技術を利用して「もの」の表面を単७に加工する、あるいは精密に成形するだけではなく、プラスアルファの機能をもたせると
こΖが、本研究の特徴です。
　本研究室では、これからの社会に必要不可欠な l 夢 z のある高機能加工技術のフロンティアを目指し、マイクロファブリケーション技術
の新しい加工原理の創出、その科学的解明ならびに実用化を視野に入れた研究を、産学連携を基盤として行っています。

新たなプロセスを創り出すʂ　
―キーワードはlϋイブリッド（複合）z―
　レーザ加工や放電加工などの材料加工プロセスで l ちΐっとし
た手を加える z と、表面の幾何学的な構造や化学的な組成が様々に
変化します。この現象に着目し、メカニズムの解明とその制御に取
り組んでいます。本手法により、表面の「ೞれ性」や「५滑性」、「光
学特性」などの様々な機能を持った表面を創成することが可能であ
り、新たな表面創成プロセスとして期待できます。

光を当てて切り取るʁ　
―レーザ援用マイクロ切削によるマイクロ・ナノ複合構造体の創成―
　レーザ照射は、材料表層の物性を変化させる方法として非常に有
効なπールにもなります。そのような現象を利用し、機械加工プロ
セス（超精密切削）にレーザ照射を援用することにより、切り۵生
成部分の局所的な材料物性を変化させ、光学的な機能性を有するマ
イクロ・ナノ複合構造体を欠陥レスで効率的に加工するプロセスの
構築を行っています。

光で表面に細工するʁ
　超短パルス（ピコ秒ʙフェムト秒）のレーザ照射を利用すること
により、材料表面に周期性あるいはランダム性を有する構造が創成
され、様々な機能を付与することが可能になります。本研究室では、
レーザを材料に照射した際に生じる現象をシミュレーションによ
り可視化するとともに、実験的な手法を用いて明らかにし、新しい
機能性界面創成技術を提案しています。

多孔質構造体の新たな作り方ʂ　 
―3Dプリンターを利用した機能性インプラントの開発―
　3D プリンターは、目的とする構造物の3次元形状情報があれば
複雑な形状でも造形が可能です。この特徴を利用して、医療分野で
はテーラーメイドのインプラント（人工骨、骨固定材など）作製技
術として期待されています。本研究室では、3D プリンターの造形
プロセスで生じるミクロな現象を解明し、それを応用して新たな機
能を付加する、ֵ 新的なプロセスの開発に取り組んでいます。
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教　授
ҏ藤　高හ

助　教
ໆ平　༞ี

Diametrical core deformation analysis 
(DCDA) for in-situ stress measurements

Apparatus for shear slip experiment at 
fluid injection

Lab. experiment setup for hydraulic 
fracturing in methan hydrate formation

d. 未固結層のフラクチャリング挙動解明と 
メタンϋイドレート開発への応用

　わが国の次世代型資源として注目されているメタンϋイドレー
トはւ底の࠭層等の未固結層内に存在し、その効率的生産のために
フラクチャリング法を利用することが考えられています。しかし
未固結層内では固結したؠ体に対する従来のフラクチャリング理
論が適用できません。そこで、当研究室では独自の実験設උや解析
手法を駆使し、未固結層内でのフラクチャー形態の解明に従事して
います。

D. 様々な地下開発時の地਒リスク低減
　国外の地熱や非在来型石油・ガス資源の開発時にكに地਒が発生
し地上の設උに被害を与える事例があります。エネルギー開発の
リスク低減と、安全安心な資源開発のҝに、ؠ石実験や実データ解
析を通して、地殻応力、流体と地਒発生の関係性の解明を目指し、
研究を行っています。

C. コア変形法による地殻応力測定
地熱や非在来型石油・ガス資源の開発では、地下の対象地層に作

用している地殻応力が、流体資源の生産性を決定する重要なパラ
メータとなります。また地਒リスクを評価する際の決定的なパラ
メータでもあります。対象地下ؠ体のボーリングで回ऩされる地下
石ย（コア）の変形を高精度に測定することで、従来は困難であっؠ
た地殻応力を直接推定する手法の開発を行っています。

a. 非在来型石油資源開発における 
フラクチャリング法の高度利用

シェールガス・オイル等の非在来型資源はਁ透性の低い地層に
貯ཹしていることが多く、その生産にはؠ盤に割れ目を造るフラク
チャリング法が必要不可欠です。しかし、地下での破壊現象は直接
観察できないҝ、未解明の部分が多く、効率的な生産のためフラク
チャーを制御する技術が熱望されています。当研究室では、このフ
ラクチャー৳展挙動や、透水性改善のメカニズムを解明し、工学的
に応用するための新たな理論を構築する研究を行っています。

z(ePmechanics ́  (ePʢ஍ٿʣ � .echanicsʢ力学ʣzによる 
஍ٿԹஆԽΨスをݮ࡟するためのエネルギーと新技術の開発
　近年、非在来型資源開発の発展と共に、GeomeDIaniDs（ジオメカニクス）の理解が、地下の破壊現象の理解や資源開発に重要であるこ
とが分かってきました。当研究分野では、ジオメカニクスを軸に、二酸化炭素地下貯ཹ、メタンϋイドレート、非在来型資源、高精度地殻応
力測定、超ྟ界地熱開発を対象として研究を実施しています。地球環境問題とエネルギー問題の解決を目指し、地殻内に天然に存在する特
घ環境（温度、圧力、閉鎖性）を高度に利用することで、調和のとれた人と自然の関係を達成することを目指した様々な研究を行っています。

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/geo/

未౸エネルギー研究センター
協力講座　地殻環境エネルギー研究分野

ҏ藤・ໆ ฏ 研究室

エネルギー環境コース
流体科学研究所
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企業名
CKD㈱
JFEエンジニアリング㈱
JFEスチール㈱
㈱KOKUSAI　ELECTRIC
NOK㈱
NTN㈱
㈱SUMCO
TDK㈱
朝日インテック㈱
旭化成㈱
アズビル㈱
アルプスアルパイン㈱
イーグル工業㈱
オークマ㈱
大谷製鉄㈱
オリンパス㈱
川崎重工業㈱
キヤノン㈱
京セラ㈱
㈱クボタ
㈱神戸製鋼所
㈱小松製作所
㈱ジェイテクト
㈱シグマ
㈱島津製作所
ジャパン マリンユナイテッド㈱
信越化学工業㈱
㈱神鋼環境ソリューション
新明和工業㈱
スズキ㈱
スタンレー電気㈱
住友化学㈱
住友金属鉱山㈱
住友重機械工業㈱
住友精密工業㈱
住友電気工業㈱
住友ベークライト㈱
セイコーエプソン㈱
大同特殊鋼㈱
大日本印刷㈱
ダイハツ工業㈱
㈱ダイヘン
㈱タンガロイ
帝人㈱
㈱デンソー
東海旅客鉄道㈱
東京エレクトロン宮城㈱
㈱東芝
東レ㈱
東レエンジニアリング㈱

凸版印刷㈱
トヨタ自動車東日本㈱
㈱豊田自動織機
ニチアス㈱
日揮ホールディングス㈱
日産自動車㈱
日鉄エンジニアリング㈱

（一財）　日本海事協会
日本航空電子工業㈱
日本精工㈱
㈱日本製鋼所
日本製鉄㈱
日本電気㈱（NEC）
日本ミシュランタイヤ㈱
㈱ニューフレアテクノロジー
㈱ハッピージャパン
パナソニックグループ
日立建機㈱
㈱日立製作所
日野自動車㈱
ヒロセ電機㈱
ファナック㈱
フードテクノエンジニアリング㈱
㈱フェローテックホールディングス
富士通㈱
富士電機㈱
富士フイルム㈱
プライムネットエナジー＆ソリューションズ㈱
ブラザー工業㈱
㈱ブリヂストン
古河電気工業㈱
㈱プロテリアル
本田技研工業㈱
㈱牧野フライス製作所
マニー㈱
マツダ㈱
三井海洋開発㈱
三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱
三菱電機㈱
三菱電機エンジニアリング㈱
三菱電機ソフトウエア㈱
三菱マテリアル㈱
ミネベアミツミ㈱
村田機械㈱
㈱村田製作所
㈱モリタホールディングス
森松T&S㈱
ヤマハ発動機㈱
㈱リコー
リコーインダストリアルリューションズ㈱

東北大学機械系࢈学࠙ஊձ
ձ һ Ϧ ε τ �݄�೔現ࡏ
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